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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章　棺姫を狩る者

　PRINCESS COURSER







　其そ処こには、ただ絶望だけが横たわっていた。

　恐きよう怖ふを湛たたえた紫むらさきの瞳ひとみが、忙せわしなく周囲を見回している。

　何度確認しても同じだ。だが確認せずにはおれないのだろう。

　せめて覚かく悟ごを決めたい、という事なのか、それとも絶望の最中にも、諦あきらめずに希望を見いだそうとしているのか──いずれにせよ、今の彼女に出来る事と言えば、その眼を動かす事位のものだった。

　全身の十カ所以上を革の帯で、頑がん丈じような椅い子すの上に縛しばり付けられ、身じろぎすらろくに出来ない。怨えん嗟さの叫さけびを上げようにも、口には強く猿さる轡ぐつわが嚙かまされていて、くぐもった呻うめき声しか出ない。どれだけ全身に力を込めても、拘こう束そくが緩ゆるむような事は無かった。

　そう。本当にもう少女に出来る事は、何も無い。

　蒼あおい長衣の男達が、剃かみ刀そりを彼女の頭部に当てて、その長い銀ぎん髪ぱつを剃そり始めた時ですら、その身体からだはぴったりと椅子の上に縛り付けられたまま、微み塵じんも浮うき上がる事は無かった。

「……！　……!!　…………！」

　ただ、ざらつき乾かわいた音と共に、少女の銀髪が剃られていく。

　ばさりばさりと、容よう赦しや無く剃られたそれらは、椅子の脇わきにわだかまり、男達の履はいている長靴ブーツに踏ふみしめられる。艶つややかで美しい、文字通りまるで銀で出来たかの様な髪かみであるが、男達はそんなものに興味は無いらしかった。

「──これは本物か？」

　蒼い長衣の男達の内の、一人が仲間にそう問うた。

「分かりません」

　別の男が答える。

　だが彼等は全員が覆ふく面めんを被かぶっている為ため──目め許もと以外を蒼い布で覆おおっている為、誰だれが喋しやべっているのかは分からない。

　強しいて区別をつけるならば、先に問うた男の目許には、双そう眸ぼうの間を縦に走る疵きず痕あとが見えていた。刃は物もの傷ではない。恐らくは、もっとなまくらな──例えば鈍どん器きの先せん端たん部分で、皮ひ膚ふと肉の一部を刮こそぎ墜おとしたかの様な傷だ。恐らく、負った時からは数年の歳月を経過しているであろうに、それは、ひどく生々しいままに残っていた。

「『チャイカ』を名乗ってはいましたが」

「その上で銀髪、紫し眼がん──ならば是ぜ非ひも無い」

　疵痕顔スカーフエイスの男は言った。

　その双眸には、炯けい々けいとした異様な光が宿っている。

「──準備整いました」

　剃刀で少女の頭部を剃っていた男の一人が、身を起こして言った。

　少女の頭部は、髪を全て剃り落とされて、完全な禿とく頭とう状態になっている。丁てい寧ねいな作業であったのか、傷一つついていない。

　代わりに別の男が少女に歩み寄り、筆の先に付けた塗と料りようで少女の頭部に何やら線を描えがいていく。額から後頭部にかけての大きな円。まるで何かの目印の様に。

「では、これより開頭術式を行う」

　疵痕顔の男が一同を見回して告げた。

　取り出されたのは、鎌かまの様な──大きく湾わん曲きよくした鋸のこぎりである。

「……！　……!!　…………！」

　少女は、猿轡の下で何事か叫んでいるが──やはり明確な声は出ない。

　恐怖にその紫の眼を見開きながら、ただ、自分の頭部に迫せまる刃物を見つめていた。







　第一章　海原の罠

　ENTRAPMENT ON THE OCEAN







　度を超こした叫さけびは、声というよりも音に近い。

　そこに明確な意味は無い。抑よく揚ようも拍ひよう子しも無い。

　ただ一筋に迸ほとばしる──音波。

「ああああああああああああああああああああああああああああッ!?」

　誰だれかに何かを伝える為ために発せられるのが、声であり、言葉であるとするならば……確かに衝しよう動どうとして迸る悲鳴や咆ほう哮こうは、その範はん疇ちゆうに含ふくまれまい。むしろそれは精神が軋きしむ音──あるいは木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散る際の、炸さく裂れつ音だ。

「──なに!?」

　そう叫んだのは、誰であったか。

　揃そろって驚きよう愕がくに眼を見開く彼等の、視線の先で──豪ごう奢しやな金きん髪ぱつが、ゆっくりとだが色を失っていく。まるで薬品で衣類を漂ひよう白はくするかの様に、微び妙みような色の変へん遷せんが、一いつ切さい合がつ切さい抜ぬけ落ちて、純白に、いや白銀に塗ぬり潰つぶされていく。

「なんだこれは!?」

　ジレット隊。

　騎士キヤバリアアルベリック・ジレットを隊長とするこの部隊は、東方七カ国会議直下の多た国こく籍せき組織──戦後復興に関する各種支し援えんを目的として掲かかげる〈クリーマン機関〉、それが擁ようする実効戦力の一つである。

　戦後復興支援という、平和的な目的を掲げている〈クリーマン機関〉が、小規模ながら実効戦力を抱かかえているのは……この平和な時勢を乱す可能性の高い存在を、積極的に駆く逐ちくする必要が在あるからだ。

　例えば敗残兵による山さん賊ぞく行こう為い。例えば余よ剰じよう兵器や流出武器を用いた凶きよう悪あく犯罪。例えば組織的な軍ぐん需じゆ物資の横流し。等々。

　永い戦乱の時代の後であるだけに、人々の間には、物事を暴力で解決しようとする考え方が蔓まん延えんしている。話し合うのも先まず相手を這はい蹲つくばらせてから──と。だから第三者の介かい入にゆうによって揉もめ事を解決するにも、双そう方ほうを先ず大人しくさせる為の実効戦力が、必要になる事も多いのだ。乱暴な話だが、その是ぜ非ひを問うのは、ジレット隊の仕事ではない。

「ヴィヴィ!?」

「おい……おい!?」

〈クリーマン機関〉は、この一年余あまり、ジレット隊に対して、ある任務を与あたえている。

　ガズ帝てい国こく皇こう帝ていアルトゥール・ガズの遺児──自らそう主張する少女『チャイカ』の捕ほ縛ばく。

　戦国時代末期に滅ほろんだとはいえ、北の大国として三百年以上も君臨し続けてきたガズ帝国の影えい響きよう力は、未いまだに大きい。その正当後こう継けい者しやともなれば、旗はた頭がしらに担かつぎ上げて反乱なり何なりを企たくらむ輩やからも出てくる。そうなる前に『チャイカ』を捕縛──もしくは駆逐する事、それがジレット隊の任務であった。

　だが──

「ヴィヴィ！　ヴィヴィ!?」

　一体何が起こったのか──それは、全員の理解を絶していた。

　ジレット隊の『脚あし』であると同時に、『家』でもある大型機車ヴイークル〈エイプリル〉号。

　この白い大型魔ま法ほう機関は、各所に彫ほり込まれたジレット家の紋章エンブレムからも分かる様に、元々ジレット隊隊長であるアルベリック・ジレットの私物であるが──現在その正当な主あるじたるアルベリックの姿は、此こ処こには無い。

　いや。もう無いというべきか。

　彼は二基の超ちよう巨きよ大だい魔法機関──航天要塞エリアルフオートの戦せん闘とうに巻き込まれ、還かえってはこなかった。

〈エイプリル〉号に再集結したジレット隊の面々は、そこでアルベリックに同行していた亜あ人じん兵レオナルド・ストーラからその事実を聞かされたのだ。

『異変』が起こったのはその直後である。

「大だい丈じよう夫ぶ!?　ヴィヴィ!?」

　幼さの残る顔を恐れに歪ゆがめ、眼鏡の奥の瞳を驚おどろきに見開いて──そう問いかけるのは、ジレット隊の機き匠しようであるズィータ・ブルザスコだ。

　彼女の、そしてジレット隊の面々の視線の先に在るのは、変わり果てた仲間の姿だった。

　ヴィヴィ・ホロパイネン──ジレット隊に所属する元暗殺者アサシンの少女。

　とある貴族に養女として育てられていたという事も在り、彼女の容姿は実に貴族的──緩ゆるやかに波打つ黄金色の髪と、大おお粒つぶの宝石の様な藍らん碧ぺきの瞳、隙すき無く整った目鼻立ち、肌はだは白く滑なめらかと──未だ幼さを随ずい所しよに残しながらも、美び姫きと呼ばれるに相応ふさわしいものを幾いくつも具そなえていた。

　その姿は、相手を油断させる為のものであるからこそ、暗殺の『武器』として徹てつ底てい的てきに磨みがき上げられている。彼女を育てた貴族は、将来的に彼女を使って政敵を葬ほうむり、あるいは傀かい儡らいの如ごとくに操あやつる事を考えていたらしい。

　そう。ヴィヴィ・ホロパイネンは並々ならぬ器量好よしだ。

　特にその豪奢な金髪は、印象に残りやすい。

　だが──

「ヴィヴィ!?　ヴィヴィ──！」

　過か労ろうや心労によって、人間の髪が白はく髪はつ化する事は別に珍めずらしくない。

　若白しら髪がという言葉も在る。発はつ症しようする者の数こそ少ないが、単純に色素の不足や欠けつ乏ぼうにより全体的に体色が薄うすくなるという病気も在る。生まれながらにそういう姿の者も居る。元々の髪が金髪であったなら──色素を失って、銀の髪に見えるという事も在ろう。

　しかしそれは、あくまでそれなりの時間を掛かけての変化だ。

　僅わずかな間に、はっきりとそれと分かる程にその髪の色が変化するなど……在り得ない。

　少なくともジレット隊の誰もが、そんな現象は聞いた事も無かった。

「あ、あ、あ、ああああああ、あ、あああ、あ、あ」

　ヴィヴィの唇くちびるから迸るその『音』が細こま切ぎれになっていく。

　頭を抱え、がくがくと全身で痙けい攣れんさえ始めるその姿は、ジレット隊の面々を戦せん慄りつさせた。

　ヴィヴィは、隊長であるアルベリック・ジレットを慕したっていた。

　その一いち途ずに想いを寄せる様は実にいじらしく、当のアルベリックこそ気付いてはいなかったが、他の隊員達には説明の要も無い程に、彼女の気持ちは明白だった。彼の為なら本当に──比ひ喩ゆでも何でもなく、ヴィヴィは火の中だろうと水の中だろうと躊ちゆう躇ちよせずに飛び込んだだろう。

　だがそれでも……ここまで激しい反応を示すものか？

　恐怖や絶望の反応にしても、あまりにこれは……異様だ。

「ああああ──」

　遂ついにヴィヴィが、白目を剝むいてその場に膝ひざをつく。

　ズィータは、慌あわてて彼女に駆かけ寄よった。

「ヴィヴィ、しっかりし──ひあッ!?」

　親友に呼び掛けるズィータの声が──裏返って上へと抜ける。

　彼女のすぐ脇で、獣けものの様な耳と尾を具えた少年兵──亜人兵のレオナルド・ストーラが足払いを掛けたからである。仰あお向むけにひっくり返るズィータは、何が起こったかすら分からず、混乱の表情で──

「──!?」

　そんな彼女の鼻先を、何かがかすめて通り過ぎた。

　細く鋭するどい──銀の凶きよう器き。

「──って、おい!?」

　大おお柄がらな体たい軀くの元傭よう兵へい──ジレット隊の副隊長であるニコライ・アフトトルが声を上げる。

　彼が掲げた右手、その節くれ立った無骨な指先には、一本の針が摑つかまれていた。

　裁さい縫ほうのものとは長さも太さも違う。急所に刺さされば充じゆう分ぶんに致ち命めい的てきな代しろ物ものだ。

　こんな武器、いや凶器を使うのは、ジレット隊の中では一人だけ──ヴィヴィが抜く手も見せずに放ったそれを、ニコライが咄とつ嗟さに空中で摑み止めたのである。

「壊こわれたか!?」

　唸うなる様にそう言って、ニコライの隣となりで身構えるのは、禿とく頭とうの魔法師ウイザード──マテウス・キャラウェイである。

　ヴィヴィの全身から噴ふき上がる殺気は本物だ。

　レオナルドが咄嗟に反応する──出来る程に、それは明確で強きよう烈れつだった。つい錯さく乱らんして身につけた武器を振ふり回した……訳ではない。少なくともヴィヴィは殺す積もりで針を投げたのだ。そうでなければ、これ程の殺気は生じない。

　ただ……

「こいつ──既すでに正気じゃない」

　ニコライは針を投げ捨てながら言った。

　習い覚えた──徹底的に叩たたき込まれた暗殺者の技は、身体からだが覚えてはいるのだろう。だがそれを扱あつかう者の内にその心しん髄ずいが欠けているのだ。本来、暗殺者はこの様に殺気を辺り構わず放散したりはしない。むしろ卵の殻からを割る様に、平然と、無心で──殺気は極力漏もらさず、殺人を実行できるからこその、暗殺者である筈はずだ。

「ズィータ、下がれ、ヴィヴィは俺とレオナルドで押さえる」

「え？　あ──は、はい」

　マテウスの手を借りて立ち上がりながら頷うなずくズィータ。

　だが、一体何が起こったのかは分からないままだ。

「…………」

　ゆらりと立ち上がるヴィヴィ。

　俯うつむき加か減げんだったその顔を上げる。

「──ッ!?」

　さすがのニコライとレオナルドも、愕がく然ぜんと呻うめいた。

　ヴィヴィの顔に塡はまっている眼は、皆が見慣れた蒼あおではなく──紫むらさきへと変化していた。

　銀ぎん髪ぱつ。紫し眼がん。

　これではまるで──

「…………」

　ヴィヴィの右手が奔はしる。

「くっ!?」

　ニコライは右手を挙げて、ヴィヴィが更さらに放ってきた針を受け止める。

　更に閃ひらめくヴィヴィの左手。

　続けて飛んできた二本目、いや三本目の針、これもニコライが左手で受け止め──

「──！」

　次の瞬しゆん間かん、両手のふさがったニコライに向けてヴィヴィが四本目の針を、投げず、手に構えて襲おそい掛かっていた。

　機車の中という事もあり、ニコライの本来の得え物ものである長機剣は、壁かべ際ぎわに立てかけたままだ。此こ処こで使う事は出来ない。だからニコライは敢あえて一いち撃げきは受ける覚かく悟ごで両りよう腕うでを広げると、ヴィヴィを押さえ込みにかかる。

　次の瞬間、ヴィヴィの姿が一回転した。

「なに!?」

　横ではなく──縦。

　即すなわち、彼女は床ゆかを蹴けった勢いをそのままに、その場で後方宙返り──鉄片を仕込んだ長靴ブーツの爪つま先さきがニコライの顎あごを直ちよく撃げきした。














「ぐおっ……!?」

　刃がついておらずとも、勢いと角度が合えば、鉄片は刃物同様の効果を発揮する。顎から左頰ほおにかけてを切り裂さかれ、血を噴きながらのけぞるニコライ。まさか室内でこんな人間離ばなれした曲芸をヴィヴィがしてくるとは、考えていなかったのだ。喉のど笛ぶえを狙ねらってきたその一撃を何とかかわしただけでも、ニコライの技量は賞賛されてしかるべきだろう。

　たん！　と音を立てて着地したヴィヴィは、今度は横旋せん回かい。

　手にした三本目の針を、のけぞるニコライの喉に改めて突つき立てようとするが──それは横から割り込んできた短剣が受け止めていた。

　ぢん！　と音を立てて針先が短剣の刃に激げき突とつ、火花を散らす。

「危ない──」

　レオナルドである。

　いつもその中性的に整った顔に、柔やわらかな微笑を浮かべ、何ど処こか飄ひよう々ひようとした雰ふん囲い気きを絶やさぬこの亜人兵だが……流石さすがに、今は緊きん張ちように表情が強こわ張ばっている。

「技はともかく、この速さと重さは……！」

　呻く様に言うレオナルド──彼の掲かかげる短剣に次々と火花が咲く。

「くっ──？」

　次々と繰くり出されるヴィヴィの攻こう撃げきを、レオナルドは捌さばくので精せい一いつ杯ぱいだ。

　亜人兵は多くの場合、通常の人間よりも身の軽さ、動きの速さに優すぐれている。その亜人兵が──あろう事か、攻撃の速さと手数で普通の人間に圧おされているのだ。

　いや。それどころか……

「おぶっ──!?」

　針を握にぎらぬ方──ヴィヴィが繰り出した左の拳こぶしが、レオナルドの腹部に突き刺さる。

　無ぶ様ざまに吐と息いきと唾だ液えきをまき散らしながら、吹ふっ飛ぶレオナルド。

　とても小こ柄がらな少女のものとは思えない、打だ撃げきの重さであった。

「むう──」

　吹っ飛んできたレオナルドの身体を咄嗟に受け止め、マテウスが唸る。

「これではまるで──乱破師サバターの使う奥おう義ぎ〈鉄血転化〉」

「……!?　それって」

　驚おどろいてズィータがマテウスを振り返る。

「一時的に、肉体的限界を超こえる技──だが」

　マテウスの表情には、うっすらとだが戦慄の色が有った。

「限界は無意味に存在する訳ではない。当然、限界超ごえは、長引けば肉体の崩ほう壊かいを招く」

「これは……殺す積もりでかからんと……」

　顎を左手で押さえながら、起き上がるニコライ。

「そんな、待ってください、ヴィヴィは」

　慌てて前に出ようとするズィータを──マテウスが押さえる。

「そのヴィヴィが、俺達を殺す積もりなんだよ！」

　そう怒ど鳴なって、ニコライは予備の武装である短剣を腰こしの後ろから引き抜ぬく。

　彼は腹を押さえながらも立ち上がったレオナルドと共に、改めてヴィヴィに襲い掛かる。

「…………」

　ヴィヴィは尚なおも無言。

　傭兵と亜人兵、高い技量と能力を誇ほこる二人の使い手を前に、彼女は押されるどころか、益々、その攻撃の勢いを──その速さと重さを増していた。

「ちいっ──」

　舌打ちしながら、繰り出される針の攻撃を短剣で弾はじくニコライ。

　レオナルドに至っては、既に口を開く余よ裕ゆうも無い。

　このままでは埒らちがあかないのは、誰だれの目にも明白だった。

　だから──

「ズィータ!?」

　機車の御ぎよ者しや席へ駆かけ込むズィータを見て、マテウスが声を上げる。

　機車の中は狭せまい為ため、ニコライの長機剣は勿もち論ろん、マテウスやズィータの機杖ガンドも取り回しに難が在る。ヴィヴィの相手を、格かく闘とう戦技能に長たけたニコライとレオナルドに任さざるを得ないのは、この為だが──

「これも、魔法機関ですから！」

　そう言ってズィータは機車の制せい御ぎよ用接続索さくを首に巻いた。

　続けて機車の魔法機関の制御術式に介かい入にゆう、その一部を口頭の呪じゆ文もん詠えい唱しようで調整して組み直していく。魔力は低いズィータだが……術式の調整の速さは、そこらの魔法師の比ではない。普通の魔法師ならば半日かかる様な術式の組み直しも、彼女にかかれば──瞬またたく間だ。

「ブラウ・ニグ・エルム・ナティ・テヌ──」

　ズィータは最後に背後を振り返って言った。

「ヴィヴィから離れて！」

「──!?」

　一いつ瞬しゆん、怪け訝げんの表情がニコライとレオナルドの顔を過よぎるが──、そこは戦いの機を見るに敏さとい傭よう兵へいと、反射神経に優れた亜人兵である。二人は弾はじかれたかの様に跳とんでヴィヴィから距きよ離りをとった。

「顕あらわれよ──〈巡ザり・巡スるピもナのー〉！」

　次の瞬間、ヴィヴィを中心に空気が──猛もう烈れつな勢いで渦うずを巻く。

「うおっ!?」

「──ッ!!」

　ニコライとレオナルドが、回転しながらその身体を泳がせる。一応、距離はとった筈だが、やはり狭い車内──それぞれ手にしていた短剣を引き切れず、ヴィヴィの周りに発生した渦か動どうに、弾かれたのである。

　そして──ヴィヴィは。

「…………ッ!?」

　文字通り渦となって回転する空気の中で、翻ほん弄ろうされていた。

　ズィータが組んだのは、機車の駆く動どう術式を弄いじったものだ。

　本来、車輪を繫つなぐ軸じくや、その軸と繫がった歯車に掛ける回転の魔法。効果としては単純だが、それだけに力は強い。魔法の効果発現位置をヴィヴィの処ところに設定し直した上で、回転数とその回ト転ル力クを調整したのである。

　機車を動かす程の力を発揮する魔法だ。当然──ヴィヴィ個人の力では、どれだけ踏ふん張ばったところで、これに抗あらがう事など出来はしない。

　そして──

「…………」

　ズィータが魔法を解除した瞬間、彼女は倒たおれ伏ふしていた。

　すかさずニコライとレオナルドが彼女の手足を押さえつける。

　だが……既すでにヴィヴィは気絶している様だった。単に目が回っただけでなく、強い力に晒さらされて、全身に急激な疲ひ労ろうが蓄ちく積せきされたのだろう。

「……どうなってんだこれは!?」

　ニコライはとりあえず、マテウスから手て渡わたされた手て枷かせを──本来は『チャイカ』を捕ほ縛ばくしておく為の道具だ──ヴィヴィの両手に塡はめながら言った。

「ジレット殿どのの死で錯さく乱らんした？」

「だがそれだけじゃ、瞳の色の説明がつかないですよ」

　マテウスの言葉に首を振ふるレオナルド。

「銀の髪に紫むらさきの瞳──これじゃまるで『チャイカ・ガズ』だ」

　彼は気を失ったヴィヴィを見下ろしながら言った。

「…………！」

　その言葉に顔を見合わせるニコライ、マテウス、そしてズィータ。

　それは、改めて言われるまでもなく、彼等の頭の中にも等しく過ぎった発想だ。

　しかし……

「これは一体、何の冗じよう談だんだ!?」

　ニコライがヴィヴィを押さえたまま唸うなる様に言う。

　勿論──その問いに答えられる者など〈エイプリル〉号の中には居なかった。




　　　　[image: ]




　時を同じくして──〈エイプリル〉号の外では。

「──ふむ」

　街道の端はしに停車している白い大型機車ヴイークルを、やや離れた丘の上から見下ろす一対ついの眼が在った。冷ややかというか無表情というか……およそ感情の揺ゆらぎや濁にごりを含ふくまない、透とう明めいな眼まな差ざしである。

　亜あ麻ま色の髪と琥こ珀はく色の瞳を具えた少年だ。

　上品で美しい顔立ちである。誰もがそれは認める容姿だろう。だが──同時に誰もが違い和わ感かんを感じる姿でもあった。何処かおかしい。何か足りない。人間ならば在って当然、具そなわって当然の何かが欠落している。人形の如ごとく、あるいは幻げん影えいの如く、一切、生身の匂においがしない──そんな印象だった。

　だからこそ、彼と初めて相対する者は、大たい抵てい『何者か』と先まず問う。

　そしてこの少年は、常にそうした相手に『ギイ』とのみ名乗ってきた。

「あの個体の『覚かく醒せい』は不完全に終わったか」

　顎あごに人差し指と親指の腹を当てて首を傾かしげる。

　如い何かにも思案している、といった仕草だが、その表情は何処か空くう疎そで、懊おう悩のうの震ふるえや歪ゆがみとは程遠い。悩なやんでもいないのに悩んでいる格好をしているだけ、という風にも見えた。

「だが興味深い事例だ。あるいはこちらを利用するのも手か」

　そんな事を呟つぶやくと──ギイは、悠ゆう然ぜんと〈エイプリル〉号に向けて歩き出した。
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　押し寄せては引き。押し寄せては引き。

　陸の果て──砂浜で延々と繰り返される、震えにも似た水の動き。

　それはまるで、世界の脈動の様でもある。この世界もまた生きていて──そしてこの膨ぼう大だいな水は、その血潮なのだと考える事も出来る。

　世界もまた生命ならば──この世界は、何を想うのだろうか。

　自らの裡うちに蠢うごめく人々の、悲ひ喜き交こも々ごもに対して。

「……これ……」

　砂浜に立って、少女はただ呆ぼう然ぜんとその様子を眺ながめていた。

　潮風に揺れる長い銀の髪。双そう眸ぼうはまるで宝ほう玉ぎよくの様な紫。

　年の頃ころは十代半ばといった処か。色白で、小柄で、華きや奢しやで、その姿はまるで名めい匠しようの手になる人形の様に愛らしく──乱暴に抱だき締しめれば壊こわれてしまいそう、そんな儚はかなさを身に纏まとっている。まるで幻げん想そうを呼吸しているかの様な、俗ぞく臭しゆうの欠落した可か憐れんな少女であった。

　ただし……それは、彼女自身のみを評した場合だ。

　その容姿の持つ印象を激しく歪めるものが、その背には在った。

　棺ひつぎである。

　黒い死者の器うつわを、少女は背負っているのだ。

　自身を容いれるのか。誰か他者を容れるのか。あるいは棺に見せかけただけの別の何かなのか。いずれにせよ不ふ吉きつ極きわまりないその『付属物』は、可憐な少女の姿に、ひどく特異な印象を付け加えていた。

「……何？」

　少女が指さして問うのは……目の前に広がる大量の水である。

　無辺とも見える程に、延々と、視界の端から端へと広がる巨きよ大だいな水域。

　それは──

「何と言われてもな」

　と答えるのは──少女の背後に立っていた二人の人物、その片方だ。

　黒くろ髪かみ黒こく瞳どうの若者である。

　こちらは少女より少し上、二は十た歳ち前──十七か八といった処だろうか。

　未だ少年と呼ぶべき年ねん齢れいである筈はずなのだが、何ど処こか、ひどく老成しているかの様な雰ふん囲い気きが在る。世の中の悲喜劇を一通り経験した挙げ句に身につく、疲つかれ果てたかの様な、物もの憂うい表情と気け怠だるげな落ち着き。端たん正せいではあるのだが、それがこの少年の姿を、ひどく大人っぽく見せていた。

「チャイカ……」

　若者は呆あきれた様子で言った。

「お前まさか、海を知らないのか？」

「……海！」

　眼を丸くして銀髪の少女──チャイカは言った。

「海………………これ？　全部？」

　と首を傾げた処を見ると、少なくとも『海』という単語は知っていたらしい。

「だろう。多分」

「多分？」

　その一言に引っかかったのか、問い質ただしてくるチャイカだが、若者は構わず言った。

「その水、舐なめてみろ。塩しお辛からいらしいぞ」

「らしい？」

　更さらに問い質してくるチャイカ。

「…………」

「…………」

　二人の間に微び妙みような沈ちん黙もくが横たわる。

「トール。まさか。海、初見？」

「…………」

　しばらく、適当な言葉を捜さがしているかの様に、トールは眉まゆをひそめていたが。

「まあ、ずっと山やま間あいに在るアキュラの里で育ってきたしな」

　トールと呼ばれた若者は、指先で頰ほおを搔かきながら、言い訳するかの様に言った。

「トール。海。初体験？」

「……まあな」

　決まり悪そうにチャイカから視線を逸そらして言うトール。

「私。海。初体験。一いつ緒しよ一緒」

　ぱっと花が咲さくかの様な笑顔を浮うかべて、自分とトールを指さすチャイカ。

　明らかな安あん堵どと高こう揚ようがその表情には在る。『貴方あなたと一緒でとても嬉うれしい』と言わんばかりの──素直なその笑顔に、トールは、少し困った様な表情でまた、頰を搔く。

「まったく──」

　そんな二人の様子を、それまで黙だまって見ていた人物が──チャイカの背後に居たもう一人が、妙みようにわざとらしい溜ため息いきをつきながら肩を竦すくめた。

「兄あに様さまは世間知らずで困る」

「世間知らずとか言うのか？　こういうの」

　半眼でトールは隣となりの人物を……自分と同じ黒髪黒瞳の娘むすめを睨にらんだ。

　全体的に凜りん然ぜんとした雰囲気で、容姿は整っているものの、『可愛い』と評される事は殆ほとんどあるまい。百ひやつ歩ぽ譲ゆずって『美しい』か。普通は『凜り々りしい』と言う人間が多いだろう。長い黒髪を後頭部の辺りで括くくる髪型が、見るからに活動的で──また、そうした娘の雰囲気を補強する。

「だがそういう初うい々ういしい兄様もまた良いものだ」

　大きく頷うなずきながら娘は言った。

　仕草がいちいち大おお袈げ裟さだが、その反面、この娘の顔には、あまり表情が出ない。

　今も無表情だ。口調と表情は怜れい悧りとも言える程に淡たん々たんとしているが、仕草と台詞せりふはその正反対、何処か下手な役者を見ているかの様な、奇き妙みような雰囲気がこの娘には在った。

「良くねえよ」

　トールは唸る様に言った。

「で──そういうお前はどうなんだよ？」

「勿もち論ろん、私は兄様とは違う」

　自信たっぷりといった様子で頷く娘。

「いや。だが待って欲しい兄様。兄様が『妹は世間知らずでいつも兄の袖そで口ぐちを摑つかんで後をついてくる位、初々しい方がいい』というのなら、私は喜んで世間知らずになろう！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎって見せる娘。顔は相変わらず無表情だが。

「そうじゃなくてな。俺とお前は同じ山奥の里で育ったもんだと思ってたがな、アカリ？　お前だけいつの間に海なんか見てきたんだ？」

「む……？」

　アカリと呼ばれた娘は首を傾げた。

「私が、いつ、海を見た事があるなどと言ったのだ？」

「いや、さっきお前、俺が海を見た事無いつってチャイカと言ってたら、『世間知らずで困る』とか、思いっきり上から目線で言ってたじゃないかよ」

「うむ。だが海を見た事がある、などという主張は一言も含まれていないぞ」

「…………」

　言葉に詰つまるトール。

　そんな彼を見つめながら肩を竦めると、アカリは言った。

「まったく、兄様は早はや合が点てんが過ぎる」

「お前が、いちいち変な言い回しするからだよ！」

「そんなうっかりさんな処もまた兄様の魅み力りよくだが」

「褒ほめられている気がこれっぽっちもしないな」

「御ご褒ほう美びに頭を撫なで撫でして差し上げよう。兄様」

　ほら！　と言わんばかりに両手を広げるアカリ。やっぱり無表情だが。

「いらん」

「むう。兄様はやはり撫でられるよりも撫で回す方が好みか」

「いちいちお前の表現は卑ひ猥わいなんだよ！」

　げっそり疲れた様な表情で項うな垂だれるトール。

「ところでチャイカ」

「──むい？」

　呼ばれて顔を上げるチャイカ。

　彼女はいつの間にか、波打ち際ぎわにしゃがみ込み──砂の上を歩いている小さな蟹かにをじっと見つめていた様だ。

　トールは苦笑を浮かべて言った。

「時折、大きな波が来るみたいだから気を──あ」

「ぷにゃあああっ!?」

　トールが最後まで言い終わる前に、チャイカは背後から押し寄せてきた大きめの波に巻き込まれていた。寄せる波に背中を押され、引く波に足元を奪うばわれ、チャイカはばちゃんと水飛沫しぶきをたてて転がる。

「……遅かったか」

「の、濃のう厚こう塩味ぃぃいいッ!?」

　口の中の塩水を吐はき出しながら叫さけぶびっしょりと濡ぬれ鼠ねずみのチャイカ。

　背負っていた棺かん桶おけの為ため、ひっくり返された亀の様な状態で、手足をばたつかせている彼女を見つめながら、トールは呆れた口調で言った。

「だからさっきそう言ったろ」

「想像以上！」

　と叫ぶチャイカの額の上を──蟹が何事も無かったかの様に歩いていた。
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　永い永い戦乱の時代が終わった。

　その中心とも言われていた北の大国──ガズ帝てい国こく。

　その支配者にして、数多くの伝説を持つ〈禁断皇帝〉アルトゥール・ガズの死により、戦国時代は幕を下ろし、曲がりなりにも平和と呼ばれる時代が、フェルビスト大陸には訪れた。東方七カ国会議を中心に各国は表面的には協調体制をとり、永い戦乱によって疲ひ弊へいした世界の復興を試みる。

　だがその一方で……戦乱の中に生まれ育った人々は、平和という概がい念ねんに馴な染じみが薄うすく、時には戦乱を懐なつかしむ者も居た。暴力によって全てを決していた筈の時代があまりにも永かった為に、法と理ことわりによって事を治める世界に違い和わ感かんを──苛いら立だちすら感じる者達。

　彼等の中には、ガズ帝国の再興を掲かかげる者達も居た。

　まさにそれを狙ねらったかの如ごとく──そんな中、一つの噂うわさがフェルビスト大陸の各所に流れ始める。

　チャイカ・ガズ。〈禁断皇帝〉の娘。

　ガズ帝国が滅ほろびるまでは、その名が知られる事は無かった事から、ガズ皇帝の忘れ形見という存在そのものが捏ねつ造ぞうなのではないかと考える者も居たが、その一方で、ガズ皇帝の正当後こう継けい者しやを担ぎ上げてガズ帝国再興を目もく論ろむ者達も出てくる──少なくともその可能性は在った。そしてそれは間ま違ちがいなく、争乱の火種と成り得る。

　だからこそ東方七カ国会議直下の〈クリーマン機関〉は幾いくつかの部隊を動かしてチャイカ・ガズと呼ばれる少女の逮たい捕ほ、もしくは排はい除じよを開始する。

　だが……そんな中、平和な時代の到とう来らいと共に、居場所を失い、生きる目的をこの時代に見いだせずに鬱うつ屈くつした日々を送っていた一人の乱破師と、チャイカを名乗る一人の少女が出会った。

　紆う余よ曲きよく折せつを経へて件くだんの乱破師トール・アキュラは、妹のアカリ共々〈禁断皇帝〉の遺体を集めるチャイカに従って旅をする事になる。

　その先に何が待っているのかを──知らないままに。
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　眼下を緩ゆるやかに水面が流れていく。

「…………」

　船ふな縁べりから海面を眺ながめながら、トールは顔をしかめた。

　船そのものに乗った経験は在るが、見み渡わたす限りに四方を水に囲まれているという状態は初めての経験だった。踏ふみしめるべき大地が足の下に無いという意味では同じなのだろうが、航天要よう塞さいの時とは──空中に在る時とは、また違った不安感がある。

　それは虚こ空くうを『落ちる』恐きよう怖ふではなく、水底に『引きずり込まれる』恐怖に由来するのだろう。滑かつ落らく死は一いつ瞬しゆんだが、溺でき死しは長々と苦しむ上に、大たい抵ていは無む惨ざんな屍しかばねをさらす事になる。

　勿論、アキュラの里では乱破師の修練の一いつ環かんとして泳法の教育を──水練をトールは受けているし、その際、単に泳ぐというのならば海の方が浮き易やすいのだ、という話も聞いている。殊こと更さらに怯おびえる必要は無いと頭では分かっている。

　だがそれでも──何ど処こか居い心ごこ地ちの悪さを感じずにはおれない。

「──兄様」

　ふと声を掛かけられて振ふり向くトール。

　丁度──甲かん板ぱん上に幾つも、まるで壁かべの様に積まれた荷箱を回り込んで、妹のアカリ・アキュラが近付いてくる処だった。

「どうかしたのか。随ずい分ぶんと渋しぶい顔をしているが」

「あー……」

　トールは溜息をついて身体からだを回すと船縁に背中を預ける。

「万が一に情報が間違っていたら──いや罠わなだった場合、まずいと思ってな」

　海の上では自由に動ける範はん囲いが──逃にげ場が限られる。

「それは確かにその通りだが、その様な状じよう況きよう、別に今回に限った事でもあるまいに」

　アカリはトールの横で、同じく船縁に身を預ける様にして海を眺める。

「まあそうなんだけどな」

「大体、水場でもあの竜娘とチャイカが居ればどうとでもなるだろう？　先の航天要塞の時もそうだったが」

「フレドリカに頼たよりすぎるのもな」

　苦笑するトール。

　彼がふと視線を向けると、舳へ先さきの辺りの船縁で、のんびりと腰こし掛かける少女の姿が見える。

　小こ柄がらな上に、永く艶つややかな金きん髪ぱつと、大きく円つぶらな紅の瞳を備え、実に愛らしい姿形をしているが──それは擬ぎ態たいに過ぎない。いや。彼女にとっては全てが擬態で、『本当の姿』などというものは元から無いのかもしれないが。

　装鎧竜ドラグーンと呼ばれる、魔ま法ほう生物の化け身しんなのである。

　名はフレドリカ。姓せいは無い。名の方もトールが便べん宜ぎ的に付けたものだ。

「ふらっと居なくなる事はあるし、最後の一線で何を考えているのかよく分からん。まあ人間じゃないんだから、当然っちゃ当然な訳だが」

「呪じゆ文もんを別にすれば、喋しやべる棄獣フエイラというのも確かに珍めずらしいな」

　人間の言葉を介かいして会話が成立するからこそ、つい、互たがいに理解出来ているのではないかと期待が──というか誤解が生じる。だが人間と装鎧竜は、そもそも同じ生き物ではないのだ。夜行性の獣や、ある種の爬は虫ちゆう類るいは人間と異なる視覚で、人間には黒一色としか思えない闇やみをも見通すそうだが──ひょっとしたらフレドリカの目も、人間のそれとは全く別の世界が映っているのかもしれない。

「確か棄獣の中では、装鎧竜と大海魔クラーケンだけが、人間と意い思し疎そ通つう出来るんだっけか？」

「里ではそう習ったな」

　とアカリが頷うなずく。

　知識としてその存在を知ってはいたが、トールもアカリも装鎧竜と出会ったのはつい最近──里を出てからの話だ。そもそも装鎧竜は数が少なく、滅めつ多たに見み掛かけない為、どうしてもそれに関する知識は伝でん聞ぶんを含ふくまざるを得ない。

「大海魔は、装鎧竜よりも遥はるかに化け物じみているという話だが」

「装鎧竜だって、人間に変身できるってだけで、元々は全然違ちがう姿だがな」

　姿形が同じなら、つい親近感を覚えてしまう。

　人間とはそういう錯さつ覚かくを起こしやすい──が。

「…………」

　ふとトールは眉まゆをひそめる。

　彼の知識と経験の中に、その理り屈くつの真逆とも言える存在が一つあった。

　姿形は何処からどう見ても人間なのに、何かひどく隔かく絶ぜつした印象がある存在。同じ言葉で喋り、表面的には意思疎通が出来てはいるのだが、何か、正面で相対していても自分がひどく間違った事をしているかの様な、違和感を覚えてしまう存在。

「……ギイ、か」

　トール達に情報提供をしてくる謎なぞの少年だ。

　素す性じようも謎なら思おも惑わくも謎。概おおむね提供してくる情報は正しいのだが、だからといって味方と考える事には何か抵てい抗こうがある。言葉にしにくいが──トールに言わせれば『何だか得体が知れなくて気持ち悪い』というのが、一番的まとを射た表現だろう。使命とあれば如い何かなる者も一切合切の区別無く平然と殺す戦場の狗いぬ──そう呼ばれる乱破師としては、甚はなはだ情けない限りなのだが。

「何処まで信用して良いものやらな」

「今までは情報は正確であったのだろう？」

「ああ。だから、余計にな」

　当たり前だが、誰だれかを騙だまそうとするならば、まずその前に信しん頼らいを得ねばならない。

　本格的な詭き計けいの前に、相手に正しい情報を伝えて『自分は敵では無い』と思い込ませるのは謀ぼう略りやくの基本だ。最初は疑念を抱いだいていたとしても、二度三度と正しい情報が与あたえられれば、相手も次第に、その真しん偽ぎを検証するという手間を省く様になる。

「だからこそ──今回は、敢あえて寄り道する事にした訳だが」

　トールは肩かた越ごしに振り返って、再び流れゆく海面に視線を向ける。

　今回の目的は──その下に在るという話だった。
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　それは、ガヴァーニ領を脱だつ出しゆつした直後の事である。

　トール達は、チャイカの御ぎよする機車〈スヴェトラーナ〉号で街道を進んでいた。

　とりあえず航天要よう塞さい墜つい落らくのゴタゴタで全員が疲ひ労ろう困こん憊ぱい、といった状態であったが、そのゴタゴタの際に『遺体』を──一度は奪われたものも含め──回収する事が出来た。

　チャイカが手にした『遺体』はこれで四。

　八英えい雄ゆうが、それぞれにガズ皇帝の遺体を分割して持ち帰ったというのならば、残りは同じく四。つまり『遺体』回収の旅は、折り返し地点に辿たどり着いたとも言える。

　だが『遺体』は、そもそも八英雄によって均等に分割されたのかも分からず、それが持ち帰られた後もそのままの状態なのか──それとも更さらに分割されたのかも不明のままだ。当然、それらが方々に売り払はらわれたり譲じよう渡とされたりしている可能性も在る。

「さて──どうしたもんだか」

　機車の御ぎよ者しや台だいの上──チャイカの隣となりに座って空を眺めながら、トールは言った。

「…………」

　チャイカは無言。

　彼女は何処か沈しずんだ表情で前方を見つめている。

　トールは溜ため息いきを一つついてから、やや声を大きくして言った。

「さて、どうしたもんかな、我が雇やとい主ぬし？」

「……むい？」

　チャイカが、若じやつ干かん慌あわてた様子でトールの方を振り向く。

「相談？　議題──何？」

「いや。次の『遺体』さ」

　苦笑を浮うかべて見せながらトールは言った。

「捜さがす。勿もち論ろん」

「そりゃそうだが。さっきの街で得た情報、あれが信用出来るかどうかが先まず問題だろ」

　トール達は先程、食料その他を補給する為ために、街道沿いの小さな町に立ち寄っていた。

　そしてそこで──『遺体』の話を耳にしたのだ。

　曰いわく『〈禁断皇帝〉の遺体の一部が海路で運ばれる途と中ちゆう、船が沈ちん没ぼつして近くの海域に沈んでいる』……と。

　トールとアカリが町の中数カ所で確認をとったが、噂うわさの中身はいずれも同じだった。

　どの噂も、船の沈没した位置ははっきりしないものの、おおよそこの辺り、という程度には共通している。人から人に伝わっていく過程で、根も葉もない噂の場合は、そうした細部がいい加減になるものなのだが。

　勿論、この噂が本当であるという保証は、何処にも無い。

　そもそも海路で運ぶというが、何処の誰の処から、更に何処の誰の処に運ぶ予定だったのかが、はっきりしない。どうも、近くに在る交易港の作業夫が見たという話だが、その作業夫が誰で、その船の名は、所有者は、といった細かい情報になると途と端たんに曖あい昧まいになる。

「むう。念ねんの為に確認？」

「根も葉もない噂に関わってる暇ひまなんか無いが──しかし絶対に違うとも言い切れない」

　トールは顔をしかめて言った。

「じっくり捜せば──とは最初、思っていたんだがな」

　そもそもトールがチャイカに雇われるのを決めた時には、『遺体』についての情報は殆ほとんど無かった。正直言って、チャイカがその全てを回収出来るかどうかについても、トールは確信が無かったのだ。

　何年も、いや何十年も掛かるかもしれない。

　その覚かく悟ごが在ったし、逆に、制限期間など無いものと思っていたのだが。

「だが──こうもお前の『姉妹』が何人も出てくるとな」

「姉妹違う……！」

　ぶんぶんと首を左右に振ってチャイカは言った。

「分かってるよ。ものの喩たとえだ」

　確かに『姉妹』ではないだろう。

　何しろ彼女等は上も下も無く、全員が『我こそはチャイカ』と主張しているのだから。

　以前に出会った『紅』のチャイカ。そしてガヴァーニ領に居た『蒼』のチャイカ。彼女等はそれぞれ本物──少なくともそう主張していた。そして『蒼』のチャイカによれば、更に何人もの『本物』のチャイカが居るという。

　彼女等もまた『遺体』を集めている。

　つまり、これは競争なのだ。

　最終的に『遺体』を集めてどうするのか、どうも、それぞれのチャイカによって考え方は微び妙みように異なる様だが……いずれにせよ、仲良く分け合うという訳にはいかないらしい。ならば今後は『遺体』の争そう奪だつ戦せんになる可能性が高い訳だが、その場合でも、先に多くの『遺体』を手にしている方が何かと有利なのは間ま違ちがいない。

「別に期限がある訳じゃないんだろうがな。明日には山間部を抜ぬけて近くの港町に着く。噂を確かめるなら、そこで船を調達すべきだろう」

「船……購こう入にゆう？」

「んな訳あるか。さすがに船の類たぐいは専門の技術が──っていうか前見ろ前！」

　そう言いながらトールもまた視線を前に戻もどす。

　そして──

「──!?」

　息を吞のんだ。

　それなりの速度で街道を走っていた〈スヴェトラーナ〉号の前に、忽こつ然ぜんと人の姿が現れていたからだ。道は曲がる事も無く真っ直ぐに延のびている。そしてつい先程までは、トール達以外、完全に無人──全く付近に人ひと影かげは無かった筈はずなのに。

「馬ば鹿か、停とめろ！」

「むいっ!?」

　トールの叫さけびに、慌てて機車の制せい御ぎよ桿かんを操作するチャイカ。

　ぎぎぎと耳みみ障ざわりな金属の悲鳴を上げながら〈スヴェトラーナ〉号は急減速──それでも止まりきれずに横よこ滑すべりを起こす。街道の路面に大きく乱れた轍わだちを刻みながら、しかし〈スヴェトラーナ〉号は横転する事無く、停車出来た。

「くっ…………!?」

　機車からトールは飛び降りる。

　轢ひいた。

　立ちすくんででもいたのか、人影は全く逃にげる事無く、棒立ちだった。そしてその上に未だ勢いを半分も殺せないままに〈スヴェトラーナ〉号はのしかかったのだ。勿論、鋼鉄製の車体に加えて、トール達やその荷物の重量が加わっているのだから、まともに轢かれれば、ただでは済まない。

「おい！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　自分でも間が抜けている問いだと思いつつも、そう言いながら、トールは車体の下を覗のぞき込む。良くて骨折──悪ければ人の形も残っていまい。

　トールは乱破師だ。人の死は日常とまではいかずとも、商売の内である。だが、だからこそ、無関係の他人を、その意図も覚悟も無く殺す事には、抵抗がある。その区別がついていなければ、乱破師は殺し屋どころか、ただの人でなしだ。

「おい……！」

「──次の遺体についてだが」

　唐とう突とつに。何の脈みや絡くらくも無く。

　まるで場ば違ちがいな程に落ち着いた声が、トールの背に触ふれた。

「……ッ!?」

　愕がく然ぜんと振ふり返りながら、トールは腰こしに提さげた二本の小機剣コンブレイドに手を掛かけていた。

　彼のすぐ背後──相手にその気があれば、トールを殺せるであろう場所に、その人物は平然と立っていた。

　亜あ麻ま色の髪かみと琥こ珀はく色の瞳ひとみ。恐おそろしい程に整った──人形めいた顔。

　年ねん齢れいはよく分からない。見た目は少年の様だが、その仕草におよそ年齢を感じさせるものが無いのだ。幼よう稚ちさも無ければ老ろう獪かいさも無い。むしろ本当に人間の物もの腰ごしなのか、と疑いたくなる様な──よく出来た人形が操あやつり糸に手た繰ぐられて動いているだけの様な、『中身の無さ』の様なものが、その人物には感じられた。

「──ギイ」

　その人物にトールは見覚えがあった。

　トール達の──というよりチャイカの行動に興味を持っているらしく、しばしば彼等の前に現れては、情報を与えて去って行く存在。本名不明、所属不明、経歴不明、分かっているのはその顔立ちと『ギイ』という呼こ称しようだけという怪あやしさである。

　だが……

「親切な人！」

　とチャイカが御者台の上で驚おどろきの声を上げる。

　チャイカは、情報をくれるギイの事を、一方的に『親切な人』として受け入れている様だが。トールにしてみれば、この得体の知れない相手を必要以上に信用するのは、危険に思えて仕方が無いのだった。

「何事か!?」

「どうしたの？」

　と──機車の中から出てきたのは、アカリと、フレドリカだ。

「ハルトゲン公国の方に、遺体を持っている者が居る」

　ギイは〈スヴェトラーナ〉号に轢かれそうになった事など認識していないかの様に──いや、明らかに轢かれていた筈なのだが──そもそもそんな事実は無かったとでも言うかの様に、平然と喋しやべっている。トール達の驚きも意に介かいしていない。まるで既すでに先程から会話していて、その途中であるかの様な喋り方だった。

　勿論、出会ったからといって、挨あい拶さつを交わす様な間あいだ柄がらでもないが──

「ハルトゲン公国の公王バルタザール・ハルトゲン。彼は八英えい雄ゆうの一人だ」

「相変わらず、何の脈絡も無く出てくるな」

　トールは小機剣から手を離はなして、ギイに向き直りながら言った。

「驚かせてしまったかね」

「かなりな」

　アカリとフレドリカに『動くな』と手で合図しながら、トールはそう応じる。

「とりあえず今回の情報はそれだけだ。健けん闘とうを期待する」

　とギイは静かな微笑を浮かべながら、そう言った。

「──一つ聞くが」

　トールはギイを睨にらみ据すえたまま言った。

　こうして瞬またたきもせずに見ていても、見失わずに居る自信が無い。何というか、自分の常識が、この少年にはまるで通用しない気がするのだ。

「ギイ。お前はチャイカが複数居るという事を、知っているのか？」

「………ふむ？」

　ギイは首を傾かしげる。

　その仕草がまたトールにはひどくわざとらしく見える。人間の仕草を真ま似ねる人形の様で、そこに怪け訝げんに思う気持ちがこもっていないかの様なのだ。














　もしギイが、複数のチャイカに同じ様に情報を提供しているとしたら。

　チャイカ『達』が存在する背景事情を知っている可能性が高い──

「逆に問うが」

　ギイは微み塵じんも微笑を揺らがさずに言った。

「そもそも君はどうなのかね？」

「なんだと？」

「トール・アキュラは本当にこの世に一人かね？」

「…………」

「私は以前、君と会った私だと本当に思うかね？」

「……つまりまともに答える積もりは無い訳か？」

　トールは眉まゆをひそめて言った。

「どう思うかは君の自由だ。トール・アキュラ」

　ギイはそう言い、そして──ふらりと軽い仕草で一歩踏ふみ出す。

　トールから見て〈スヴェトラーナ〉号の陰かげに入るかの様に。

「おい、待──」

　追って踏み出すトール。

　だが……

「…………」

　既にギイの姿はそこに、無い。

「──チャイカ」

「むいっ!?」

「お前は見ていたか？　ギイの奴やつは何ど処こに行った？」

「…………」

　チャイカは慌あわてた様子で首を振る。

　しばらく彼女は言葉を探していた様だったが……

「……突とつ然ぜん。消しよう滅めつ」

　と言った。

「アカリ。フレドリカ」

「私にもそう見えたな」

　と答えるのはフレドリカである。

　つまり、ギイは、人間の視覚のみならず、装鎧竜の視覚をも同時に欺あざむいた事になる。

　それとも欺いてなどいなくて──本当に一いつ瞬しゆんで姿を消したりする事が出来るのか。魔ま法ほうを使っていると考える事も出来るが、それならチャイカやフレドリカが気付く筈だ。

「本当に──厄やつ介かいな相手だな」

　トールは呟つぶやく。

　今は敵では無いのだろう。だが──もしアレが敵になったとしたら？

　正直言って、どうやって倒たおせば良いのか、見当もつかない。

「……ところで、どうするよ」

　トールは溜ため息いきをついて──チャイカにそう問うた。

「ギイの奴はそのハルトゲン公国ってのに行けと言ってるが。沈しずんだって噂の『遺体』はどうする？」

　基本的に『遺体』は腐ふ敗はいを防ぐ意味もあり、容器に密閉封ふう入にゆうされている事が多い。もし実際に海路で運ばれる際に船が沈んだとしても、『遺体』そのものは無事に残っている可能性が高い。もしその噂が本当ならば──だが。

「兄様──」

　アカリが片手を挙げて言ってきた。

「もしあのギイという奴が、兄様の疑う様に他の『チャイカ』にも情報を提供していたとして──先に例の『紅』なり何なりがハルトゲン公国の『遺体』を手に入れるとする」

「ふむ？」

「『チャイカ』達の『遺体』を集める動機というか、背景事情は少し異なっている様だが、彼女等は一つ手に入れたからそれでいい、と満足するだろうか？」

「……ああ、そういう事か」

　とトールは頷うなずくが、チャイカはよく分かっていない様で、首を傾げた。

「むい？　満足？」

「つまり、既に俺達は──お前は四つの『遺体』を持ってる訳だろう？　まあ『遺体』が本当に八分割されただけかどうかは分からないが、無視出来ない量だ。ならばそれを餌えさに他をおびき寄せる事だって出来る。それこそ、噂を流してな」

　とトールは肩かたを竦すくめた。

「なら、ハルトゲン公国の『遺体』は別のチャイカに回収させておけばいい。俺達が後からそれをかっさらうなり何なり出来れば、それはそれでいいんだ。だけどこっちの噂の方は他のチャイカ達の耳に届いていない可能性が在る。現に問題の港や海域は近くだが、ギイはその事には全く触れていない」

「……うい」

「ならば噂の方を優先してしまっても良いだろう。それにギイに毎度毎度、踊おどらされてるってのも少々癪しやくだ──いや危険かもしれん」

　あのギイという少年が、何を考えているのか分からない。

　未だにその目的は不明なのだ。今までは助力となる情報をくれてはいたが、それに頼たより切ると、いつ足元をすくわれるか、分かったものではない。

「よし。決めた」

　情報が揃そろえば即そく断だん即そつ決けつ──戦場での単独行動も珍めずらしくない乱破師は、常に物事の優先順位を確認する癖くせがついている。逆に言えばそれが論理的に決まれば、トールもまた悩なやむ事無く行動出来る。

「噂を──海に沈んだって『遺体』の方を優先しよう。いいか？」

「うい。勿もち論ろん」

　チャイカは大きく頷いた。
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　気がつけば、首を絞しめられていた。

「死になさい」

　相手は、絞こう首しゆの力の強さとは裏腹に、静かな口調でそう告げてくる。

　真正面から向き合っている筈はずなのに、相手の顔は影に覆おおわれていて見えない。ただその声は何処かで聴きいた事があるような──微かすかに覚えの在るものだった。

　一体これは誰だれだ？

　息苦しさを覚えながら、自分の首を絞めてくる、その手を摑つかむ。

　そう太い手ではない。自分の腕わん力りよくでも外せるのではないか──そう思う。

　しかし……

「貴女あなたの役目は終わったから。死んで良いの。その方が楽よ」

　相手はまるで、諭さとすかの様に落ち着いた口調で言った。

「今までご苦労様。これからは私の番。ただそれだけ」

　淡たん々たんとした口調が、むしろ不ふ愉ゆ快かいさを増す。

　他人の首を絞めながらまるで、何ほどの事も無い単純作業をしているかの様な物言いである。こちらの事を気き遣づかう様な言葉面づらではあるが、その一方で、声こわ音ねは、口調は、まるで家か畜ちくを絞めるかの様──そこには何の感かん慨がいも無い。

「……ふ……ざ……ける……なっ……！」

　相手の手を外そうと力を込める。

　しかし──びくともしない。そんな筋肉のついた腕には見えないのに、どれだけ押しても引いても首から指が離れない。

「無む駄だよ。むしろ貴女はもう帰る場所なんて無いのだから。自分で無くしてしまうのだから。現実を知れば、むしろ貴女は自分で居なくなってしまおうとするでしょうね」

「……!?」

　それは一体どういう意味か。

「人間は一人では生きられない。だから家族や恋こい人びとや親友や仲間や、そうした者達が根こそぎ失われた時、絶望する。ただ会えないだけではなく、それらを自らの手で完かん璧ぺきに、これ以上無い位に排はい除じよした時、人間は、生きる事を諦あきらめる」

　まるで自明の理を語るかの様な口調であり声音だ。

　疑問を差さし挟はさむ余地を全く認めないかの様に──静かだがひどく一方的である。

「だからほら──」

　不意に相手の背後に凝こごっていた闇やみが薄うすれる。

「なっ……!?」

　そこには……見知った仲間達の遺体が在った。

　ズィータ。ニコライ。マテウス。レオナルド。

　そして──

「アルベリック──様ッ」

　喘あえぐ様にその名を呼ぶ。

　嗚あ呼あ。確かに相手の言う通りだ。

　今の自分にとって彼等は全てだ。自分を暗殺者として育てた養父や、顔も覚えていない生みの親などどうでもいい。だが彼等は──彼等こそは、自分が生まれて初めて手にする事が出来た仲間、いや、『家族』だ。

　だが……

「噓うそっ……」

　遺体は、全て喉のどに、眼に、口に、額に──致命の部分に深々と針が突つき刺ささっていた。

　見慣れた武器は自分のものだ。

　自分が殺した。自分が壊こわした。自分が帰るべき場所を全て──

「だからほら」

　相手の影に覆われた黒い顔が淡々と告げる。

　笑う事も無く。嘲あざける事も無く。

　ただ──本当にそれが当初から、決められていた所定の作業であるかの様に。

「死んでしまいましょう。消えてしまいましょう。後は私がやってあげ──」

　その言葉が不意に乱れる。

「……!?」

　相手の手が──首を絞めてきていたその二本の腕が、離はなれていく。

　腕にはそれぞれ、死んだ筈の者達が二人ずつしがみついていた。

「……ズィータ!?　副隊長！　マテウス！　レオ……！」

　彼等は強引に相手の腕を引きはがし、更さらには地面に引き倒す。

　急速に回復した呼吸に喘ぎながらも、身を起こし、今や、光の下にさらけ出された顔を見下ろそうとして──

「……え」

　そこに在ったのは、紛まごう事無き──自分の、顔。

　鏡で見慣れた目鼻立ちが、そのままに、しかし──

「なん……で……？」

　紫むらさきの瞳ひとみと銀の髪。

　ただそれだけが、自分と──ヴィヴィ・ホロパイネンのそれとは異なっていた。
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「──ッ!?」

　覚かく醒せいは一いつ瞬しゆん。

　悪夢の衝しよう撃げきに弾はじかれたかの様に、ヴィヴィは跳はね起きていた。

「はっ……はぁっ……はぁっ……」

　一体、今の夢は何だったのか。

　目覚めてさえ、ひどく生々しい後味の悪さが残っている。

　ヴィヴィは胸むな元もとを押さえて動どう悸きを抑おさえ──そして。

「…………？」

　ようやく自分が何ど処こにいて、どうなっているのか、気付いた。

　見慣れた〈エイプリル〉号の中──自分は寝しん台だいの上に寝ねかしつけられていた様だ。〈エイプリル〉号の中には、小さいが人数分の寝台と、個室に近い状じよう況きようを作れるようにと仕切りが設もうけてあり、そこでジレット隊の隊員達は休める様になっている。

　だが──

「……ど、どうした、の？」

　今、仕切りは全て壁かべ際ぎわに寄せられ、ヴィヴィの周りを見慣れた仲間達が取り巻いている。

　彼等は──それぞれ身構えていた。

　武器こそ帯びていないが、明らかに戦せん闘とう態勢だ。まるで敵に対するかの様に。そして彼等の視線は全てヴィヴィに向いている。

「皆みんな、どうした──の？」

　訳が分からない。

　何な故ぜ、自分がまるで──敵で在るかの様に皆は身構えている？

「……！」

　そこでようやくヴィヴィは気付いた。

　自分の両手首に手て枷かせが塡はめられている事を。

「何よこれっ!?」

「ヴィヴィ──」

　喘ぐ様に声を掛かけてきたのは、ズィータだった。

「あなた、十日も眠……いえ、それよりも、大だい丈じよう夫ぶ、なの？」

「大丈夫って、なに？」

　尖とがった声で尋たずねるヴィヴィ。

　一体これは何の仕打ちなのか。身構えるのはともかく、手枷を塡めるなど、断じて冗じよう談だんでは済まない。

「だから、その──」

　ズィータは一瞬、困こん惑わくした様に言葉を詰つまらせて──

「正気、なのね？」

「正気？　何を言って──」

　ヴィヴィは顔をしかめて仲間達を見回す。

　だがズィータは勿もち論ろん、ニコライも、レオナルドも、そして冗談とはおよそ縁えん遠どおいマテウスですらも、笑いもせず、首を振りもせず、ただ真しん剣けんな表情でこちらを見つめている。

「何の話!?　何？」

　脳のう裏りを過よぎる想像。

　身構える仲間達。手枷。大丈夫。正気。

　つまり──

「私が何かしたっていうの!?」

「…………マテウス」

「恐おそらくは大丈夫、かと」

　ニコライの問いに対してマテウスが頷うなずく。

　通信系の魔ま法ほうに通じているという以上に、彼は観察眼に優すぐれる。最小限の魔法で大量の鳥獣を、それも精密に操あやつるには、一律に術式を起動するだけでは足りない。各個に合わせた調整が必要になってくる。対象の個性を見分ける眼が必要なのだ。

「言動、眼の動き、仕草、全ていつものヴィヴィ・ホロパイネンです」

「…………」

　マテウスの断言と共に──ジレット隊の面々の間に長々と溜ため息いきが漏もれる。

　だが、その意味がヴィヴィだけは分からない。

「だから何なのよ!?」

　苛いら立だたしげにそう問うヴィヴィに、ズィータが手枷を外し、更に手鏡を渡してきた。

「見て──自分の、顔」

　言われて手鏡の中を覗のぞき込む。

　そこには──

「…………!?」

　思わずヴィヴィは手鏡を投げ出しながら懐ふところの武器を探っていた。

　だが、いつも持ち歩いている筈はずの針入れが無い。

「悪いが武装解除させてもらっている」

　と言うのはニコライだ。

　彼がひょいと背後に示したのは、針袋を含ふくめ、ヴィヴィが全身に仕込んで持ち歩いている暗あん器き──暗殺用の隠かくし武器の全てだった。それらは全て、壁に作り付けられた棚たなの上に積み上げられている。

「というか普段、そのちっこい身体からだにどれだけ持ち歩いてるんだ、お前は？」

　ニコライの口調には呆あきれと──そして安あん堵どの響ひびきが在った。

　だが、ヴィヴィはそれどころではない。

「こっ──これっ……」

　反射的に鏡の中を攻こう撃げきしようとして──しかしヴィヴィは、それが自分の首を夢の中で絞しめてきた敵ではなく、今現在の、自分の姿なのだと気付いた。

「だ、誰、いや、違う、私？　ど、どうして!?」

「こっちが聞きたいよ」

　とレオナルドが肩かたを竦すくめて言った。

「いきなり髪の色と眼の色が変わったかと思ったら、僕達に襲おそい掛かってきた」

「襲い掛か──わ、私の事!?」

「他に誰が？」

　と苦笑するレオナルド。

「でもその様子だと、とりあえずは、正気に戻もどってるみたい、だね」

「…………」

「良かった……」

　絶句するヴィヴィに、ズィータが眼め鏡がねの奥の眼を潤うるませてそう言ってきた。

「これは一体……何なのよ……」

　本当に何が何だか分からない。

　銀の髪に紫の瞳。これではまるで、あの──

「本当に何なのよ……！」

　自分の髪を手に取りながら、ヴィヴィは喘あえぐ様に言った。
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　トール達が乗った船は──縦たて帆ほと横帆を複数備えた大型帆はん船せんであった。

　帆柱マストは全部で四本。巨きよ木ぼくの如ごとき根元に立って見上げれば、巨大な、日焼けした亜あ麻ま色の帆が風を孕はらんで大きく膨ふくらんでいる。

　この船は廻運船──定期的に海路を使って、物資と乗客を運ぶ船の一種だ。

　ただし基本は商売人達が物資、それも馬車では重量や体積の問題で無理のある荷物を運ぶのに使う代しろ物ものである。乗客を乗せるのは、むしろついでの意味合いが強い。

　勿論──客室や指定席などという上等なものも無い。乗客達は航海中、船員達の邪じや魔まにならない様な場所で座ったり、寝ね転ころんだりしている。船は甲かん板ぱん上にも幾いくつもの木箱を積み上げている為ため、見通しは悪く……その隙すき間まに、ちらほらと乗客の姿を見る事が出来る様な状態だった。

「──あ。いたいた」

　積み上げられた木箱の陰かげから、小こ柄がらな少女がひょっこりと顔を出す。

　フレドリカである。

　この装鎧竜の化け身しんは船が、あるいは海が珍めずらしいのか、あちらこちらを落ち着き無く見て回っている様だった。先程は勝手に帆柱マストに登って、何も知らない船員に怒ど鳴なられているのも見たが……あまり懲こりた様子は無い。ちなみにチャイカは早々に船ふな酔よいして、今は船せん尾びの方でアカリが彼女の面めん倒どうを見ている。

「トールは大丈夫？」

「別にアカリも酔ってねえだろ。まあ船には慣れてないが、身体調整は乱破師サバターの基本技能だしな。〈鉄血転化〉なんてその最たるもんだ」

　苦笑してトールは言った。

「自由自在に感覚を操れるって事？　便利なもんだね」

「お前が言うか？」

　トール達が自己暗示や精神統一で操れるのは、あくまで『感じ方』であり、その延長としての身体運用である訳だが──フレドリカの、というか装鎧竜の魔法は、身体そのものを文字通りに好き勝手に変形し得るという、とんでもないものだ。どちらが便利かと問われれば明らかに後者だろう。

「ところでトール？」

　ふとフレドリカが首を傾かしげて尋ねてくる。

「その問題の船が沈しずんだって場所だけど、はっきり分かってるの？」

「いや。大体だ。だから何らかの方法で捜さないといけない」

　トールは舳へ先さきの辺りで働いている船員達の方を見て言った。

「だから適当な処で、船員の目を誤ご魔ま化かして降りないといけないんだが……」

「降りる？」

　フレドリカは周囲を見回して言った。

　見み渡わたす限かぎりに何も無い様に見える──海の真ん中。船から降りるのは良いとしても、降りた先に両足で立てる地面は無い。

「そもそも水の中どうやって捜さがすの？　トール達、そんな長ちよう距きよ離り、泳げないし、息も続かないでしょ？　深いと底まで辿たどり着くだけでも大変だし」

「まあ、チャイカの嫌けん水すい魔法があるからな。一定時間は何とか。後は──」

　トールは水平線を眼を細めて見み遣やる。

「この辺りには──少し北に行った辺りに、ぽつぽつ島が在るらしい。海流の関係からか、切り立った崖がけに囲まれた島ばかりで、上陸するのも難しいから、無人島ばかりだそうが。あの辺りに一いつ旦たん上陸して、帰りに乗れる船が通り掛かるのを待つのが現実的か」

　上陸そのものはチャイカの浮ふ遊ゆう魔法を使うなり、トール達が絶壁登攀ロツククライミングの技術を使うなりすれば、何とかなるだろう。

「…………トール？」

　ふとフレドリカは──にんまりと笑みを見せた。

「『運んでくれ』とは言わないんだ？」

「…………」

　トールは顔をしかめて黙だまり込む。

　実の所──それを当てにしている部分が、無い訳ではない。

　フレドリカが竜りゆうとして飛んでくれるなら、わざわざ船を使う必要すら無かったのである。だが先にもトールが言っていた通り、フレドリカは最後の一線で、何を考えているのか分からない部分が在る。その意味で、この竜娘はギイと同じなのだ。ギイ程に正体不明、という訳ではないので、トールも殊こと更さらに警けい戒かいはしなくなってきたが──それでも、彼女が居ないと成り立たない計画や作戦は、立てないようにトールは心こころ掛がけていた。

「この際だから一つ聞くが」

　トールは改めてフレドリカに向き直りながら言った。

「お前は俺達の敵か、味方か」

「トールの敵──の積もりではあったんだけどねー」

　フレドリカは腕を組んで首を傾げる。

「チャイカやアカリは嫌きらいじゃないし。トールを殺したら彼女等は嫌いやがるだろうし……そういう意味ではトールも嫌いじゃないし」

「……俺は喜ぶべきなんだろうな、そこは」

　と苦笑するトール。

「私にとって『味方』っていうのは、結局、契けい約やく者しやだけだよ」

　とフレドリカは言った。

「私達は──人間で言う処の自我が薄うすいからね」

「自我が、薄い？」

「他に適当な言い方が思いつかないからだけど。元々、人間に比べると喜き怒ど哀あい楽らくとかの感情薄いんだよ、装鎧竜は。大たい抵ていの棄獣フエイラがそうだとは思うけどね。だから私の表情とかも、ドミニカの記き憶おくから引っ張ってきているものだし、私の言動も、感情っぽい部分は、彼女のそれを模している部分が大きいし」

「……お前のその脳天気さは、実は、ドミニカ本来のものだってのか？」

　言いながら、トールは胸の奥で暗あん澹たんたる気持ちを覚える。

　元々ドミニカがこのフレドリカと似た明るい性格だったとしたら──戦場に出て妹を守れず、その死も看み取とれなかった事が、ドミニカの性格を決定的に変えてしまったという事なのだろう。少なくとも今のフレドリカと、トール達が知るドミニカには、共通点を探す方が難しい。

　大事な誰かを失うという事は、それまでの自分を失う事でもあるのかもしれない。

　ひょっとしたら、トールに自覚が無いだけで、ハスミンを失った後の彼もまた、アカリから見れば別人になっていたのかもしれない。

「私はあくまでトールともう一度戦いたいって思ったから、ついてきた訳だけど」

　フレドリカはトールの顔を覗のぞき込む様にして言った。

「それだって『人間なら多分そう思うだろうなあ』ってだけだしね。改めて考えると、トールと戦って殺したいとは思うけど、死んで欲しいとは思わないんだよね」

　物ぶつ騒そうな事を朗ほがらかな口調で言うフレドリカ。

「つまり……何か。俺を殺すだの戦うだの言っていたのは、人間の真ま似ねをしているだけで、自分で心底からそう思ってる訳ではない……と？」

「かもね」

　とフレドリカは笑う。

　案外──彼女自身も、自分の気持ちがよく分かっていないのかもしれない。

「まあ、その辺の区切りは私もつけておきたくなったからこそ、トールに、契約しないかって誘さそってみた訳だけど」

「……有り難い申し出ではあるんだがな」

　トールは肩を竦める。

「ガヴァーニ領でも言ったが。お前との契約は魅み力りよく的だが、今の俺はそれに溺おぼれちまう気がするんだよな。俺は未だ──半人前も良いところだ」

「ふぅん」

　首を傾げてフレドリカはトールの顔を覗き込む。

「分かった。じゃあ、いつかは、って事で、待ってていいのかな」

「あ──まあ、そう、かな」

　トールは曖あい昧まいに苦笑する。

　まるで求きゆう婚こんされているかの様で、微び妙みように恥はずかしいような、奇き妙みような感覚である。

　トールは、彼女の視線から逃にげる様に、船ふな縁べりから身を離はなして──

「……っと」

　丁度、木箱の陰から出てきた別の客とぶつかりそうになり、これを避よける。

　相手は相手で、咄とつ嗟さにトールを避けた様で──トールとその相手の二人は、互たがいにすれ違ちがう様な状態から、肩かた越ごしに振ふり返った。

　視線が──合う。

「──!!」

　トールと──相手と。

　武器に手を掛かけるのはどちらが早かったか。

「──ッ！」

　トールは右手を腰の小機剣の片方に掛けながら、左の掌てのひらを突つき出していた。

　相手が抜ぬこうとした武器──剣の柄つか頭がしらを掌で押さえ込む。互いの腕が届く様な、ほぼ密着する様な距離だからこその芸当である。

「クッ……」

　柄頭を押さえられて、剣を鞘さやから抜けなくなった相手は、右足を軸じくに回転しながら左足で蹴けりを放ってくる。だがこれにトールは、更さらに踏ふみ込む事で対応した。蹴りの威い力りよくが最も強いのは爪つま先さきだ。踏み込んで間合いをつめれば、その威力は大おお幅はばに減殺される。

「──!?」

　更にトールはもう一歩踏み込む。

　相手は姿勢を崩くずし、更には蹴りのせいで安定を欠いていたため、その場に倒たおれ──いや、尻しり餅もちをつくこととなった。

「痛っ……」

　倒れた剣士など、恐るるに足りない。

　トールは立ち上がる隙すきを許さず、のしかかる様な体勢で、敢あえて手しゆ裏り剣けんを相手の鼻先に突きつけた。密着状態ならば、こういう小回りの利きく小さな刃は物ものの方が扱あつかい易やすい。

「…………」

　相手の剣士は、表情を強こわ張ばらせてトールを睨にらむ。

　対して──

「……まあそのうち、また会うだろうとは思っていたけどな」

　トールはうんざりした表情で言った。

「まさか此こ処こで、とはな」

「こちらの、台詞せりふ」

　紫むらさきの瞳ひとみでトールを睨み据すえながら、その少女は言った。

　チャイカ・ボフダーン。

　それは赤い衣ころもを着た──もう一人のチャイカであった。
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「…………」

　改めて手鏡の中の自分の顔を凝ぎよう視しする。

　銀の髪と紫の瞳。

　特とく徴ちよう的な色しき彩さい配置なだけに──目鼻立ちの特徴よりも、先ずそれが見る者の意識に残る。

　くどい位に『銀の髪と紫の瞳』と『〈禁断皇帝〉の娘むすめ』の特徴を聞かされていたから、もうそれは、『チャイカ』にしか見えなかった。

「本当に……どうしてこんな」

　ヴィヴィは、ぼんやりと呟つぶやいた。

　怒いかりとか悲しみとか……そういう感情は、一定限度を超こえると、虚きよ脱だつ感に繫つながる。

　アルベリックの死を報しらされた直後、錯さく乱らんし、記憶には無いが自分は仲間達に襲おそい掛かったのだという。その上、自分の髪と眼の色が『チャイカ』のそれとしか思えないものに変わった。

　自分が依よって立つものが、根こそぎ、えぐり取られたかの様な印象だ。

　訳が分からなくて、本当に、どうして良いか分からなくて……ただヴィヴィは、目の前の現実を無む為いに見つめるしかない。悲ひ嘆たんする気力すら残っていないのだ。

　今──ジレット隊は、街道脇わきに〈エイプリル〉号を停めている。

　ニコライやマテウスは車内で今後の行動指針を本部に仰あおぐべく、定期通信の時刻を待っている。ズィータとレオナルドは、ヴィヴィと共に〈エイプリル〉号の外に出て、休きゆう憩けい中だった。〈エイプリル〉号は貴族の持ち物らしく、機車としてはかなり豪ごう華かで快適な内装を誇ほこるが、それでもずっと車内に詰つめていると気が滅め入いってくるからである。

　ともあれ──

「もう何が何だか、分からないわよ……」

　項うな垂だれてヴィヴィは呟く。

　すぐ傍そばにはズィータ達の姿も在るが、二人は、殊更に声を掛けてはこない。何の責任も確信も無い迂う闊かつな言葉はむしろ、ヴィヴィを混乱させるだけだと理解しているからだろう。

　だが……

「見た目通りの意味だ。それ以上でもそれ以下でもない」

　予想だにしなかった返事が、ふと背後から届いた。

「……!?」

　ヴィヴィが愕がく然ぜんと振り返る。

　まるで、それは降って湧わいたかの様だった。それまで声の主ぬしの気配というものを全く感じなかったのだ。いや。今も気配が殆ほとんど感じられない。風の音とか、雨の音とか、そんな自然現象の様な声だった。

「何者!?」

　レオナルドが腰の短たん剣けんに手をやっている処を見ると、亜人兵たる彼もまた、同じ様に感じたのだろう。明らかに声の主は普通ではない。姿を視認する前にそれだけは分かった。

「ギイ。とりあえずそう名乗っている」

　声の主はそう名乗った。

　亜麻色の髪に琥こ珀はく色の眼をした、綺き麗れいな顔立ちの少年だ。

　だが綺麗過ぎて何ど処こか白々しいというか、まるで作り物めいて見える。

　人間は、生きていれば喜怒哀楽や様々な経験を積み重ねて、心の内にある種の偏かたよりや歪ゆがみを生じる──それがつまり個性を形成していくものだ。

　だが、この少年にはそれが無い。ヴィヴィには全くそれが感じられない。暗殺者として育てられたヴィヴィには、そうした他人の個性──そこから派生する癖くせの様なものを読んで、無意識の内にも最善手を模も索さくして対応する様な反応が叩たたき込まれているが……それが全く出来ないのである。そこに確かに存在しているのに、無個性の極きわみというか、何をどう対応すれば、この人物からどんな反応が引き出せるのか、まるで取っかかりが無いのだ。

「素す性じようについては語れない。語れないようになっている」

　まるで他ひ人と事ごとの様にギイは言った。

「面白い結果になった。だがこれも、ひょっとしたら企き図とされていた事か」

　ヴィヴィの方を改めて見て、何やら呟く様に言うギイ。殊こと更さらに武器を構えるでもなく、ただそこに佇たたずんでいるだけで、敵という訳ではなさそうだが──

「何を言ってるの？」

「君の『覚かく醒せい』は、中ちゆう途と半はん端ぱな状態で終わったという事だ」

　ヴィヴィの問いに、ギイはそう答えた。

「本来は、それまでのしがらみ──それまでの人格を綺麗さっぱり消して、近くに居る誰だれか、まあ基本的には家族や友人や恋こい人びとを根こそぎ、皆みな殺ごろしにする筈はずなのだがね」

「……!?」

「どういう事ですか？　根こそぎ、皆殺し？　覚醒って」

　絶句するヴィヴィの代わりに、ズィータが尋たずねる。

「人間にとって、周囲との関係性は非常に重要だ。関係性──しがらみという糸で織りなした、自分の『居場所』だ。だが全ての関係性を自らの手で破は壊かいすれば、もう、そこには戻もどれない。それまでの自分自身を全否定するのに等しい。結果『覚醒』も円えん滑かつに行われる。だが──」

　ギイはヴィヴィを見み据すえながら言った。

「君の場合はそれに失敗した。だから君は、それまでの人格が残ってしまった」

　まるで人間を遠くから──いや遥はるかな高みから見下ろして語るかの様な、それは淡たん々たんとした、そしてひどく乾かわいた物言いだった。

　いきなり現れて、何を言うのか──この少年は。

　頭のおかしい、ただの通りすがり？

　いや──そんな筈は無い。

「覚醒って言いましたね」

　とギイを眼め鏡がねの奥の瞳で睨み据えながらズィータは言った。

「ヴィヴィが、何に、目覚めるって言うのですか？」

「勿もち論ろん見ての通り、『棺姫ひつぎのチャイカ』──そう呼ばれるモノにだよ」

　とギイは静かに言った。

「──！」

　揃そろって息を吞のむヴィヴィ、ズィータ、そしてレオナルド。

「本当に何者なのかな？」

「言ったろう。言えないのだ」

　問うレオナルドの方を振ふり向いて、ギイはそう答えた。

「この状じよう況きよう下かでは告知できない。そういう権限を与あたえられていない」

「つまりお前は、より上位の、何者かの意を汲くんで動いている？」

「言えないのだよ」

　レオナルドの探りの言葉にも、まるで感情を示さず、ギイは淡々とそう告げた。

「では別の事を。『チャイカ』とは何なの？」

　ズィータが問う。

「…………」

　ギイはしばし、ズィータと、そしてその隣となりのヴィヴィを見つめていたが。

「特とく殊しゆ事例故ゆえに、説明しても良い──と判断する」

　そう呟くとギイの右手が掲かかげられ、その白い指先がヴィヴィを指す。

「元々〈禁断皇帝〉に『娘』は居なかった」

　それは戦後──『チャイカ』の出現と同時に、あちらこちらで囁ささやかれてきた事だった。

　そもそも戦前に〈禁断皇帝〉の娘の存在は知られていなかった。帝てい妃ひや側室の存在すら知られていなかったのだ。敵国は勿論だが、ガズ帝てい国こくの属国や同盟国ですらも、ガズ皇帝の家族関係については何も知らなかったという。

　だからこそ『チャイカ』とは、ガズ帝国再興を目もく論ろむ残党達が担かつぎ上げる偶ぐう像ぞうに過ぎないのではないか、という説は以前から在った。

「『チャイカ』という存在は、〈禁断皇帝〉の後こう継けい者しやとして、遺体を集める者として、予あらかじめ用意されていた。勿論、一人では不測の事態に対応しきれず、死んでしまったり行動不能に陥おちいる場合もある。その為ために、『チャイカ』は世界中にばらまかれた。正確な表現をすれば、世界中の孤こ児じに『チャイカ』になる『要素』を植え付けておいたのだな」

「要素って…………だ、誰が？」

　喘あえぐ様な声で問うズィータ。

　ギイは至し極ごく当然といった口調でこう答えた。

「勿論〈禁断皇帝〉──アルトゥール・ガズ皇帝本人だ」

「…………な、何の、為に？」

「自らの『遺体』を集めさせ、復活させる為に」

「復活──」

「ガズ皇帝は少なくともその技術を完成させていた。完成したと確信していた。そしてその為の技法は全て『チャイカ』の中に眠ねむっている。全ての遺体を集めきったその時、『チャイカ』の中のそれは目覚め、〈禁断皇帝〉を復活させる」

「そんな馬ば鹿かな事を──」

　とヴィヴィは言いかけて──傍かたわらのズィータが、俯うつむいて黙だまり込んでいる事に気付く。

「遺体には記き憶おくが宿る……」

　ズィータは──魔法機き匠しようの少女は言った。

「肉体を修復して、記憶を全てつなぎ合わせれば、あるいは……？」

　そもそも魔法とは、生物の記憶を消費して、奇き跡せきを引き起こす技法である。

　魔法を大おお幅はばに改良し発展させたと言われるガズ帝国──しかも本人も大魔法師ウイザードであったというガズ皇帝ならば、そうした技術を完成させていたとしても、不思議ではない。

「ズィータ──」

　ヴィヴィはギイを睨にらみ据すえたまま、言った。

「遺体が在れば、死者を生き返らせる技術というのは、在り得る、のね？」

「理り屈くつの上では──多分。殆ど机き上じようの空論だけど……」

　言ってからズィータはある事に気付いて眼鏡の奥の眼を丸くする。

「ヴィヴィ、まさか」

「……例えば、腕だけで、無理矢理その死者復活の技術を使ったらどうなるの？」

　驚おどろいて自分の方を振り向いてくるズィータを片手で制して、ヴィヴィはギイに問うた。

「記憶は不完全になるかもしれない。あるいは人格に欠落が生じるか。実の所、その部分については不完全な情報しか無い。開発したガズ皇帝本人が既すでに死んでいるのだから」

「…………」

　ヴィヴィはしばし、唇くちびるを嚙かんで黙もつ考こうする。

　そんな彼女をどう見たのか──ギイはやはり静かな口調で告げた。

「どうするかは勿論、君の『自由』だ」
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　青白い顔でチャイカが唸うなる。

「うー…………」

　船に乗った当初は、初体験という事もあって、若じやつ干かん、興奮気味だった彼女であるが──出航後、程なくして強きよう烈れつな船ふな酔よいに悩なやまされる事になった。具体的には船せん尾びの船ふな縁べりにもたれかかって、胃の中のものを全部、海に向けてぶちまけてしまっていた。

「お昼御ご飯はん……無意味……」

　口元を拭ふきながら呟つぶやくチャイカ。

　彼女は力ちから尽つきたかの様に、両りよう腕うでで船縁に引っかかったままだ。

　ちなみに珍めずらしく棺ひつぎは背負っておらず、足元に置かれている。

「それは仕方あるまい。嘔おう吐と感は無理に堪こらえていると尚なお更さら辛つらいぞ」

　と言うのはアカリである。

　チャイカに棺を降ろさせたのはアカリだ。背中をさするのに邪じや魔まだからである。

「アカリ、トール、平気？」

「海で船に乗るのは私も初めてだが、修練で、散々、揺ゆらされたり振り回されたりは慣れ………………いや。待て。船酔いを装って兄様に介かい抱ほうを求めるという手も在りなのか？」

　首を傾かしげながらアカリは眉まゆをひそめてそう呟く。

「……！」

　船縁にもたれかかったまま──しかしぴくりとチャイカが震ふるえる。

「胸元を緩ゆるめると楽になるというしな。そこで胸の谷間を兄様は覗のぞく事になる」

「…………谷間」

　侘わびしげな表情で自分の胸元に視線を落とすチャイカ。

　そんな彼女を一いち瞥べつしてから──腕を組んでアカリは言った。

「うむ。試してみる価値はある」

「アカリ！　私──本当、船酔い！　アカリ、偽にせ物もの、船酔い！　私、先！」

「何がどうなるとチャイカが先なのか知らないが」

　船酔いを忘れたかの様にぴょんぴょんと飛び跳はねるチャイカを眺ながめて、アカリは言った。

「胃液の臭においをまず取ってからにするべきだ」

「むい!?」

「さすがに兄様も吐と瀉しや物の臭いで興奮する様な変態でもあるまいしな」

　と言ってから──ふと首を傾げるアカリ。

「……いや、しかし万一という事も？」

「…………」

「その場合は喉のどに指を突つっ込んで吐はくとしよう」

「むぅ……」

　頷うなずくアカリと唸るチャイカ。

　この場にトール本人が居ればまた喚わめくなり怒ど鳴なるなりしただろうが、生あい憎にくと周りにはトールはおろか船員達の姿も無い。まあ好きこのんで、見ず知らずの、胃の中のものをぶちまけている最中の人間の近くへ寄ってくる者も居ないだろうが。

「ともあれ、兄様は何ど処こに行った？　フレドリカの姿も見えないが」

　言ってアカリは左右を見ながら、積み上げられた木箱の間を歩き出す。

　チャイカも慌あわてて棺を背負うと、彼女の後を追った。

　荒あら縄なわで固定された大量の木箱は、甲かん板ぱんの上をまるで迷路の様な状態にしている。二人はトールの姿を捜さがして積み荷の隙すき間まを歩き──

「──む？」

「むむっ？」

　立ち止まる二人。

　彼女等の視線の先には──トールが居た。

　倒たおれて半身を起こしかけた体勢の少女に──上からのしかかる様な体勢で。

「兄様！」

「！　──アカリ！」

　と顔を上げて叫さけぶトール。

　その鼻先に彼が片手を掲げ──唸りを上げる勢いで飛んできた手裏剣を空中で摑つかみ取ったのは次の瞬しゆん間かんであった。

「いつもの事だが、何をするんだお前は!?」

「いつもの事だが、それはこっちの台詞せりふだ兄様」

　とアカリは返した。

「私がゲロを吐くチャイカの面めん倒どうを見ている間に、兄様は何をしているのか？」

「何って──あ」

　眼を瞬またたかせるトール。

　自分と少女の体勢が、傍はたから見るとどう見えるかに気付いたらしい。

「ち、違うわ！　見て分かれよ！」

「妹を差し置いて何処の馬の骨ともしれない婦女子を押し倒すとは何事か！」

「よく見ろ！」

　言って足元の少女を指さすトール。

　アカリは眼を細めつつ首を傾げて──

「そうか。兄様は銀ぎん髪ぱつが好みか」

「トール、銀髪好み!?」

　妙みように嬉うれしそうに言うチャイカはさておき。

「お前等、記憶力無いのか！」

　トールは喚いた。

「無論、分かっているが」

　とアカリはトールに歩み寄りながら片手を差し出す。トールは一つ溜ため息いきをつくと、摑み取った手裏剣を彼女に返しながら、一歩身を引いて身体からだを伸のばした。

「しかし、一体どうした事だこれは」

「俺が聞きたいよ。いきなり出で会くわした」

　とトールは溜息をつく。

　一方チャイカは──

「──!?」

　ようやくトールの相手が誰だれなのか、気付いたらしい。

　彼女はあたふたと棺を降ろして蓋ふたを開くと、中から分解してあった魔法機杖の部品を取り出して組み立てる。普段はとにかくやる事なす事鈍どん臭くさい彼女なのだが、これだけは別なのか、トール達すら驚く様な素早い手て際ぎわである。

「トール、アカリ、離はなれる！」

　チャイカは叫びながら魔法機杖の先せん端たんを、未だ座り込んだままのその少女に向ける。

　少女の名はチャイカ・ボフダーン。

　トール達が『紅チャイカ』と呼ぶもう一人のチャイカだ。

　銀の髪かみと紫むらさきの瞳ひとみは同じだが、やや、目付きが鋭するどく、髪も短めにまとめられているので、印象はむしろ、トール達と共に行動するチャイカの──『白』とは真逆に近い。

「よせ、何をしようってんだお前は」

　とトールは呆あきれた様にチャイカを──白チャイカを振ふり返る。

「ここで魔法なんぞ──」

　と──そこまで言って。

「──！」

　トールとアカリは、その場に紅チャイカを残して左右に跳とぶ。

　次の瞬間、だん！　と音を立てて、二人が退どいたその場に、入れ替かわる様にして落下してきたものがある。

「よぉ……」

　と笑いながら長い武器──槍やりを旋せん回かいさせてトールとアカリを牽けん制せいしながら立ち上がる男。

　恐おそらくは帆柱マストの上からでも飛び降りてきたのだろう。

　縦長の顔と、顎あごの先に付いた傷が特とく徴ちよう的で、一度出会えば忘れはすまい。

　確か名はダヴィード──紅チャイカの仲間である。

「奇き遇ぐうだなあ、白の」

　紅チャイカに手を貸して彼女を立たせながらダヴィードは言った。

「トール、アカリ……！」

「だからよせ！」

　機杖ガンドをダヴィードに向ける白チャイカに、トールが叫んだ。

「下手に魔ま法ほうなんぞ撃ち合ったら、船が沈しずむ！」

「…………！」

　はっとした様子で白チャイカは辺りを見回し──そして、少し離れた木箱の上で、伏ふせ撃うちの体勢をとりながらこちらに機杖を向けている魔法師ウイザードを見つけた。

　浅黒い肌はだと赤毛が特徴の、若い娘むすめだ。

　紅チャイカのもう一人の仲間──こちらは確かセルマという名前だった筈はずである。

　そう。紅チャイカとダヴィードが居るなら、この魔法師の娘も近くに居て当然なのだ。

「…………」

　トール、アカリ、チャイカは軽く身構えながらダヴィード、紅チャイカ、セルマと対たい峙じする。ただ……この場に居る者の中で、フレドリカだけは面白そうに双そう方ほうを眺めているだけで、殊こと更さらに構える様子は無かった。

「……で？　どうするよ？」

　とダヴィードがむしろ状じよう況きようを愉たのしむかの様に尋たずねてくる。

　今の処、積み荷の陰かげになって、船員達はトール達の対峙に気付いていない様だが……本格的な戦せん闘とうに入れば、流石さすがに分からない筈が無い。そして放置も無視もしてくれないだろう。船員にはこちらの事情が分からない以上、三つ巴どもえの乱戦にならざるを得ない。

　面倒な状況だ。

「ここでいきなり、いつぞやの再戦をするか？」

　甲板の上を見回してダヴィードは言った。

「ちょいと変わった舞ぶ台たいだが、これはこれで面白かろうぜ」

「お前等と一いつ緒しよに海の藻も屑くずになる積もりは無い」

　とトールは構えを維い持じしたままそう答える。

「……そうか。俺達と同じ噂うわさを聞きつけたな？」

「さて？　何の事かねえ？」

　とダヴィードは白々しくも首を傾げるが、恐らく間ま違ちがいあるまい。

　海路で運ばれていた途と中ちゆうに、船ごと沈んだと噂される『遺体』を探しに来たのだ。しかしトール達と鉢はち合あわせするとは、紅チャイカ達も考えていなかったのだろう。

　しばらく一同は、それぞれ睨にらみ合った状態で身動きがとれずにいたが──

「……トール」

　声を上げたのは、それまで黙だまっていた紅チャイカだ。

　彼女は背中に背負った武器──蛇咬剣の柄つかから手を離すと、肩かたの力を抜ぬいて言った。

「とりあえず、双方共に武器、引く。同意？」

「…………いいだろう」

　トールはゆっくりと更さらに後方へ二歩ばかり下がって、紅チャイカ達を視界に納めつつ、小機剣から手を離す。アカリも同様にして、背負っていた愛用の鉄てつ槌ついから手を離した。

「……奇遇」

　と紅チャイカが呟つぶやく様に言う。

「本当にな」

　とりあえず紅チャイカに殺気や闘気の類たぐいはもう感じられない。彼女に闘たたかう積もりが無いならば、ダヴィードとセルマもこれに従うだろう。

　トールと紅チャイカの間で張はり詰つめていた空気が、緩ゆるむ。

　そんな二人の間で、視線を右往左往させながら──

「……むう？」

　何故か、白チャイカが妙に不満げだった。
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　服を、いつものドレスから着き替がえた事に、はっきりとした意味は無い。

　強しいて言えば──区切りの為ための、それは作業だった。

「…………」

〈エイプリル〉号に持ち込んだ手荷物の箱──その一番下に、その衣装は眠ねむっていた。

　暗殺者として育てられていた頃ころのものだ。

　勿もち論ろん、他人を欺あざむき、油断した処を背後から刺さすのが暗殺者であるから、その衣装にこれと決まった特別なものは無い。通常、普ふ段だん着ぎが、いわば暗殺者達の仕事装しよう束ぞくだ。

　だがそれでも、夜や陰いんに乗じて動き回る際など、普段着ではない衣装に身を包んで仕事をせねばならない時がある。物もの陰かげに潜ひそみ、隘あい路ろをぬって、標的の背後に迫せまる為、普段着のドレスとは異なる、いわば『暗殺装束』なるものを使う場合がある。

　育ての親の貴族の失しつ脚きやくと自害に伴ともない、自由の身となったヴィヴィが、どうして暗殺者時代の象しよう徴ちようとも言うべきこの衣装を残しておいたのかは、彼女自身にもよく分からない。だがいざ出して着てみれば、それは、むしろ普段のドレスよりもしっくりと彼女の身体に馴な染じんでいた。

　どれだけ忘れようとしても、お前は暗殺者として既すでに『完成』しているのだ、と衣装までもが告げてくるかの様に。その声は亡き養父のものだった。

「……ジレット様」

　胸むな元もとを押さえて呟くヴィヴィ。

　生きる為に仕事を探し回り、〈クリーマン〉機関に雇やとわれる事となったヴィヴィは──その後、アルベリック・ジレット率いる実働部隊に配される事となった。

　勿論それは、彼女の身に叩たたき込まれた暗殺技能を買われての事である。

　当然、その事はアルベリック・ジレットも知っている。

　だが暗殺者の過去を知っていて尚なお、彼は彼女を普通の少女として扱あつかってくれた。荒あら事ごとの場面では、極力、ヴィヴィを前に出さないように彼が心こころ掛がけてくれているのが──つまりは暗殺技能を使わせないように気を使ってくれているのが、すぐに分かった。

　それは貴族のお坊ぼつちゃんらしい、甘い価値観に基づく御お節せつ介かいであったかもしれない。

　女性を闘わせてはならない。少女ならば尚なお更さらの事。

　そんな風に、彼は思っていた様だ。

　だが──だからこそヴィヴィは、それを知ってからは敢あえて、積極的に暗殺技能を使う様になった。実際に相手を殺しはしないにしても、それまでは暗器を見る事さえ嫌いやだったのに、アルベリックの役に立ちたくて、暗殺者としての自分を表に出すようになった。

　本当に──ヴィヴィは嬉うれしかったのだ。

　ジレット隊の他の者達も、殊更にヴィヴィを暗殺者として蔑さげすむ様な事は無かった。それが彼等個々人の元々の考え方なのか、隊長であるアルベリックに倣ならった結果なのかは分からない。だがアルベリックの考え方がそうであるからこそ、彼等もまたアルベリックの下に集まってきたのだと──そして無理なく部隊チームを組んで活動できていたのだとヴィヴィは思う。

　そう。アルベリックのお陰だ。少なくともヴィヴィはそう考えていた。

　物心ついて初めて……ヴィヴィは生きている事が楽しいと思った。

　自分が何かの道具ではなく、一個人として生きている事を許される──暗殺の道具としての『置場所』ではなく、人間としての『居場所』を得たのだと思った。自分はジレット隊に配属されて初めて、人間として生まれ直す事が出来たのだとすら。

「だから、必ず──私が」

　自分はアルベリックに命を貰もらった。

　だから今度はアルベリックに命をあげる番だ。彼を生き返らせる事が出来るなら、自分は何でもする──出来るのだ。

　それこそ、自らの命を、対価として差し出す事になろうとも。
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　船は大量の荷物を積せき載さいしていたが──甲かん板ぱんの上でも、舳へ先さきに近い辺りには木箱は積まれておらず、比較的、開けた空間が出来上がっていた。

　トール。そして紅チャイカ。

　両者はその舳先の根元とも言うべき場所で向かい合っていた。

　周囲には船員達が忙いそがしく行き来しており、時折、トールや紅チャイカの姿に怪け訝げんそうな一いち瞥べつを投げ掛かけたりもするが……特に声を掛けてくる事も無かった。彼等にとってはどちらもただの客──荷物のついでに乗せただけの他人に過ぎない。

　アカリ、フレドリカ、そして白チャイカは二人を遠巻きに見守る形だ。これはダヴィードとセルマも同じである。

「久ひさし振ぶりって程でもないか」

「……ん」

　紅チャイカは頷うなずく。

　勿論、緊きん張ちよう感かんは互たがいに抜けないが、今の彼女から敵意の類は感じられない。いずれは『遺体』を巡めぐって互いに争う立場だとしても、元々、憎ぞう悪おや嫌けん悪おを抱いだいていた相手ではない。

「てっきりあの後も、しつこく追いかけられると思っていたんだがな」

　苦笑するトール。

　紅チャイカ達は、以前、トール達の──白チャイカの保持している『遺体』を奪うばおうと襲おそってきた。紆う余よ曲きよく折せつあってその時はトール達が紅チャイカ達を退しりぞけた訳だが……殺した訳ではなかったので、後々、再戦を挑いどんでくる可能性をトールは警けい戒かいしていた。

　だが──

「新たな『遺体』……見つけた」

　と紅チャイカは言った。

　相変わらず、白チャイカに比べると気の強さが如によ実じつというか、奇き妙みように張り詰めた雰ふん囲い気きを纏まとっている。そっくりの目鼻立ちでありながら、白チャイカとは随ずい分ぶんと印象が違うのは、髪の短さよりも、この雰囲気のせいだろう。横で見ているだけで放っておけなくなる危なっかしさという意味では、両者共に同じだが。

「俺達の持っているのとは別に、か？」

「そう。勿論、『白』、持っている『遺体』、貰う、いずれ」

　と紅チャイカは挑ちよう発はつ的な表情で頷いた。

「それはこっちの台詞せりふだが……どうにもな……」

「……？」

　自分の挑発にトールが乗ってこないのを、紅チャイカは訝いぶかしんでいる様だった。

「もう一人『チャイカ』を名乗る奴やつに会った。少なくともそいつは、『自分も本物のチャイカだ』と言っていたそうだが」

　トールは頰ほおを指先で搔かいて言った。

「……『自分も』？」

「そのチャイカ──『蒼』と言っておくが、そいつ曰いわく、チャイカってのは複数居て、全員が本物である、と」

「…………眉まゆ唾つば」

　あっさりと切って棄すてる紅チャイカ。

「まあそう思うだろうな、実際、見てないなら」

　トールは肩を竦すくめる。

　実の所、レイラと呼ばれていた女が『蒼チャイカ』だという話はトールも伝でん聞ぶんだ。彼の目の前でレイラが自ら『蒼チャイカ』を名乗った訳ではない。

「お前は──お前達は」

　トールは眼を細めて紅チャイカを見る。

「自分でも、自分の事が全て分かってる訳じゃないみたいだな」

「……記き憶おくの欠落」

　紅チャイカは眼を伏ふせて言った。

「仕方ない」

「…………」

　トールはそれ以上の追つい及きゆうを躊ちゆう躇ちよした。

　白チャイカも同様だが、彼女等は、記憶に一定の空白を持っている。

　だから実は、彼女等を駆かり立てる動機──過去の記憶と、今とは、連続していないのだ。

　もしそれが、何らかの辻つじ褄つま合わせの為に設もうけられた、空白なのだとしたら？

（……追及して良いのか？）

　ふとそんな想いが脳のう裏りを過よぎる。

　白チャイカにしても紅チャイカにしても、追及が過ぎれば、それは、彼女等自身の人生の目的を否定しかねない。それが『他人から後付けで与あたえられて、自分がそう思いついたと、思わせられているだけ』などと言われて──果たして、チャイカ達は納得するかどうか。

　生きている意味。それがもし他人からの借り物だとしたら。

（もし──本当に全員が本物の『チャイカ』だったとしたら）

　トールの脳裏に、幾いくつかの暗い未来予想が瞬またたく。

　そして──

「──!?」

　反応はほぼ同時だった。

　強いて言えば若じやつ干かん、トールの方が早かったのだろう。トールが二本の小機剣けんを抜ぬき放はなって一歩前に出たその瞬しゆん間かん、蛇咬剣独特のざらりとした鞘さや走りの音が響ひびいていた。

「なんだ!?」

　驚おどろいているのはアカリ達、そしてダヴィード達も同様だった。

　ダヴィードが槍やりを構え、アカリが鉄てつ槌ついを背中から引き抜く。

「こいつら……!?」

　トール達全員を囲む様にして──十数名の人ひと影かげが現れていた。

「……いつの間に？」

　そう問わずにはいられない程に、唐とう突とつに。

　全員が灰色の、外がい套とう状の衣装を身に纏い、フードを降ろして頭部を覆おおい隠かくしている。中身は小さな暗がりに紛まぎれて判然としない。顔立ちはおろか、性別や年ねん齢れいすらも分からない状態だ。

　ギイの様な、得体の知れ無さは──奇妙な気配の欠落は無い。

　ただ、体術、特にその延長としての気配を扱う術に、この何者か達は長たけている様だった。気配を消して静かにトール達を、そして紅チャイカ達を包囲してのけたのだから。隠おん密みつ行動に長けるという意味では、暗殺者や、それこそトール達の様な乱破師に近い。

「──ッ！」

　短い呼気を吐はいて、外套姿の者達は一いつ斉せいに剣を抜いていた。

　僅わずかに刀身が反そり返る薄うす手での曲刀──俗ぞくに新月刀シミターと呼ばれる武器だ。騎き士しや剣けん士しの使う長剣よりは脆もろいが、その分切れ味に優すぐれ、振ふり回す速度も早い。

　これを手に──襲い掛かるのも、また同時。

　まるで罠わなが閉じるかの様に、十数本の凶きよう器きが一斉にトール達に向けて走っていた。

「ちいっ!?」

　トールと紅チャイカは咄とつ嗟さに背中合わせになりながら、剣を振るう。

　紅チャイカの扱あつかう蛇咬剣が、うねりながら殺さつ到とうする外套姿の者達を牽けん制せいし、トールの双機剣が振り下ろされる新月刀を次々と弾はじいていく。

　だが──

「──!?」

　一方、これ見よがしに槍を片手に身構えるダヴィードや、機杖を手にしたセルマは──完全に無視されていた。フレドリカも同様だ。外套姿の半数はトールと紅チャイカに、残りは白チャイカとアカリの処へと向かっている。

「──兄様！」

　咄嗟に抜いた鉄槌を振り回して、外套姿の者達を遠ざけながらアカリが叫さけぶ。

「この感じは──」

「分かってる！」

　一ひと際きわ大きく踏ふみ込んできた相手に向けてトールは左の小機剣で斬ざん撃げきを放つ。

　相手の踏み込みを逆さか手てにとった一撃である。

　相対的に倍加した速度の刃やいばが相手の──膝ひざを狙ねらう。踏み込んだその瞬間に足を、それも膝を引くのは難しい。咄嗟の回かい避ひでも遅おくれがちになるのが膝から下だ。勿もち論ろん、そこは急所ではないが、斬撃が当たれば、その瞬間に相手の動きは事実上、封ふうじられる事になる。

　だが……

「──！」

　トールの一撃は、あっさりとかわされていた。

　右に避よけるでも左に避けるでもなく。ましてや後方に引くでもなく。その外套姿の相手は、甲板を蹴けって、ふわりと、まるで体重が無いものの様に浮き上がると──小機剣を握にぎるトールの腕の上に降り立っていた。

「──！」

　咄嗟に腕を引くトール。だが相手はその動きに乗って、むしろトールに向けて接近、片足を跳はね上げる様にして、彼の顎あごを狙ってきた。

「くっ──」

　身体からだを傾かたむけてトールはこれを避ける。

　蹴りをかわされても全く動じず、更さらに斬きり込んでくる外套姿の相手。

　トールは左の小機剣でこれを受け止めると同時に──強引に小機剣で搦からめ捕る様にして新月刀を叩たたき落とす。気脈を通じ、文字通りに自らの身体の一部の様に扱える機剣ならではの精せい妙みような動きである。そのままトールは相手に向けて更に一歩踏み出すと、右の小機剣で突つきを放っていた。

　身を反らす外套姿の相手。

　突きそのものはかわされたものの──小機剣の切っ先は、相手の外套のフード部分を大きく切り裂さいて、肩かたの後ろへと抜けた。

　潮風に煽あおられて、その顔が露あらわになる。

　若干の幼さを残しながらも、眉まゆが、眼が、鼻が、唇くちびるが、顎が、諸々が端たん正せいに組み上がった少年の顔。そこにおかしな部分は何も無い。吊つり上がり気味の双そう眸ぼうのせいか、ややきつめの雰囲気に整っているが……要素としては、ごく当たり前な人間の貌かおだ。

　ただ一点──顔の外側、黒い髪の間から上へと伸のびる、毛の生えた尖とがり耳を除いては。

　その耳と周りだけは亜あ麻ま色の毛で覆われている為ため、余計にそれは目立って見えた。

　二色の髪と、獣けものの耳を具そなえる人間。

　よく見れば、その瞳ひとみは金色で、しかも光こう彩さいの形が普通と違う──夜行性の肉にく食しよく獣じゆうの様に。

「亜人兵……！」

　蛇咬剣を振るいながら、紅チャイカが呻うめく様に言った。

　妊にん婦ぷの胎たい内ないに居る胎たい児じに対して、魔ま法ほうによる干かん渉しようを行い、高い能力を備えた個体を造り出す、という実験が戦国時代末期には、各国で行われていた。

　その結果として造り出されたのが、亜人兵──人の様でいて、しかし人ならざる能力の証あかしに獣耳や尻尾しつぽを備えた、異い形ぎようの存在である。

　魔法技術の常として、亜人兵について一番進んでいたのはやはりガズ帝てい国こくであるが、他の国も実用段階にこぎ着けつつあったという。ただし戦国時代が終しゆう了りようし、各国の亜人兵開発は事実上、頓とん挫ざ──倫りん理りを無視出来る大義名分が失われた平和な時代では、彼等の居場所は無く、試作段階の亜人兵士達が幾つかの組織に引き取られたに留とどまっているらしい。

　少なくとも、公式に亜人兵を部隊規模で運用している国は無い。

　だが……

「…………」

　一人の姿がばれた事で、もう隠す必要は無いと感じたのか。

　他の亜人兵達も揃そろって外套のフードを払はらう。角つのの在る者、獣耳の在る者、と細かい部分で差が在るが、いずれも人間と同じ顔ながら、人間とは明らかに異なる『部分』を備えている点は共通していた。

「なんだお前達は……!?」

　騒さわぎを聞きつけて、数名の船員が駆け寄よってくる。

　だが、次の瞬間──

「げっ……!?」

　彼等は揃って血を噴ふきながら、甲かん板ぱんの上に這はっていた。

　亜人兵達の仕し業わざである。

　邪じや魔まだとばかりに、振り向きざまに船員達に斬り付けたのだ。その動きは正確無比、まるで首を刎はねるかの様に、船員達の首筋を一薙なぎ──恐おそらくは殆ほとんどの者が即そく死しだろう。

「なんてことをしやがる──」

　と表情を歪ゆがめて言うのはダヴィードである。

　勿論、彼が問題にしているのは倫理の話ではない。傭よう兵へいに殺人への禁きん忌きなど元々無い。それが必要な事なら眉一つ動かす事無く、無む抵てい抗こうの民たみでも殺すのが傭兵だ。さもなければ正規兵の嫌いやがる汚よごれ仕事を請うけ負おう事など出来はすまい。その点において、傭兵は乱破師サバターの同類──というより乱破師は、傭兵の一部が特とく殊しゆ化した職業に過ぎない。

　今彼が問題にしているのは、航行中の船で船員を殺した、という事実だ。

　先にトール達が紅チャイカ一行と出会っても戦せん闘とうを自じ粛しゆくした様に、ここは船の上、何か在れば全員揃そろって海の藻も屑くずになりかねない。そして船を操る船員達を殺すという事は──船そのものが制せい御ぎよを失うという事だ。

　つまりは──既すでに陸を離はなれてそれなりになる今、自分達が操船の技術を持っているか、さもなければ別の船を近くに待機させているのでもない限り、船員の殺傷は自殺行こう為いなのである。

（鉄血転化を使ってる暇ひまは無い、か）

　二本の小機剣を構えて周囲の亜人兵を牽制しながらトールはゆっくりと白チャイカやアカリの傍そばへと移動してゆく。先程から何度か撃うち合った亜人兵もまた、トールを追って移動する。予備を持っていたのか、拾ったのか、叩き落とした筈はずの新月刀が、再びその手に握られているのが見えた。

（くそっ──）

　一対一で撃ち合って負けるとは思わない。

　だが楽に勝てる相手では断じてない。しかも亜人兵側は数が多い上に、一人一人が基き礎そ能力からして高い様だ。包囲されては、いずれこちらが押し負ける。

　どうにも埒らちがあかない状態だった。

　そこに──

「ねえねえトール」

　いつの間にか、帆柱マストの『枝』部分に腰こし掛かけて状じよう況きようを見下ろしていた装鎧竜ドラグーンの化け身しんが、状況をまるで理解していないかの様な、のんびりした口調で声を掛かけてくる。

「手伝って欲しい？」

「手伝ってくれるのか？」

　右に左にと繰くり出される新月刀シミターを小機剣で弾きながらトールは言った。

　フレドリカはふと首を傾かしげて──

「さすがに、これはちょっと──不公平かなって」

　多勢に無勢という事を言っているのか。

　それとも相手が亜人兵である事を言っているのか。

　一いつ瞬しゆん、トールが悩なやんだその時──

「──!?」

　船ふな縁べりの向こうで水柱が噴き上がった。

　いや。違う。確かに大量の水が盛り上がり、無数の飛沫しぶきが空中に跳ね上げられはしたが──それは、文字通りの余波に過ぎない。水面下から出現したそれの。

　巨きよ大だいな──白い触しよく手しゆ。

　一本の太さが、大の大人の一ひと抱かかえ程もあるそれが、しかも十本余り。

　柱の様に天へと向けて屹きつ立りつしていたそれらは、次の瞬しゆん間かん、一斉に倒たおれてきて船縁に叩き付けられていた。耳みみ障ざわりな音を立てて、木製の船体のあちらこちらがへこみ、甲板に亀き裂れつが入るのが見えた。がらがらと木箱が崩くずれ、下した敷じきになった船員達が悲鳴を上げる。

　そして──

「棄獣フエイラ──大海魔クラーケンか!?」

　未だその姿の大半は水面下だが……間ま違ちがいない。

　棄獣七種の中でも装鎧竜と並んで特別とされる、巨大な海の棄獣──大海魔。伝え聞く処によれば、高い知能を持ち、その強大な魔ま力りよくは如い何かなる大型船も容た易やすく沈しずめるという。地方によっては大海魔と遭そう遇ぐうした際に、生いけ贄にえとして海に投げ入れる為の奴ど隷れいを、必ず一人は船に乗せているとか。

（フレドリカの言ってたのはこれか……！）

　ただでさえ面めん倒どうなこの状況に、大海魔が加われば、もう本当にどうしようもない。

　しかも──

「──ッ！」

　新月刀が振ふり下ろされる。

　トールは咄嗟に小機剣を交こう叉ささせてこれを受け止めていた。本来ならば弾いて流す筈の一撃を正面から受け止めてしまったのは、一瞬ながら、大海魔に気をとられていたからだ。

　逆に言えば──

「…………」

　目の前のこの亜人兵は、全く大海魔の出現に驚おどろいていない。

（まさかこいつら!?）

　つまりこの連中は大海魔の襲しゆう撃げきを知っていたという事だ。

　事前に予測していた？　いや。それだけならむしろ襲撃してこないだろう。

　つまり──

（大海魔とグル──いや、操あやつってる!?）

　大海魔は、装鎧竜と並んで高い知能を持ち、それ故ゆえに、精神支配の魔法が効かないとされている。では──一体どうやって？　それとも大海魔が──フレドリカの様に──何らかの利害が一いつ致ちして、この亜人兵達と共にチャイカ達を襲おそっているのか。

「なんなんだ、この状況!?」

　左右の小機剣を封じられた状態のトールに、背後から別の亜人兵が襲い掛かる。

　トールは小機剣から手を離し、身を沈めながら後ろ蹴りをその亜人兵に放っていた。

「ぎゃっ──」

　もろに鳩みぞ尾おちに蹴りを食らって吹ふっ飛ぶ亜人兵。

　だがトールもまた武器を手放している。先に切り結んでいた亜人兵が今度は鋭するどい突きを放ってきた。これを身を反そらしてかわしながら、トールは素す拳けんで相手の顔面を叩たたく。

「くおっ──」

　短く呻いて後ずさる亜人兵。

　当たりは浅いが、それで充じゆう分ぶんだった。鼻はな面づらを叩かれてはどんな剛ごうの者も一瞬は怯ひるむ。まして鼻の直すぐ下は、人体における急所の一つだ。まともに打だ撃げきが入れば悶もん絶ぜつする。

　トールは甲板に身を投げ出しながら小機剣を拾う。

　そこへ、先に後ろ蹴りで吹っ飛ばした亜人兵が更さらに襲い掛かってくる。

「くっそ──本当に何なんだ、これは!?」

　立て続けに繰り出される新月刀の攻こう撃げきをさばき、周囲に鉄と鉄の撃ち合う火花を幾いくつも咲さかせながら──トールは苛いら立だたしげに吠ほえた。
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　音を立てて蛇咬剣がしなる。

「くぅっ──」

　紅チャイカもまた、苛立たしげに短く呻うめいた。

　十数個の小さな刃は物ものを鋼糸でつなぎ合わせ、伸のばせば鞭むちの様に、縮めれば剣──いや鋸のこぎりの様に使う事が出来る蛇咬剣。使い方によっては絶大な威い力りよくを発揮する武器だが、単に振り回すなら鞭、単に斬きりかかるなら、剣の方が単純で融ゆう通ずうが利きくのもまた事実だ。

　紅チャイカの蛇咬剣は、機剣の一種である。

　掌てのひらに刻まれた刻印から気脈を通じて、ある種の感覚を通わせ──これを操る。その気になれば、まるで一本の触手の様に、使い手の意思通り折れ曲がって、相手を攻撃する事も可能だが、それもこれも、広い場所での効能だ。

　あちらこちらに木箱が積み上げられているこの甲板上では、迂う闊かつに伸ばして振り回すと、刃はの部分が木箱に食い込んで、動かせなくなってしまう。かといって剣の状態で振ろうにも、複数の敵を相手にしていると、どうしても隙すきが出来る。むしろ未だ間合いが長いダヴィードの方が、相手を押し返すのに有利な状態だった。

「ああくそっ！」

　だが──そのダヴィードの声にも苛立ちが濃こい。

　大海魔クラーケン出現により甲板の上はびしょ濡ぬれ、気を抜ぬくと足が滑すべる。対して、元からこの状況は想定済みなのか、亜人兵達は滑止鋲スパイク付きの靴くつを履はいていて、右に左にと踏ふみだし、時にダヴィードの槍やりをかわして宙返りをうったりもしているが、滑って体勢を崩す様子は全く無い。

「チャイカ！」

　ダヴィードが叫さけぶ。

　はっとして振り返った紅チャイカの目の前に、濡れた甲板の上を木箱が滑ってくる。亜人兵の新月刀シミターを蛇咬剣で受け止めていた紅チャイカに、これを避よける余よ裕ゆうは無い。

「くっ──」

　ダヴィードは咄とつ嗟さに槍の石いし突づきで木箱を突いて、これを紅チャイカから逸そらす。

　だが──

「うおっ!?」

　次の瞬間、彼の脇わき腹ばらを亜人兵の新月刀が抉えぐっていた。

「ダヴィード！」

　飛んでくる叫びはセルマのものだ。

　次の瞬間、彼女が魔ま法ほうを撃ったのだろう──鋭い音と共に不可視の刃が空中の水飛沫を、そして木箱を切断しながら亜人兵に飛ぶ。だが水飛沫や木箱のせいでその軌き道どうが見えていたか、亜人兵は難なくこれを回かい避ひ。

　しかも──

「──ッ!?」

「セルマ！」

　今度はダヴィードが叫ぶ。

　彼女の上に、大量の海水が叩き付けられたからだ。

　それは──あろう事か、海面から噴ふき上がり、空中で斜ななめに──鋭えい角かくに折れ曲がって、正確に彼女を狙ねらっていた。水といえど大量であれば立派な凶きよう器き、セルマは乗っていた木箱に全身を叩き付けられて、跳はねる。

「がはっ……！」

　恐おそらくそれは……大海魔クラーケンの魔法だ。

「うっ……」

　セルマは呻きながらも立とうとするが、木箱の上で手も足も滑って、身を起こす事すら出来ない。それどころか、機杖に伸ばした指先すらもが滑って、彼女の手から機杖が離はなれていた。

　まずい。亜人兵だけならともかく、連れん携けいすらとって大海魔が攻せめてきては、今の紅チャイカ達に太た刀ち打ちする手段は無い。いや。トール達にすら、在るかどうか──

「トール！」

　紅チャイカは乱破師の青年の方を振り返る。

　いつの間にか、トール達は紅チャイカから離れた所で戦っている様だった。

　積み荷の木箱は縄なわが切れ、あるいは水で滑ったお陰かげで、甲かん板ぱんの一方に寄っており、見通しは良くなっている。だがその分、船は大きく傾かたむいており、ただでさえ濡れて滑り易やすい甲板の上では、真っ直ぐ立つのも難しい状態になりつつあった。

　しかも──

「──!?」

　みりみりと音を立てて世界が斜めに傾かしぐ。

　いや違う。これは──

「船……！」

　船が真っ二つに折れていく。

　先に、大海魔が叩き付けた触しよく手しゆの部分から、甲板の上に大きな亀き裂れつが生じ、そこから船体が折れ曲がっているのだ。

「──！」

　恐らく船倉には、既すでに大量の水が流れ込んでいるだろう──振り返った紅チャイカは、あちらこちらで、甲板下に繫つながる扉とびらや蓋ふたが、跳はね飛ぶ様にして開くのを見た。水に押され、圧あつ搾さくされた空気の仕し業わざだ。

　不意に木箱が滑って──いや、滑かつ走そうで勢いがついた上に、何かの上に乗り上げたか、跳ね飛んでくる。まともに激げき突とつすれば、全身の骨を砕くだかれかねない。

　紅チャイカは、これを避けて横に跳とぶ。

　だが──

「──！」

　そこに待ち構えていたのは、巨きよ大だいな白い触手だった。

「くあっ!?」

　巻き付いてくる触手を、蛇咬剣で切り落とそうとする紅チャイカ。

　しかし──彼女の得え物ものは、木箱の陰から飛び出してきた新月刀シミターが、撥はね上げてしまう。

　紅チャイカの手を離れ、空中で水飛沫しぶきと共に煌きらめきながら回転するそれを、更に別の亜人兵が受け止めるのが見えた。

「──ふ、不覚」

　予備の武器を──と腰の後ろの短剣に手を伸ばす紅チャイカ。

　だが次の瞬しゆん間かん、胴どうを巻いた触手が、彼女を締しめ上げていた。

「はうっ……！」

　肺の空気を絞しぼり出されて喘あえぐ紅チャイカ。

　すぐ隣となりでは高々と触手に持ち上げられ、ダヴィードとセルマも同様の状態に陥おちいっている。

　では──

「トール……!?」

　息苦しさで視界が紅あかく染まる中、紅チャイカはトール達の居た辺りを振ふり返る。

　だが──既に船の後ろ半分はほぼ水すい没ぼつしている。トール達も諸もろ共ともに沈しずんだか……泡あわ立だちながら沈んでいく船体の後ろ半分、その周囲には彼等の姿を見つける事は出来なかった。

「トール……！　『遺体』……！」

　悲鳴じみた声で叫ぶ紅チャイカ。

　それに応じた訳でもあるまいが──改めて水面下から触手の一本が持ち上がった。

　黒い棺ひつぎ。

　それは紅チャイカの引きずり歩いていたものだ。当然、その中にはやっと獲かく得とくした『遺体』の一つが入れてある。

「くっ……くうっ……！」

　暴れる紅チャイカ。

　だが触手は微み塵じんも緩ゆるまず、代わりに──ゆっくりと、水面下から巨大な塊かたまりが姿を現した。

　海水に濡れていてもなお、それとはっきり分かる硬こう質しつのてかり。

　まるでそれ自体が何かの構造物であるかの様に──自然の造形とは考えにくい程に、綺き麗れいな円と螺ら旋せんを描えがく巨体。地上の如い何かなる動物よりも巨大なそれは、巻き貝状の殻からだ。














　その殻の『口』にあたる部分には蓋の様に、三角形の甲こう羅らが具そなわっている。

　その下で、明らかに地上の生き物のものとは異なる──しかし形だけはそれと分かる眼球がぎょろりと動いている。そして触手は全てその眼球の下へと繫がっていた。

　巨大なオウムガイ。

　大海魔とは──少なくとも見た目には、概おおむねそのような生き物だった。

「無む駄だだ」

　と──足あ搔がく紅チャイカのすぐ傍そばで、別の触手の上に立っている亜人兵がそう言ってきた。紅チャイカの記き憶おくに間ま違ちがいが無ければ、最初にトールと斬り合っていた亜人兵だった。

「お前に大海魔の触手は解けない。諦あきらめろ──『チャイカ』」

「…………！」

　愕がく然ぜんと亜人兵の顔を見る紅チャイカ。

　自分を──自分達を『チャイカ』と知って襲おそってきた？

「……何者!?」

「答える義務は無い」

　亜人兵は紅チャイカを睨にらみ据すえながらそう告げる。

「大海魔──お前達、操って？」

「答える義務は無い」

　亜人兵はそう繰くり返す。

「…………」

　沈んでいく船が──明らかに遠ざかっていくのが見えた。

　船が流されていくのではない。大海魔が、紅チャイカ達を捉とらえ、そして別の触手や巻まき殻がらには亜人兵達を乗せて、移動しているのだ。

「…………トール」

　脱だつ力りよくしながら呟つぶやく紅チャイカ。

　程なくして──船は完全に沈ちん没ぼつして、見えなくなった。







　第二章　敗残者達の島

　ISLAND OF RUMP







　逆さか巻まく波は濤とうの向こうに、それは傲ごう然ぜんとそびえていた。

　絶海の孤こ島とう──そのものである。

　島の外がい縁えんは全て切り立った崖がけ状になっていて、船を着けるべき場所が全く見当たらない。

　近付いてから、岩に楔くさびなり何なりを打ち込んで、絶ぜつ壁ぺきを登る事は可能かもしれないが、そもそも絶壁に取り付く事が難しい。すぐ傍そばまで岩が幾いくつも露ろ出しゆつする浅あさ瀬せが続いており、波も激しい為ため、大型の船で迂う闊かつに近寄れば座ざ礁しようするのは必ひつ至し、小型の船ならば波と潮流に翻ほん弄ろうされて、崖や岩に叩たたき付けられるのがオチだろう。

　魔ま法ほうを使って、空からならば島に入る事は出来るだろうが……そこまでしてこの島に足を踏ふみ入れねばならない理由など、普通の人間にはあるまい。

　およそ人が住むには向いていない島である。

　だからこそ──

「……！」

　紅チャイカは愕がく然ぜんと息を吞のんだ。

　島を取り囲む海水が──ゆるやかに引いていくのだ。

　潮の満ち引きとは違う。緩やかとはいえ、それは、はっきりと変化が目に見える速度でだった。しかも水位が局所的に低くなっているだけで、眼を転じれば、周囲では変わらず波が荒あれているのが見て取れる。

　これは──

「……魔法ね。棄獣の」

　と言ったのは、紅チャイカの脇わきで、やはり同じ様に触しよく手しゆに拘こう束そくされているセルマであった。浅黒い肌はだの美女魔法師は、その切れ長の眼を細めて更さらに言った。

「この辺り、地形そのものを魔法で改造した痕あとがある」

「……！」

　言われて見れば水が引いて露あらわになった幾つかの岩が──自然のものとは微び妙みように異なる、明らかな平面を呈ていしている部分が何カ所か在った。まるで巨大な刃は物もので削そいだかの様に。

　逆に言えば、水が引かねば、それは人の眼に触ふれる事など在り得ない。

「…………あれは」

　幾つか並んだ平面の向こう──奥に、巨大な洞どう窟くつが口を開いている。

　普段は水没して居るであろうそこに向けて、大海魔クラーケンはゆっくりと進んでいった。

　この在り様は一体──何者の仕し業わざなのか。

　水中を住すみ処かとする大海魔が、わざわざ水を引かせて、そこに巣穴を作るとも思えない。作り上げる際に大海魔の力を用もちいたのは間違いないだろうが──それを必要としたのは、多分大海魔以外の何者かなのだ。

「…………」

　紅チャイカは亜あ人じん兵達の方を振ふり返る。

　彼等は黙だまって大海魔の触手や、殻からの上に立っている。

　一歩間違えば海中に転落しかねない様な足場の筈はずだが、その立ち姿にはまるで危あやうさが無い。尋じん常じようの平へい衡こう感覚ではないのだろう。彼等ならば谷間に張り渡した一本の綱つなの上でも走って渡れるかもしれなかった。

　やがて──

「こりゃあ……」

　やはり触手に拘束されているダヴィードが、啞あ然ぜんとした表情で声を漏もらす。

　洞窟の中に大海魔が潜もぐり込むと──今度はゆっくりと水位が上じよう昇しようし、入り口を水没させてしまう。迫せまり来る天てん井じようは──驚おどろいた事に、まるで建物の中の様に、綺き麗れいな平面ばかりで構成されていた。いや。壁かべも、そして『桟さん橋ばし』もだ。

　大海魔が辿たどり着いたのは、船着き場によく似た場所だった。

　ただし大たい抵ていの船着き場が桟橋や幾つかの施し設せつを、木材を組んで作るのに対し、此こ処こは全て岩で出来ている。恐おそらくは先の浅瀬にあった岩と同様、魔法で岩を切り出し、あるいは抉えぐって作られたのだ──この洞窟そのものが。

「海かい賊ぞくの隠かくれ家がって感じだな」

「こんな大規模な隠れ家を造れる海賊が、居るとは思えないけれど」

　とダヴィードの感想にそう応こたえるセルマ。

「……それよりもダヴィード。傷はいいの？」

「良くも悪くも傷の上に巻かれてるんでな、止血になってんだよ、これが」

　と胴どう体たいに巻き付いた触手をぴたぴたと左手で叩いてダヴィードは言った。ちなみに右手は胴体と一いつ緒しよに触手に巻かれたままで動かせない。愛用の槍やりは、亜人兵の一人に取り上げられてしまった様だった。

「心配したか？　んん？」

「…………」

　にやにやと笑いながら問うダヴィードに、セルマが顔をしかめて黙り込む。

　なんだかんだと言っても、二人には未だ余よ裕ゆうが在った。亜人兵と棄獣の目的は分からないが、今すぐ自分達を殺そうという訳ではない様だと、理解したからだ。殺す積もりならば、途と中ちゆうで触手ごと海の中に突つっ込んでしまえば事足りる。

「──戻もどりました」

　亜人兵の一人が、大海魔クラーケンの触手から桟橋部分に飛び降りながら言う。

　あの黒と亜あ麻ま色の髪かみの……トールと斬きり合っていた亜人兵だ。

　その目は洞窟の最さい奥おう部、そこに穿うがたれた二回りは小さな孔あなに向いている。何ど処こかに繫つながっているらしく、微かすかに光が漏れてくるそこから、五名の男達が歩み出てきた。

「……人間」

　呟く紅チャイカ。

　そう。現れた男達は、いずれも普通の人間で、亜人兵ではなかった。

　五名の内、二人は魔法機杖を携たずさえている事からして、魔法師なのだろう。いずれも薄うすい灰色の長衣を身に纏まとい、薄革製らしい手て袋ぶくろに、同じく長靴ブーツ、という格好が共通していた。

　そして──

「……ようこそ」

　亜人兵の事はまるで無視する様に、真ん中の男が、紅チャイカに視線を向けて言った。

　男の顔には額から頰ほおにかけて、大きな疵きず痕あとが走っている。

　枯かれ葉は色の髪を短く刈かり込み、四角い顎あごと太い鼻を備えた、見るからに厳いかめしい顔つきなのだが……その眼は半ば瞼まぶたを閉じるかの様な、奇き妙みように眠ねむたげな様子で、凄せい惨さんな疵痕とは別に落ち着いた印象があった。

「歓かん迎げいしよう、チャイカ・ガズ」

　疵痕顔スカーフエイスの男は低い声で言った。

「君で五人目だがね」

「…………!?」

　唐とう突とつなその言葉に、眉まゆをひそめる紅チャイカ。

　トールが言っていた様に、『我こそは本物のチャイカ』と主張する者は、彼の傍に居る白チャイカを含ふくめて何人か居るのだろう。そしてこの疵痕顔の男は、その事実を知っている。知った上で『チャイカ』を狩かり集めているという事か。

（ひょっとして……）

　この海域に『遺体』を運んでいた船が沈しずんだ、という噂うわさは、この男達が故意に流る布ふさせたものではないか？　──『チャイカ』を名乗る者を、集めて、狩る為に。

　だとすれば……

「とりあえずチャイカ・ガズは六番に、他は十番にまとめて放り込んでおけ」

　疵痕顔の男は、視線を亜人兵達に向けると……低く、奇妙に力のこもった声でそう命じた。
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　鋼鉄の爪つめが岩いわ肌はだを搔かく。

　何度か試して引っ掛かかりを確認すると、そこに体重を掛けて身体からだを引き上げる──延々と繰り返したその地道な作業の果てに、ようやくトールは断だん崖がい絶壁の上じよう端たんへと辿り着いていた。

「……さて」

　掌てのひらに塡はめていた『鉄てつ爪そう』を外しながら辺りを見回す。

　近くに生えていた大きめの樹木に、懐ふところから取り出した紐ひもを結び付けると、トールは鉄爪をその先端に結んで投げ下ろす。下ではアカリ達が、トールの登とう攀はんの成功を待っている筈だった。

「隠れ家には絶好の場所なんだろうが……」

　眉をひそめながら、呟つぶやくトール。

　彼の目の前には──鬱うつ蒼そうとした森が広がっていた。

　要するに、森が島の外周、断崖絶壁の際きわにまで迫っているのだ。

　外から見る限り、根を張る為の土もあまり無い様に見えるが──どうやら火山の火口の様に、縁ふちの部分が最も高く、中央に行くほどに窪くぼんだ様な構造に、この島はなっているらしい。木々は薄い土砂の上で先まず発はつ芽がして、成長するに従い、岩の隙すき間まに根を這はわせる様にして、この島の環かん境きように適応しているのだろう。

　周囲の断崖絶壁や岩がん礁しようで、人は容易にはこの島に近づけない。

　また──海の上から眺ながめても、森という『壁』や中央部が窪んだ地形のお陰かげで、島の内部がどうなっているのかは分からない。

　確かに、周囲の目から逃のがれて、ただ隠れるだけならば、絶好の条件と言える。

　勿もち論ろん、利便性は皆かい無むに近い訳だが──

「……びっくり」

「確かにな」

　と白チャイカの声に、トールは背後を振ふり返りながら応じる。

「って…………おい」

　溜ため息いきをついて肩かたの力を落とすトール。

「そんな事が出来るんなら先に言え」

　とトールが半眼で睨にらむのは、チャイカ──ではなく。

　彼女が背中の棺ひつぎごとしがみついている、フレドリカの方だった。

　今の彼女は、少女ではなく、白銀の竜りゆうの姿をしている。

　見るからに威い嚇かく的な──長い首、長い腕、長い足、長い尾、そして大きく湾わん曲きよくする角つのを具えた異い形ぎようだ。顎を開けば、鋸のこぎりの刃はの様にずらりと並んだ牙きばを見る事も出来るだろう。

　ただし今のフレドリカは、翼つばさを具えていない。

　代わりに四し肢しにはトールの『鉄爪』と同様、いつもよりも遥はるかに大きい爪が──岩肌に引っかけて登攀する為ための爪が、具わっていた。

　ちなみにフレドリカの背には、アカリもちゃっかりとしがみついている。

「だってトール、言う前に行っちゃうんだもん」

　とフレドリカが答える。

　ちなみに竜の姿を採とっている一方で、声だけはいつもの少女のものである。

「微妙に不気味だから、その格好の時にその声で喋しやべるな」

「はいはい」

　軽い返事と共に、青白い光が装鎧竜の姿を覆おおう。まるでちょっとした爆ばく発はつの様にフレドリカから四方八方に風が吹ふいて砂さ塵じんを巻き上げたかと思うと──塵じん煙えんが晴れたそこには、いつもの、金きん髪ぱつと紅眼の少女が立っていた。

「というか、飛べば簡単なのに」

「見つかるだろ。昼間に、遮しや蔽へい物が無い海の上じゃ。魔法は光るしな」

　と膨ふくれっ面つらで言うフレドリカにトールは言う。

　トール達は、どさくさ紛まぎれで一いつ旦たん──沈む船に巻き込まれたのを装い、その中に潜ひそんで亜人兵達と大海魔をやり過ごした。たとえフレドリカの助力が在ったとしても、あの場で戦うのは得策とは思えなかったからである。

　水はチャイカの嫌けん水すい魔法──以前、航天要よう塞さいから脱だつ出しゆつした時と同様、水を避よける作用力りき場ばを展開する事で耐こらえ、その後、竜形態に戻ったフレドリカに摑つかまって水中を進んできた。

「見つかる？　誰だれ？」

　と首を傾かしげるのはチャイカである。

「襲おそってきた連中の親玉に、だよ。多分──あの亜人兵と大海魔の後ろに何者かが居る」

　亜人兵達と大海魔を手下として使い、チャイカを狙ねらっていた──何者かが。

「そもそも兄あに様さま──」

　アカリがトールの横に並ぶと、眼を細めて森を見み遣やりながら言った。

「あの『紅チャイカ』を追いかけてくる必要は在ったのか？　敵だぞ」

「……ああ、そういう事か」

　トールは頷うなずく。

　折角、あの大海魔と亜人兵をやり過ごしたのだから、このまま逃げるという選せん択たく肢しも在った。海に沈んだ『遺体』の噂が本当かどうかは未だ分からないが、態勢を立て直す為に一旦は陸に戻った方が、何かと融ゆう通ずうは利きく。

　だがトールは亜人兵達を──というよりも、彼等に囚とらわれた紅チャイカ達を追う事を選択した。

「それは──」

「そんなにも兄様は銀髪と、平らな胸が好きだと言うのか？」

　トールの台詞せりふの頭を押さえる様にしてアカリが言った。

「いや。あのな？」

「まさか一人では満足できないと言うのか？」

「むいっ？」

　指さされて思わず左右を見回し──そして自分の胸むな元もとに視線を落とすチャイカ。

「何の話だよ」

「その驚おどろく程の貪どん欲よく振ぶり──」

　アカリは拳こぶしを握にぎりしめて言った。

「それでこそ兄様だ」

「お前は責めてるんだか褒ほめてるんだかどっちだ？」

「両方だ。勿論」

「……『遺体』を一つ手に入れたって言ってたからな」

　と溜息を一つついて、トールは言った。

「紅チャイカを追ってきたというより、あいつの持っているであろう『遺体』を追ってきたってのが正しい。それと──」

　トールはチャイカの方を振り返る。

「どうもあいつら、チャイカを──チャイカ達を、重点的に狙ってたろ」

「むい？　私？　達？」

　と自分の頰を指さすチャイカ。

「気付けよ、お前も」

　と言ってからトールは森の方を見遣る。

「連中──何が目的か知らないが、正体をはっきり摑んでおかないと、後で色々面めん倒どうな事になりそうだしな。ひょっとしたら『遺体』を積んだ船が沈んだって話も、連中がチャイカをおびき寄せる為に撒まいた餌えさだって可能性が在る」

「ふむ……」

　とアカリが頷く。

　彼女はしばらく腕を組んで何事か考えている様だったが……

「ところで兄様。気付いているか？」

「近くに、やたら色々な──それも妙みような気配があるって事か？」

　トールは言った。

「いや。実はさっき、生理が始まってな」

　きりっ……と表情を無意味に引き締しめてアカリは言った。

「報告せんでいい！」

「大事な事だぞ。さすがの私も、生理中は戦せん闘とう能力が一割ほど落ちるかもしれない」

「とてもそんな風には見えないけどな」

「そうは見えない様に隠かくしているのだ。乙おと女めの恥はじらいという奴やつだな」

「恥じらう乙女が、生理日を自己申告してくんな」

　言ってから──トールは改めて眼を閉じて辺り一帯の気配を探る。

　元より森というものは、生命に満ちあふれ、様々な気配が入り乱れているものではあるのだが──そこには大たい抵てい、ある種の均きん衡こうが生まれる。森が『養える』生き物の数と種類には自おのずと制限があるからだ。植物の数。昆こん虫ちゆうの数。草食動物の数。肉食動物の数。そしてそれらの棲すみ分けと行動時間。これらの比率は概おおむね何ど処この森でも同じで──だから『気配』も似てくる。

　特に支配種──その森で最上位に位置する獣けものは、大抵、一種か二種に限られ、個体数においても他の動植物に比べて圧あつ倒とう的に少数であるのが常だ。それを以もつて人間は『森の主ぬし』と呼んだりもする訳だが──

「少し調べてみるか。チャイカ」

「むい？」

「魔法で森の中をあちこち見る事は出来るか？　魔法の光を見られたら困るからな、その岩いわ陰かげに回り込んでくれ」

「うい。任せる、希望」

　頷くと、チャイカはトールの指さした岩の陰に入って機杖ガンドを操作。

「トリ・ジ・コンタ・サティア・ワム・エイ・コーグ──」

　呪じゆ文もん詠えい唱しようと共に青白い光が虚こ空くうに滲にじみ、光で描えがかれた『部品』が同心円上を回転する。それらはやがて互たがいに嚙かみ合って、一つの魔ま法ほう陣じんとして完成した。

「顕あらわれよ──〈隠ザれ・窺セうンもサのー〉」

　次の瞬しゆん間かん、チャイカの周囲に幾いくつもの『泡あわ』が浮うかんだ。

　いや。それは勿もち論ろん、実体の在るものではない。蜃しん気き楼ろうの様に、何処かから切り取られてきた光景──虚きよ像ぞうが、球面を成して映し出されているのだ。

　それらは、ゆっくりとチャイカの周囲を巡めぐる。

「……やっぱりか」

　トール達は、チャイカの傍かたわらに立って、そこに映し出されるものを見つめた。

「これは独角馬ユニコーンか？」

「こっちは双頭犬オルトロスだな」

　泡の上に映し出されたのは──トール達が過去に出会った事のある棄獣だ。

「奇眼鳥コカトリスも居るな」

　アカリが別の『泡』を見つめて言う。

「棄獣大集合か」

「装鎧竜ドラグーンも居るね」

　とフレドリカが言う。

　確かにそこには──色こそ彼女とは違ちがうが、装鎧竜らしき姿の大おお型がた獣じゆうも映っている。

「しかも海には大海魔クラーケンか。どうなってんだ、本当？」

　基本的に、棄獣は相そう互ごの折り合いが悪い。

　棲み分けが出来ているというか──一種の棄獣が生息していれば、他の棄獣がその地域に居る事は珍めずらしい。勿論、騎き士しと契けい約やくした装鎧竜や、魔法師に操あやつられた独角馬、双頭犬、奇眼鳥、等──つまり何らかの不自然な力が働いている場合は、この限りではないが。

「……んん？」

　ふとフレドリカが首を傾げる。

「どうした？」

「んー……装鎧竜には間ま違ちがいないんだろうけどさ」

　装鎧竜の化け身しんは珍しく、困こん惑わくするかの様な表情で言った。

「なんだか私とは違う感じがするんだよね。同族に会った、って気がしない」

「…………ふむ？」

　トールは眉まゆをひそめて腕を組む。

　これはあの大海魔が、亜人兵達に協力していた事と何か関係が在るのか。

「棄獣を、装鎧竜や大海魔も含ふくめて、操れる様な……新しい魔法技術があるって事か？」

　ガヴァーニ領で出会った魔法師も、新たに自分で開発した術式を用もちい、本来ならば恒こう常じよう的に支配出来ない筈はずの兵士達を、大量に操っていた。

　魔法は技術であり、機会と時間と費用があれば、当然に変化し、進歩し、発展する。

　昨日まで出来なかった事が、明日も出来ない、とは限らないのだ。

「いずれにせよ、これはちょっと厄やつ介かいかもな」

　改めて森を眺ながめながら──トールは物もの憂うげにそう言った。
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　手て枷かせを塡はめられた状態で、紅チャイカ達は奥へと連行されていた。

　既すでに洞どう窟くつとはとても呼べない、四角く綺き麗れいに切り抜ぬかれた通路を、歩かされている。前後から紅チャイカ達を挟はさむのは亜人兵達だ。

　通路には点々とランプが焚たかれ、換かん気きの為ためか、壁かべや天てん井じようには一定間かん隔かくで孔あなが穿うがたれている。

　そして、そこを通って聞こえてくるのは──

「……獣？」

　紅チャイカは呟つぶやく。

　それは確かに獣の唸うなりや吠ほえ声だ。風の音がそう聞こえる場合もままあるが、その場合は一定の調子の繰くり返しになる事が多い。幾つもの種類の低い『声』が入り交じり反はん響きようする様子は、明らかに生き物の──それも数多くの──声だった。

「…………」

　やがて──紅チャイカ達は開けた処に出た。

　巨きよ大だいな縦穴の様な処で、壁に沿ってぐるりとテラス状の通路が設もうけられている。縦穴の底はちょっとした広場ほどの広さがあり、何やら幾つもの魔法機関らしきものが置かれていた。それらはいずれも、低い唸りを上げて稼か働どう中の様だ。

　そして……

「──あれは」

　縦穴の片かた隅すみ……そこに硝子ガラス製らしき球体が幾つも並べられている。

　大きさは様々で、人間が両りよう腕うでで抱かかえられそうな大きさのものも在れば、鋼はがねの骨組みで補強された、その十倍以上の規模を持つ代しろ物ものも在った。中には液体が満たされている様で、泡が時折、上がっているのが見える。

　だが何よりも紅チャイカの注意を引いたのは──その中身。

「亜人兵？」

「双頭犬も居るわね」

　紅チャイカの呟きに──すぐ後ろを歩いていたセルマが応じた。

　硝子球の中に、亜人兵や双頭犬が身を丸めて収まっている。奥の方には他にも奇眼鳥、独角馬の姿も見受けられた。その全てが、眼を緩ゆるく閉じていて眠ねむっている様に見える。

「多分、錬れん生せい術じゆつの研究施し設せつ」

「錬生術……」

「錬金術から派生した魔法技術の一分野よ。生物を弄いじる事に特化してる」

　セルマは無表情にそう解説してきた。

「亜人兵を造り出した技術も、錬生術の一いつ環かん。魔法技術の例に漏もれず、一番進んでいたのはガズ帝てい国こくだって話だけれど」

　ガズ帝国の魔法技術の多くは、皇こう帝てい手ずからが手がけたものだ。枝えだ葉はの技術は勿論、配下の魔法師ウイザード達によるものだが、アルトゥール・ガズが全体の指揮をとって発展させてきた事は間違いない。

　ガズ皇帝は、自身の素す性じようや身辺について秘密主義を貫つらぬく一方で、魔法技術の機密保持に関しては随ずい分ぶんと杜ず撰さんだったと言われている。この為に、ガズ帝国からは数多くの魔法技術が他国に流れ、それは結果的にガズ帝国滅めつ亡ぼうの一因となっていった訳だが……あるいはガズ皇帝自身は、自分達が最さい先せん端たんを行っているという自負から、遅おくれた技術を必死に漁あさる他国の力を、見くびっていたのかもしれない。

　実際には多少の技術的先進性も、連合国軍の圧倒的物量の前には、押し潰つぶされるだけだった訳であるが。

「……ガズ帝国」

　ふと足を止めて紅チャイカは呟く。

　それは自分の生まれた国──である筈だが。途と中ちゆうに記き憶おくの欠落が在って、全てが一本の線の延長上に無いせいか、何処か遠い国の事の様にすら思える。

「あれってラーケ語の文字だよな？」

　更さらに、後ろからダヴィードが声を掛かけてくる。

　言われて見れば、通路の端はしや、魔法機関の上に、標識や注意書きらしき文字が書き込まれているのが見える。走り書きで乱れているものが多いので、判別はしにくいが──確かにラーケ語、つまりガズ帝国の公用語に似ている。

「つまり此こ処こは、ガズ帝国に縁ゆかりの何か？」

　セルマが改めて周りを見回しながら呟く。

「でも──それなら、どうしてチャイカを狙ねらう様な真ま似ねをしたか、という疑問が残るわね」

「まああの白いのに限らず、ガズ帝国の後こう継けい者しやを名乗ってる奴やつはちょこちょこ居るみたいだけどな。そういう奴が、『自分以外は邪じや魔ま』と考えて──って事は？」

　ダヴィードが軽い口調で言う。

　彼自身もあまり信じていない様な物言いだが──

「……でも」

　紅チャイカは足元に視線を注ぎながら言った。

　あちこちのランプから注がれる光で、曖あい昧まいな影かげが歩く彼女の下に揺ゆれている。

　明確な輪りん郭かくを持たず、幾いく重えにも重なる──影。

「チャイカ──私を。そう呼んだ」

「…………」

　顔を見合わせるセルマとダヴィード。

　確かにダヴィードの説が正しいなら、此処の人間が紅チャイカを『チャイカ』の名で呼ぶのはおかしかろう。『偽にせ物もの』なり何なり、他に相応ふさわしい呼こ称しようは在る筈だ。

「──黙だまれ。歩け」

　先頭を行く亜人兵が立ち止まって振ふり返り、そう言ってくる。

「聞き分けが悪ければ、指の一本や二本は切り落として良いと言われている」

「つまり、殺していいとまでは、言われてねーんだ？」

　ダヴィードがからかう様に言った。

「…………」

　亜人兵は黙って──頷うなずく。

　次の瞬間、ダヴィードの後ろについていた亜人兵が、彼の脇わき腹ばらを殴なぐった。

「ぐおっ……」

　血は止まりはしたものの、勿論、まだ治ってなどいない傷である。ダヴィードは呻うめいて身を揺らす。その場に跪ひざまずかなかっただけでも、大したものであるが──

「お前達は生きていた方が利用価値が高いから、生かされているだけだ。双頭犬や独角馬、奇眼鳥は、生きた人間の方を喜んで食うからな」

　先頭の亜人兵が言う。

「…………くそったれ」

　呻くダヴィードを、そして表情を強こわ張ばらせる紅チャイカ、セルマを順に眺めてから、亜人兵は、感情のこもらぬ低い声でもう一度言った。

「黙れ。そして歩け」

「…………」

　此処で無理に逆らっても益は無い。

　紅チャイカは、亜人兵達を睨にらみ──そして前を向いて歩き出した。
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　扉とびらを叩たたく音に、ヴィクトル・イズマッシュは顔を上げた。

　大きな疵きず痕あとの在る顔を歪ゆがめ、扉の方を睨む。

　研究作業を中断されるのはヴィクトルが嫌きらう事の一つだが──時間的に亜人兵が定期的な報告に来る時間であると思い直して、咳せき払ばらいを一つ。表情を落ち着いたものに整える。

「──開いている。入れ」

　そう扉越ごしに言うと、『失礼します』と一言断って、亜人兵が一人入ってきた。

　予想通り──亜人兵部隊の隊長であるキリル・タトラ４７だ。

　亜人兵は、特定の能力を引き伸ばした結果として、均衡バランスを失う個体も少なくないが、その意味でキリルは、例外的に完成度の高い個体だ。

　体格も兵士としては理想的で、精せい悍かんな獣けものの様な強きよう靭じんさが、その姿からも窺うかがえる。

　目付きは鋭するどい──というよりも眼光が強く、精神面でも比ひ較かく的てき、安定している。他の亜人兵に対しても影響力が在る事から、ヴィクトル達は彼に隊長役を任せていた。初期に配属された本国製の亜人兵達は、魔法で動かす訳にはいかない。統率者が必要なのだった。

「報告いたします」

　キリルは敬礼してから、型どおりにそう告げてきた。

「今回の『チャイカ』捕ほ縛ばく任務は、現場において予想外の事態が発生いたしました」

「……聞いている」

　ヴィクトルは眉をひそめて言った。

「二組、乗っていたそうだな」

　黙っていても『チャイカ』が寄ってくる様にと、『遺体』を乗せた船が沈ちん没ぼつしたという噂うわさを流させたのは、ヴィクトル達だ。

　だがまさか二組の『チャイカとその一味』が同じ船に乗り合わせるとは思っていなかった。しかも当初、港の監かん視しとして置いていた者からの連れん絡らくでは、一組の報告しか受けていなかった為、派は遣けんした亜人兵部隊も、その積もりで動き、現場で予想外の状じよう況きように出で会くわす事となったのだ。

　結果──

「片方は取り逃にがしました」

「そちらについては、改めて大海魔クラーケン型擬獣フエイカ三号と四号、奇眼鳥型擬獣の第六群を問題の海域の探たん索さくに派遣する様、申しつけてある。最悪、死んでいても死体は回収出来るだろう」

　ヴィクトルは言った。

　正直な処──彼はキリルの存在を鬱うつ陶とうしいと感じていた。

　新しい『チャイカ』が手に入ったのだ。早く準備を整えて情報を得たい。情報を得れば得るだけ先に進める。そして一いつ瞬しゆんでも早く到とう達たつするのだ──最終段階に。

　この五年間……その一念でヴィクトルは俗ぞく世せから離はなれ、この孤こ島とうに仲間達と共に籠こもって研究を続けてきたのである。その他の事は全て、優先順位の低い雑事に過ぎない。

「報告はもういい。下がれ」

　ヴィクトルは、再び机に向かいながら片手を振って見せる。

　しかし──

「──遺体回収、ですが」

　キリルは何な故ぜか、食い下がった。

「その際に、仲間の遺体も一いつ緒しよに回収していただけないでしょうか」

「…………」

　苛いら立だちを堪こらえて、ヴィクトルはキリルを振り向く。

　亜人兵の隊長は、無表情の仮面に感情を押し込める様にして、続けた。

「今回の任務で三名が負傷し、船の沈没に巻き込まれて死亡しました」

「兵士の死傷は基本的に想定内だ」

　まして亜人兵は使い捨ての消しよう耗もう品ひん──少なくともヴィクトルはそう考えていた。

　ガズ帝国滅亡の直前、本国から送られてきた亜人兵は既すでに半分にまで減ったが、既に代だい替たい用亜人兵の──擬ぎ人じん兵の『量産』技術は確立している。足りなくなれば生産すれば良い。

「そも兵士の死は大たい抵ていが野の垂たれ死にだ。死体など回収出来ない事の方が多い」

「はい。しかし──」

「何かね？　皆で追つい悼とうの宴うたげでも開こうと？」

　じわりとヴィクトルの口調に苛立ちが滲にじむ。

「……いえ」

　キリルが首を振る。

　ヴィクトルはしばらく、この亜人兵の隊長を睨み据すえていたが──

「ブルダニンに頼たのめ」

　ヴィクトルは再び机に向き直りながら、言った。

「現場探索の棄獣共は、彼が制せい御ぎよしている」

「……は。ありがとうございます」

　キリルは敬礼すると、ヴィクトルの部屋を出て行った。

　直接、脳をいじくって服従する様にしてある擬獣や、この島で量産試作された擬人兵と異なり、本国製の──初期生産型の亜人兵は時折、こうした予想外の反応をしてきてヴィクトルを苛立たせる事が在る。

「面めん倒どうな奴やつ等らだ」

　ヴィクトルはそう呟つぶやくと、再び作業工程表をまとめる行こう為いに没ぼつ頭とうした。
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　悠ゆう然ぜんと森の中を、独角馬ユニコーンの群れが進んでいく。

　いや。それは群れというよりも、『部隊』と表現した方が正しいだろう。

　木々の間を進むその姿は、綺き麗れいに整列しており、一糸乱れぬ規律の正しさが見て取れる。

　本来、その姿に反して、単独狩しゆ猟りよう性せいの肉食獣である独角馬は、当然、縄なわ張ばりを持って、他の個体を排はい除じよしようとする傾けい向こうにある。この様に集団を成す事は本来、繁はん殖しよく期きでもない限り在り得ないし──ましてや、この様に整然と並んで行進するなどという事も、在り得ない。

「どうなってんだこれは」

　トールは、木こ陰かげから眉まゆをひそめて、その様子を眺ながめていた。

　少し離れた処にはチャイカ、アカリ、そしてフレドリカの姿も在る。トールだけが先行しているのは、気配を絶つ技術を持たないチャイカやフレドリカが、独角馬達に存在を察知される可能性があったからだが──

「…………」

　トールは足音を殺して、チャイカ達の処へと戻もどる。

「訳が分からない。隊列組んで行進する独角馬とか」

「さっき装鎧竜ドラグーンが飛んでるのも見えたけど」

　とフレドリカが首を傾かしげて言った。

「やっぱりなんか、違ちがう感じがするのよね。上手く言えないけど」

「…………違う、か」

　トールはフレドリカの感じている違い和わ感かんがなんなのかは分からないが、少なくともこの島に居る棄獣達が普通で無いのは、間違いなかろう。

「──兄様」

　ふとアカリが、トールに注意を促うながしてくる。

　彼女が指さすのは、独角馬達が向かう先だ。

　そこは小さな丘おかの様になっていて──斜しや面めん状になっている地面が、突とつ如じよとして割れた。

　いや。実際には地面が割れたのではない。恐おそらくは斜面に偽ぎ装そうした形で出入り口が設けられていて、そこに取り付けられた扉が開いたのだろう。まるで風景の一部を切り取ったかの様に、斜面が、上に生えている草木ごと横にずれて──その中から、木箱の様なものを運び出してくる亜人兵達の姿が見えた。

　木箱。中身は──

「……餌えさか」

　呟くトール。

　その箱の中には、生肉らしきものが満まん載さいされているのが見えた。

　やがて独角馬達は整然と──まるで配給か何かを受ける難民の様に──並んで、亜人兵達が投げて寄よ越こすそれをくわえては、去って行く。明らかにそれは、餌え付づけの場面だった。

「……あの連中が棄獣を飼ってる訳か？」

「どうもその様だ」

　とアカリが頷うなずく。

「だが棄獣っていえば基本、人とみれば襲おそう怪かい物ぶつだろう。それが亜人兵とはいえ──」

「へえ、そうなの？」

　と首を傾げて聞いてくるのは、あろうことか、その棄獣の中でも戦せん闘とう力では一、二を争うと言われる装鎧竜の化身だったりする訳だが。

「……装鎧竜や大海魔は別にして」

　トールはフレドリカから視線を逸そらして、妹の方を見る。

「しかし本当に何なんだこれは……？」

「……稀き少しような可能性」

　ふと口を挟はさんできたのはチャイカである。

「錬生術による改造……？」

　首を傾げてチャイカは言った。

「なに？　練生術？」

「魔ま法ほう技術。その一つ。生物改造。身体改造。身体複製。装鎧竜の魔法──模も倣ほうと再現」

「装鎧竜の魔法みたいに、生き物の身体を作ったり出来る？」

「多分」

　こっくりと頷くチャイカ。

　確かにフレドリカの──装鎧竜の魔法は、変身、つまり身体変化の効果を発揮する。傷を消すのは勿もち論ろんだが──その気になれば腕や足を増やす事も、それまで備わっていなかった翼つばさや角を生やす事も可能になるらしい。

　そうした『生物の身体を扱あつかう』魔法の延長ならば、棄獣の身体を改造したり、棄獣そのものを複製したりする事も可能なのかもしれない。

（……もしそれが可能だとして。何ど処こまでが可能なんだ？）

　ふと、そんな事を想うトール。

　例えば極きよく端たんな話──トールを縦に真っ二つにした状態から、フレドリカに嚙み付いて貰い、変身の魔法で『修復』して貰もらった場合、トールは二人になるのか。それとも片方が無傷に戻って、もう片方は半分のまま朽くち果はてるのか。

　後者だとすれば、無傷に戻る側と、朽ち果てる側、その違いは何処に出る？

　フレドリカに嚙かみ付かれた方か？　だとすれば仮にもう一体装鎧竜が居て、二体が同時に、二等分されたトールに嚙み付けば、どうなる？

　トールは二人に増えるのか。

　それとも──

「…………」

「トール？」

　チャイカが、黙だまり込んだトールの顔を怪け訝げんそうに覗のぞき込んでくる。

「いや……なんでもない」

　そう答えるものの、トールの脳のう裏りには一つの疑問が居座っていた。

　複数存在する『チャイカを自じ称しようする者』──彼女等がもし、上記の様な方法で数を増やされた存在だとすれば？

「兄様。どうする？」

　アカリが件くだんの出入り口の方を見ながら言った。

　丁度、独角馬に餌を与あたえ終わった亜人兵達が、木箱を中に運び込んでいる処だ。

「地上でうろつくより、あの中に入った方が見つかる可能性は低いかもしれない」

「……ああ。そうだな」

　チャイカ、フレドリカにその場に残る様言い置いて、トールはアカリと共に斜面に開いた扉とびらの方へと近付いていく。扉が完全に閉まるのを待って、二人はそこに駆かけ寄よった。

「良く出来てるな」

「確かに、少しはなれて見れば分からない──が」

　トールは頷いて、その『扉』に触ふれる。

　一見、普通の斜面と同化していて、そこに出入り口があるなどとは分からないが……近付いてみれば、土砂や枯かれ葉は、小石といった諸もろ々もろが樹じゆ脂しの様なもので固定されているのが分かる。

「在った。これだ」

『扉』の表面やその周囲を掌てのひらで探っていたトールは、やがてある一点を見つけ出した。

『扉』の表面ではなく、その脇わきに、一カ所だけ不自然に樹脂で固定されている小石が在る。これを弄いじっていると──金属音がして、僅わずかだが『扉』が動いたのが見えた。

「警報の類たぐいが、仕し掛かけられてなければいいんだがな」

　トールはゆっくりと扉を開いて、中の様子を窺うかがう。

　ひんやりとした岩の壁かべや床ゆかが、延々と続く通路が、延のびているのが分かったが──奥がどうなっているのかは、さすがに、外から窺い見るだけでは分からない。

「特に警報の類も無し、か」

「元より人間に対するものではないのでは？」

　とアカリ。

　外部からこんな絶海の孤こ島とうに侵しん入にゆうしてくる人間がそうそう居るとも思えないし、普通の人間なら棄獣の姿を見た途と端たんに、この島を出て行くだろう。最初からこの『扉』は人間の侵入者を想定していないのだ。あくまで外部から──空から、あるいは魔法による遠視など──目立つ人工物が見み咎とがめられないように、という程度のものでしかないのだろう。

「何にせよ、外よりは安全だろう。忍しのび込むぞ」

　トールはチャイカ達を手招きしてから、先に中へと滑すべり込んだ。

　続いてアカリ、そしてチャイカ、フレドリカの順で入ってくる。

「凄すごいなこれは」

　トールは壁を拳こぶしで軽く叩たたきながら言った。

　表面は──驚おどろく程に滑なめらかで、光の具合によってはトール達の顔が映り込みそうな状態だ。通常の工法で此こ処こまでするのは手間が掛かりすぎる。魔法で加工されたのは明らかだった。

「…………」

　わずかに下向きの傾けい斜しやのついている通路を、歩いて行くトール達。

　しばらく歩くと、不意に通路は開けた場所に繫つながった。

「これは……」

「──桟さん橋ばし？」

　トールの脇からひょいと顔を出して呟つぶやくのはチャイカである。

　確かにそこは──船着き場の様な様相を呈ていしていた。

　トール達の通ってきた廊ろう下かは、巨きよ大だいな洞どう窟くつ状の空間に繫がっており、その底──トール達から見て足元よりも更さらに下、建物で言えば二階層ばかり下に、大量の水が満たされていた。壁から枝の様に桟橋が幾いくつも延びているが、水面が殆ほとんどで、人間の立てる場所はあまり無い。

　そして──

「やっぱりアレもそうなのか」

　そこには船ではなく──大海魔クラーケンが数体、佇たたずんでいる。殆どの部分は水面下だが、あの巨大かつ特とく徴ちよう的な殻からは見み間ま違ちがえようが無かった。

「しかもこれは……」

　トールはすぐ脇の壁に貼はり付けられた木製の板を見る。

　そこには文字が書かれているのだが──

「ラーケ語だな」

　アカリが言った。

「むい？　あ──」

　チャイカが今いま更さらの様に気付いたようで、眼を丸くする。

「本当だ。ラーケ語だ……懐なつかしい」

　と彼女がまさにそのラーケ語で呟くのが聞こえた。

「つまり此処は、ガズ帝国縁ゆかりの場所って事か？　だとすると──」

　トールは眉まゆをひそめて辺りを見回す。

　あの亜人兵達が、明らかにチャイカを狙ねらっていたというのは、どういう意味なのか？

　ガズ帝国の残党が、正当後こう継けい者しやをお迎むかえに上がった──という雰ふん囲い気きでなかったのは間違いない。他の『チャイカ』を担かつぎ上げている集団が、『偽にせ物もの』の排はい除じよに乗り出したという事か？

「また、面めん倒どうな事にならないといいがな」

　トールは溜ため息いき交じりにそう呟いた。
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「……ヴィヴィ」

　声を掛けられて振ふり返ると──そこにはズィータと、そしてニコライが居た。

　二人が居るのは、〈エイプリル〉号の内部、個人用の寝しん台だいなどが置かれている区画の入り口だ。内部は比ひ較かく的てき余よ裕ゆうを持って作ってある〈エイプリル〉号だが、それでも機車ヴイークルは機車、どうしても狭せまい通路の様な場所が出てくる。

　ズィータは気き遣づかわしげにこちらを見つめており、ニコライは壁に背中を預け、反対側の壁に足をついている。まるで『行かせない』と告げているかの様な体勢だった。

「とりあえず、本部と連れん絡らくがついた」

　と言ってきたのはニコライである。

　彼はヴィヴィの方ではなく、壁についた自分の爪つま先さきに視線を注ぎながら言った。

「隊長の死亡により、任務は一時中断、王都に帰き還かんしろ、との命令だ」

「……そう」

　ヴィヴィは呟く様に言った。

「で──お前は何をしてる？」

「…………決まってるでしょ」

　ヴィヴィは、唸うなる様な声で言った。

「ジレット様を生き返らせるのよ。レオナルドが持ち帰った腕は、悪いけれど、私が貰うわよ。生き返らせるのに、どうしても身体からだの一部がいるらしいから」

「棺ひつぎにでも入れて担いで歩くか？」

　皮肉げな口調で問うニコライ。

「……そうね。それも、らしくていいかもね」

　暗い笑顔を浮うかべてヴィヴィは言った。

「話はレオナルドから俺も聞いたが──胡う散さん臭くさすぎるだろうが。そんな話」

　確かに死者を復活させる技法があるなどという話、出で鱈たら目めと考えるのが普通だろう。

　魔ま法ほうは確かに死者の記き憶おくを消費して発現するし、高度な魔法になれば、傷の修復や病やまいの治ち療りように用いられたりもするが……それと『命』そのものを取り扱う事、それも死者を蘇よみがえらせられるかどうかは、まるで別物だ。

　しかし……

「それは、そうなんだけどね」

　とヴィヴィは首を振った。

「でも駄だ目めなの。私、このままジレット様の死を受け入れるとか、頭がおかしくなりそう。何かしていないと。この無む慈じ悲ひな現実に抗あらがう何かを。それがどれだけ夢物語に等しくても、どれだけ実現の可能性が低くても」

「…………ヴィヴィ」

　痛ましげにズィータが呟く。

「元々私は……帰る場所も別に無いし。全てが噓うそで、何もかもが無む駄だになって、何ど処こかで野の垂たれ死んでも──駄目で元々よ」

　そう言うとヴィヴィは、改めてズィータとニコライの方に向き直る。

「だからどいて。行くわ」

「……ヴィヴィ！」

「ズィータ……お願い。どいて」

　ヴィヴィは表情を緩ゆるめて懇こん願がんする。

　友達に手て荒あらな事はしたくなかった。

「勝手に行かせられねぇな。第一、お前一人で何が出来る？」

　ニコライが言った。

「何かは出来るわ」

　ヴィヴィはきっぱりとそう返す。

「少なくとも、壁に向かってただ泣いているよりは、意味の在る事がね」

「結果が出せなきゃ同じだ」

　ニコライはにべもなくそう言い──

「こういう事はやっぱり、部隊できちんと統一意思の下もとに動かねえとな」

「…………は？」

　一いつ瞬しゆん、意味が分からずそう問い返すヴィヴィ。

　だが──

「自分一人が隊長の事を、大事に思ってました、てな顔してんじゃねえぞ、こら」

　ニコライは足を降ろしてヴィヴィに向き直る。

「なめんなよ。俺等もあの人には大なり小なり恩があるし、本当に生き返らせる手段があるってんなら、黙だまってられねえよ」

「……あんた」

　眼を丸くするヴィヴィ。

「いいから一いつ旦たん、荷物置け。これからどう動くか、相談するぞ」

　ニコライは〈エイプリル〉号の真ん中の客室を──皆で何かを相談する時はいつもそこだ──指さしてそう言った。
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　一体どれだけの規模があるのか。

　通路を警けい戒かいしつつ進みながら、トールは戦せん慄りつを覚えていた。

　縦に大きいか横に大きいかの違ちがいは在れど、先日の航天要よう塞さいと同等か、それ以上の規模がこの島には──施し設せつにはある様だった。

　しかも、通常の砦とりでや要塞とは、造りも違う。

　恐おそらくは錬生術研究用の施設であるからだろうが──厄やつ介かいなのは、トールの乱破師としての知識が殆ど通用しない事だった。何処に何が在るのか、よく分からないのだ。

「…………」

　小さな鏡をそっと掲かかげて、曲がり角から、通路の先をのぞき見る。

　丁度──亜人兵が二人、台車の様なものを押して歩いてくるのが見えた。

（……隠かくれろ）

　トールはアカリに指先の手話で指示。

　アカリは頷うなずくと、チャイカ、フレドリカを促うながし、手近な場所に在った窪くぼみへと身を潜ひそめる。それを確認してからトールは辺りを見回すと──音も無く床ゆかを蹴けって、壁かべの上じよう端たんと天てん井じようの間に両手両足を突つっ張ぱる形で身を支えた。

「…………」

　天井に張り付く形になったトールのすぐ下を、亜人兵二人が通り過ぎる。

　どちらも若い娘むすめの様だった。

　押している台車には食器らしきものが──木製の皿とスプーンが載のっているのが見える。少し汚よごれているので、明らかに使用済みのものだ。

（棄獣はスプーンを使わない。そして先せん端たんの尖とがった食器は無い。となると……）

　この先に捕ほ虜りよ、つまりは紅チャイカ達が囚とらわれている可能性が高い。

　亜人兵の二人が真下を通り過ぎた処で、トールは床に降りた。

「──!?」

　音は殆ど立てなかった筈はずだが、さすがに気配に気付いたか──亜人兵の娘達が揃そろってトールの方を振り返ってくる。ただ、自分達の根城の中で警戒心を緩めていたせいか、振り向くと同時に、腰こしに提さげた新月刀シミターに手を掛かけるまでの素早さは無い様だった。

「何者──」

　二人は改めて、腰の新月刀に手を走らせる。

「ぐはっ!?」

　右側の亜人兵はトールに当て身を叩たたき込まれ──崩くずれ折れる。

　だが左側の亜人兵は、その間に新月刀を抜ぬき放はなっていた。

　素早い踏ふみ込みでトールに向けて突きを──

「……かはっ？」

　繰くり出そうとしたその瞬しゆん間かんには、その亜人兵も短い吐と息いきを漏もらしてその場に倒たおれていた。

　後ろから駆かけ寄よったアカリの当て身である。

「普通に効くか」

　とアカリが呟つぶやいたのは、亜人兵に当て身を喰らわすのが、初めての経験だからだろう。実の処、亜人兵についてはトール達も話に聞いている程度で、その身体が見た目通り人間と同じなのかどうかも分からないのだ。最悪──当て身が全く効かない可能性も在った。

「さて──」

　トールは倒れた亜人兵の脇わきに屈かがみ込むと、その服を脱ぬがし始める。

　体格的に、アカリならば、この亜人兵達の衣装を着てもそう違い和わ感かんは在るまい。施設の中は全体的に薄うす暗ぐらいので、獣耳と尻尾しつぽは、それぞれ、紐ひもや髪かみ型がたをいじる事で誤ご魔ま化かす事が出来るだろう。要は相手がこちらに気付くまでの時間が、多少なりとも稼かせげれば良いだけの話である。

「兄様。兄様は実は獣の耳や尻尾に興奮する性た質ちであったか」

「あ……？」

　とアカリの方を見上げてから。

「……何処をどうしたらそうなる？」

「いや。当て身で気絶させた娘二人の服を脱がせようとしているのでな」

「トール、趣しゆ味み──特異？」

「あ。そうなんだ。じゃあ私も獣耳と尻尾つけようか？」

　チャイカが驚おどろいた様に眼を丸くして言い──更さらにフレドリカはいつの間にか、亜人兵の様に獣状の耳と尾を備え、これをぴくぴくと動かして見せた。

「しかしさすがは兄様。婦女子を手込めにするのに時と場所を選ばないな」

「誰だれが手込めにするつったか」

　唸る様に言いつつも、トールは手を止めない。

「──まさか」

　アカリは眼を丸くして──これがまた白々しい──言った。

「そ、そうか。兄様。私とした事がとんだ勘かん違ちがいを」

「念ねんの為ためにどう勘違いしていたか、聞いていいか？」

「私はてっきり、兄様が、この亜人兵の婦女子を手込めにする為に服を脱がそうとしていたのかと思ったのだが……」

　アカリも亜人兵の脇にしゃがんで服を脱がせながら言った。

「なるほど、実は自分が着て堪たん能のうする為だったのか。何という上級者……」

「堪能とかしねえって言ってるだろ」

「すまない。だが兄様、私にとって兄様は兄様、女装趣味があったとて、私の兄様への敬愛は変わらない──……いや、ひょっとして姉様と呼んだ方が良いのか？」

　そう言って首を傾かしげるアカリ。

　相変わらず表情に乏とぼしいので、今一つ本気か冗じよう談だんかの区別が傍はた目めにはつきにくい。

「黙れ。偽ぎ装そうだよ。お前が着き替がえろ。俺がこの服使って──とも思ったが、フレドリカが亜人兵みたいになれるんなら、フレドリカに着てもらった方がいいか？」

「私は服も皮ひ膚ふから作れるから、トールが着れば良いと思うよ？」

「……え？　いやそれは」

　フレドリカの台詞せりふに一瞬躊ちゆう躇ちよするトール。

「うむ。兄様。フレドリカもああ言っている。チャイカではさすがに大きすぎるし、ここはやはり兄様が女装すべきだと、私も強く提言する」

「偽装だ、偽装！」

　トールは言って、溜息をつく。

「こんな通路の真ん中で漫まん才ざいやってる場合か。とりあえず、こいつらを引っ張り込んで隠しておく場所を確保しねえと」

　いくら偽装しても気絶した亜人兵が見つかっては、意味が無い。

　トールは通路の傍そばに幾いくつか並んだ扉とびらを調べていく。

　そして──

「…………ん？」

　その扉には鍵かぎが掛かっていなかった。

　トールがこれを開いて中を覗のぞき込むと──その理由が分かった。

　二重構造になっている。

　部屋の中にまたもう一つ、部屋が作られているのだ。そしてそちらは──分厚い硝子ガラスと鋼鉄らしい『壁』で仕切られたそこには、見るからに頑がん丈じようそうな──トールの腕ほどもある太さの鉄柱が三本、壁や床に刺ささる様にして、その出入り口の扉を固定していた。

　要するにこれは──牢ろう屋やだ。

　だが……

「……!?」

　トールは身を強こわ張ばらせる。

　外から探った限りでは、人の気配は無かった筈だ。

　なのに、その硝子張りの牢ろう獄ごくの中には、一人の少女が座っているのが見えた。

　部屋が二重になっているせいで、この少女の気配に気づけなかったのか？

　それとも──

「どうした、兄様？」

　アカリがトールの脇から部屋の中を覗き込んで言う。

「む？　これは──」

　アカリは驚いた様子でその『牢獄』に歩み寄ると──その内側に居る少女を見つめる。

　何ど処こか、奇き妙みような雰ふん囲い気きの在る少女だった。

　いや。変わった雰囲気というのであれば、チャイカやフレドリカも相当に、変わってはいる訳だが──彼女等に比べて、ひどく茫ぼう洋ようとしているというか、存在感が希き薄はくである。

　まるで置物の様に、そこに座っているだけだ。

　トール達が部屋に入ってきたのを見ている筈なのに、驚く様子も無く──反応らしい反応を示さない。瞬まばたきしなければ、人形かとトールは勘違いしたかもしれなかった。

　それに──

（この眼──）

　確か金銀妖眼オツドアイと呼ぶのだったろうか──左右の眼の色が違う。

　右はまるで血を詰つめ込んだかの様な真しん紅く、左は、淡あわい、内側からまるで光が滲にじんでいるかの様な、透とう明めい感を伴ともなう蒼あお。右は何というか、フレドリカの眼の色とそっくりで──左はむしろ義眼の様な、硝子玉がそこに塡はまっているかの様な、不思議な印象である。

（魔ま法ほうの光の色に似てるな）

　ふとそんな事を想うトール。

　顔立ちは整っているが、未完成というか、多分に幼い印象が強い。

　髪は薄うすい紫むらさきで、長く伸のばしたそれを──座っているだけで、先端が床に達してわだかまる程に長いそれを、頭の左右で二条に括くくっている。

「むう……」

　アカリは感心した様に言った。

「ほんの少し会わなかっただけで、随ずい分ぶんと、様変わりしたな、こちらのチャイカは」

「…………あのな」

　思わずその場で傾かたむきかけた身体からだを何とか立て直して、トールは言った。

「別人だ、別人！」

「分かっている。冗談だ」

「…………」

　トールは溜息をついてその少女を改めて観察する。

　頭部に何やら絡から繰くり部品めいた髪飾かざりを付けている上──よく見ればその耳は少し尖っている。そもそも身につけている衣装も、指先が見えない程に長い袖そでで、しかも見た限り生地が麻あさでもなければ絹でもない、妙みように滑なめらかそうな部分が在る。

「亜人兵の一種か？」

「だとしてもどうしてこんな処に閉じ込められているか、だが」

　とアカリが言う。

「大体なんなのだ、この衣装は？　拘こう束そく着か？」

　確かに少女の着ているそれは、拘束着とよく似ていた。長い袖をそのまま身体に縛しばり付ける事で両りよう腕うでの自由を奪うばう──という使い方をするのだ。

　だが今現在、少女の袖は、別にその様な状態にはなっていない。

「どうしたの？」

「むい？」

　気を失った亜人兵二人を軽々と引きずりながら、部屋の中に入ってくるフレドリカ、それにチャイカが、トール達の様子を不思議そうに眺ながめている。

「いや。何だか先客が居たんだが──」

　トールは彼女等に場所を譲ゆずる様にして、出入り口に戻もどり、扉を閉める。

「何者かよく分からなくてな。まあ騒さわぐ様子が無いから、無視しても良いんだろうが」

「んん？」

「むい？」

　チャイカとフレドリカは揃そろって硝子越ごしにその少女を見つめる。

「…………」

　ぼんやりと──表情らしい表情も示さなかったその少女は、ふと瞬まばたきをした。

　そして──

『──チャイカ』

「むいっ!?」

　名を呼ばれてびくりと身を震ふるわせるチャイカ。

「──む？」

　アカリとトールも驚いてその少女を見る。

　少女は……それまではろくに反応すら示さなかった少女は、立ち上がって硝子越しにチャイカの方へと近付くと、ぺたりと両手を硝子に当てて、更にラーケ語でこう言った。

『待っていた──チャイカ』
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　暗あん澹たんたる気持ちを抱いだいて、宿舎の扉を開く。

　自分達が人間扱あつかいされていない事については、随分前から──それこそ生まれた時から気付いていた事であるが。錬生術による生き物の複製が可能になってからは、益々扱いが悪くなった様に思えて仕方ない。

　有り体ていに言えば、擬獣フエイカと同様の消しよう耗もう品ひん──そんな風に亜人兵について、魔法師達が考えているのが、その言動から透すけて見えるのである。未だ亜人兵の複製は──擬ぎ人じん兵は、量産試作しかされていないが、技術的にはすぐにでも量産可能と聞いている。足りなくなれば作れば良い。雑ぞう兵ひようなど、その程度のものでしかないのだと……魔法師達は考えている節があった。














「──キリル！」

　名を呼ばれて顔を上げる。

　地下なので窓一つ無く、おまけに『夜よ眼めが利きく』者が多いという事で、亜人兵用の宿舎には照明器具すら少ない。薄うす闇やみに沈しずんでいるその廊ろう下かを、一人の少女が駆かけ寄よってくるのが見えた。

「ウルスラ……」

　ウルスラはキリルと同じ──虎とらの様に二色の髪の色を持つ亜人兵だ。

　ただしキリルが亜人兵として高い水準で完成していると魔法師達に評価されているのに対し……ウルスラは精神面でも肉体面でも、著いちじるしく評価が低い。小こ柄がらな体たい軀くは格かく闘とう戦に向かず持じ久きゆう力も低く、喜き怒ど哀あい楽らくが如によ実じつに出るその性格は、戦場の様な圧迫的ストレス環境において容たや易すく恐きよう慌こう状態に陥おちいると考えられているからだ。

「どうだった？」

「一応、遺体は捜さがしてくれる事にはなった」

　キリルは、努つとめて冷静な口調でそう告げる。

「だが正直、きちんと捜してくれるかどうかは──分からない」

「そう……」

　ウルスラは表情を曇くもらせて俯うつむいた。

　彼女は、その円つぶらな瞳を見開いたり、潤うるませたりして、よく笑うし、よく泣く。そして表情以上に、短い毛に覆おおわれた獣状の耳と尾が、彼女の感情を表してよく動く。

「ラデク……ルボル……ドミニク……」

　ウルスラが口にするのは、今回の作戦で死んだ仲間の名だ。

　無む駄だな事だとは分かっていたが、それでもウルスラや他の亜人兵に頼たのまれて、キリルは報告の際に、仲間の遺体の回収を要よう請せいしてみた。しかし、やはりヴィクトル・イズマッシュも、彼の配下の他の魔法師達も、亜人兵の遺体回収には全く興味を示さなかった。遺体捜そう索さくについてはもう一組の『チャイカ』を捜す、そのついでに了りよう承しようされたに過ぎない。

　彼等は今、新たに捕つかまえた『チャイカ』をどう解かい剖ぼうするのかばかりに興味が行っている。

「すまない」

「こっちこそ、無理を言ってごめん。キリル達がちゃんと帰ってきてくれたから、それで、良しとしないとね」

　明らかに……無理矢理表情を取り繕つくろっていると分かる笑顔で、ウルスラが言う。

　それがまた──キリルは辛つらい。

「少し休む」

　キリルがそう告げると、ウルスラは大きく頷うなずいて宿舎の奥を示した。

　廊下の突つき当たりにある広間──寝しん台だいが無造作に並んでいるそこが、キリル達亜人兵の寝しん室しつだ。報告と嘆たん願がんに行ったキリルとは別に、先の任務で出しゆつ撃げきしていた亜人兵達は、既すでにそこで横になっている者が多い。

　今回は三人が死んでいるが、他の者も大なり小なり怪け我がを負っている。

　問題の『チャイカ』が二組居た、というのも理由の一つではあるのだが……何よりあの紅いチャイカと、白いチャイカ、その従者達が強すぎた。今まで捕ほ縛ばくしてきたチャイカ達とその従者に比べれば、格段に戦せん闘とう能力に秀ひいでている。奇き襲しゆうに近い形でなければ、死者はもっと増えていたかもしれない。

「ゆっくり休んでね」

　横になったキリルを確認し、ウルスラはそう言って微ほほ笑えむと──宿舎を出て行った。

　恐おそらく彼女は、キリルが帰ってくるのを待っていたのだろう。

　前述の様に、彼女は亜人兵としての評価は低い。『出来損そこない』と言う魔法師も居る位だ。この為ためウルスラは、同様に評価の低い亜人兵数名と、研究所内の雑事を任されている。

　だが、魔法師達は基本的に研究以外の事には興味を持っていないので、掃そう除じや洗せん濯たく、炊すい事じ、と雑事は山の様に積み上がっていく。ウルスラと数名の『出来損ない』の亜人兵だけでは、四六時中働いていないと、間に合わない位に。

「…………」

　キリルはふと自分の頭に手をやる。

　獣の尖とがり耳。これを摑つかんで千ち切ぎってしまいたくなる発作的な衝しよう動どうに──キリルは耐たえた。

　そんな事をしても何も変わらない。耳や尾は切り落とせるかもしれないが、それで、人間の格好をしてみたところで、自分達に寄る辺べが無いのは同じなのだ。

　亜人兵に居場所は無い。むしろ、戦国時代が終わった事で、無くなってしまった。

　元々、人体に対する錬生術は、戦時中からこれを禁きん忌きとして敬遠する風潮が在った。そしてその成果物である亜人兵は──部分的とはいえ、人間とは異なる外見と、普通人の平均に優まさる能力故ゆえに、多くの者から差別的な扱いを受けてきた。

　それでも、未だ戦時中は良かった。

　戦場に立つ事こそ、亜人兵の誉ほまれ──そう考えてキリル達は、出撃の日を待った。その日こそ自分達の生まれてきた意味を示す事が出来ると期待した。自分達の活かつ躍やくを見れば、今まで差別的な扱いをしてきた者達も、考えを変える筈はずだ──と。

　だが戦争は終わった。戦場は無くなった。

　キリル達は、ガズ帝てい国こく滅めつ亡ぼうの直前にこの研究所に送られてきたが──そこで戦場に立つ事無く終戦を知った。研究所の機密保持は徹てつ底ていされていたせいか、敵軍に襲おそわれる事も無く、キリル達は、終戦を知り、そして五年が経過した。

「くそ……」

　兵器の素材として生みの親には売られ。

　人間として真っ当に扱われる事も無く。

　戦場に立つ栄えい誉よすら与あたえられないのなら、自分達など、魔法師達の慰なぐさみものに過ぎない。

「くそっ……」

　負傷した仲間達の呻うめき声に包まれて──キリルはシーツを頭まで引き上げて被かぶった。
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　意外にも、内側の『牢ろう獄ごく』を開けるのは簡単だった。

「これ。魔法機関」

　鋼鉄の壁かべに取り付けられている絡繰りを指さして、チャイカが言った。

　どうやらこの『牢獄』は魔法機関で開閉するらしい。

　だが──

「わざわざ──牢の扉とびらを？」

　眉まゆをひそめて呟つぶやくトール。

　単に閉じ込めておくだけならば、普通の鍵かぎでも構わない筈だ。

「いや……単なる牢、じゃないのか？」

　そもそも鉄てつ格ごう子しではなく、分厚い硝子ガラスと鋼鉄で囲まれているこの『牢獄』が、普通のそれと違うのは明らかだ。だが問題は、どうしてそんな造りになっているのか、である。鍵ではなく、魔法機関による開閉といい、明らかに普通の虜りよ囚しゆうを閉じ込めておく施し設せつとは一線を画している。

「トール、開ける？」

　チャイカがその絡繰りの部分に魔法機杖を向けて尋たずねてきた。

「…………ああ」

　束の間悩なやんでから──トールは頷いた。

　この少女を解放する事にしたのは、少しでも事情を知りたかったからだ。

　どうやらこの少女はチャイカの事を知っている。それどころか『待っていた』とまで言ったのだ。ならば──この研究所の連中がチャイカを狙ねらってきた事情についても、何か知っている可能性が在る。

「──ん」

　チャイカが魔法機杖を操作。

　恐らく最も簡単な類たぐいの魔法なのだろう。小さな蒼あおい魔ま法ほう陣じんが機杖と絡繰りの間に瞬またたいたかと思うと、次の瞬しゆん間かん、硝子部分がゆっくりと床ゆかの中に引き込まれていくのが見えた。

「…………」

　少女は──きょとんとして、立ち尽つくしたままだった。

　解放されたというのに、外に出よう、という様子がまるで無い。自分の置かれている状じよう況きようを理解していない様にも見えた。

「こっちへ」

　とトールは彼女を手招きするが、まるで反応無し。

　代わりに──

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　魔法機関の処からチャイカが声を掛かけると、少女は彼女の方へと数歩、踏ふみ出した。どうやらトール達にはまるで興味が無くとも、チャイカには在るらしい。

　少女の代わりに、亜人兵二人をその『牢獄』にトールとアカリが運び込む。チャイカの操作に従って再び『牢獄』の硝子壁がせり上がってきて──亜人兵達を閉じ込めた。

　とりあえずこれで、亜人兵の方は問題無かろう。

「名前？」

　とチャイカが首を傾かしげて問う。

　その少女は、束の間、意味が分からない、といった様子で眼を瞬しばたたかせていたが──

「呼こ称しようはニーヴァ・ラーダ」

　とラーケ語で答えた。

　解放された喜びも無ければ、待っていたという割には、チャイカに会えた事についても、特に感かん慨がいらしいものを示さない。一体この少女は、どういう頭の中になっているのか。

「念ねんの為に聞くが、チャイカ、知り合いか？」

「……否定」

　ぶんぶんと首を振ふってから、チャイカは少し不安げな表情を浮うかべてこう付け足した。

「記き憶おく喪そう失しつの時期。知り合っていた可能性」

「ああ──そりゃそうか」

　チャイカには記憶の欠落が在る。その最中にこのニーヴァと出会っていたのなら、チャイカにしてみれば、分からないのは当然だろう。

　だが──

「…………」

　ふと気になってトールはニーヴァの顔を覗のぞき込む。

　先程、チャイカに向かって歩く際に、ちらりと髪かみの間から見えた様に思ったのは──

「やっぱりか」

　妙みように尖った印象の、その耳。

　その付け根部分に──疵きず痕あとが在った。

　細い細い血の凝ぎよう固こ痕あと。そしてその周囲に一定間かん隔かくで残る引き攣つれの痕。

　これは──

「──縫ほう合ごうの痕か？」

　トールの肩かた越ごしにアカリもそれを見つめて眉をひそめる。

　そう。それは明らかに刃は物もの傷を縫合した痕だ。

「──ふむ」

　アカリはいきなりニーヴァの襟えり首くびを摑むと、服の釦ぼたんを外し、何やら伸しん縮しゆく性せいの高い生地で出来ているらしいその胸むな元もとを、躊ちゆう躇ちよ無く引っ張って開いた。

　大きくさらけ出される白い胸元。

　そこには──

「ふむ。やはり兄様好みの胸はこの位か？」

「これもひょっとして『研究』──いや『実験』か」

　さすがのトールもアカリの冗じよう談だんには乗っからず、顔をしかめて言った。

　ニーヴァの胸元には、明らかな縫合痕が何本も走っていた。

　本来ならば、死体に対する腑ふ分わけで行う様な位置であり、長さだ。

「病気の治ち療りよう？」

　と吞のん気きな事を聞いてくるのはチャイカである。

「いや。多分これは──」

　トールはさすがに胸の奥から沸わき上がる不ふ愉ゆ快かいさを押し殺して言った。

「そんないいもんじゃないだろう。これは多分、生きたまま胸部を開いて、何かしたんだ」

「むいっ!?」

　びくりと身を震ふるわせるチャイカ。

　トールはニーヴァの胸元を戻もどしてやりながら言った。

「俺達乱破師でも、身体からだの中に何か仕込む事は在るがな」

　敵に捕つかまって武装解除される可能性を考こう慮りよして、予あらかじめ、身体の中に鞘さやごと小さな刃物を仕込む、などという行こう為いは乱破師達の間では珍めずらしくない。肋ろつ骨こつの内側ならば、人差し指程度の刃物を仕込んでおいても、まず目立たないし──最悪の場合、疵痕を指先でこじ開けてやる事で、何とか取り出す事が出来る。

　トールもアカリも、未だそこまでの事はしていないが、戦場で失った腕や足、あるいは眼の代わりに、精せい巧こうな義手や義足、義眼を使うだけではなく、その内側に武器や薬物を仕込んでいた乱破師は、アキュラの里でも何人か見た事が在る。

「これは多分、そういうのでもなくて──」

　この少女も、やはり研究の用よう途とに供されたとみるべきだろう。

　しかし、それが、ニーヴァがチャイカの事を知っていたのと、どう繫つながるのか？

「やっぱりここは、上の方の人間を一人でも捕つかまえてみた方が早いか」

「城落とし並の手間だぞ。そこまでする程の事か？」

　とアカリが問うてくる。

　確かにトール達はあくまで紅チャイカ達が持っているであろう『遺体』を手に入れれば良いだけの事なのだが。

　さて──どうしたものか。

　トールが束の間、悩んでいると。

「──あ」

　トール達の背後で声が漏もれる。

　振り返ったトール達は、そこに、灰色の長衣を着た中年男が一人、愕がく然ぜんとした表情で立っているのを見る事になった。

「貴様等……!?」

「──ッ！」

　アカリが動いていた。

　一いつ瞬しゆんにして愛用の鉄てつ槌ついの向きを変えると、彼女は石いし突づきの部分で男の鳩みぞ尾おちを突つく。

　咄とつ嗟さに殺さなかったのは、あくまで、先の『上の人間を一人捕まえてみる』というトールの考えを受けた結果だろうが──

「ぐっ……？」

　──これは失敗だった。

　男はそのまま床の上に這はったが──倒たおれる前に何かしたらしい。

「……まずい！」

　けたたましく警報らしい鐘かねの音が鳴なり響ひびき始めたのは、次の瞬間であった。

「むい!?」

　明らかに狼ろう狽ばいした様子で左右を見回すチャイカ。

「トール！」

「分かってる！」

　チャイカの指さした先──この部屋の出入り口の少し手前で、床から鋼鉄の板がせり出してくるのが見える。恐おそらくは魔法機関によって動く隔かく壁へきだ。あれが上がりきってしまえば、トール達は此こ処こに閉じ込められる。

「アカリ！」

「──承知」

　トールとアカリは、ほぼ同時に懐ふところから取り出した手しゆ裏り剣けんを投げる。

　二本の小さな刃物は、せり上がる板と床の隙すき間まに突き刺ささった。耳みみ障ざわりな鋼鉄の軋きしむ音と共に、隔壁がその動きを鈍にぶらせる。

「逃にげるぞ！」

　トールは傍そばに居たチャイカの手を摑つかんで隔壁を乗り越こえ、部屋の外に走り出す。アカリはニーヴァを引っ張り、更さらに最後にフレドリカが元の通路に走り出た。

　そこで──

「──って」

　トールは眼を細めて唸うなった。

「対応が早はえぇ!?」

　通路の奥、薄うす闇やみの凝こごるそこから、怒ど濤とうの勢いで押し寄せてくるのは──総計十頭以上の、双頭犬オルトロスと、そして独角馬ユニコーンの混成集団であった。
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　不意に──頭上でけたたましい鐘の音が鳴り響いた。

　時を告げる様なものではない。激しく連打するそれは、火事やその他の災害の際に警報として鳴らされるものと酷こく似じしていた。

「……何？」

　石造りの壁かべと床ゆかと天てん井じよう、そして鉄格子に囲まれた、小さな牢ろう獄ごく。

　その中で紅チャイカは、眉まゆをひそめて鉄格子の方に駆かけ寄よった。

　通路には相変わらず人の姿は無く、鉄格子に顔をくっつけて見ても、何が起こっているのかは分からない。ただ、この施し設せつは石造りの部分が多いせいか、あちこちから、足音が慌あわただしく反はん響きようして聞こえてきた。

　やはり何かの警報か。

　だが──

「──待たせたな」

　そんな言葉と共に、通路の奥から灰色の長衣を着た男達が姿を現したのは、次の瞬しゆん間かんであった。先にあの洞どう窟くつで紅チャイカ達を迎むかえたのと同じ面子メンツだ。

　言葉を発したのは、その中央──例の疵痕顔スカーフエイスの男である。

　どうやらこの男が、灰色の長衣の男達の中では、指導的な立場に在るらしい。

　ちらりと『イズマッシュ師』と呼ばれていたのを紅チャイカは耳にしていたが──

「準備が出来た。来なさい」

　疵痕顔の男は言った。

　やはりラーケ語だ。

「警報が鳴っているけれど？　放っておいていいの？」

　同じくラーケ語で応じる紅チャイカ。

　疵痕顔の男は薄うすく笑って言った。

「問題無い。むしろ好都合だ。どうやらもう一組の『チャイカ』が向こうから乗り込んできてくれたらしい。海の底を浚さらって、彼等の遺体を捜さがす必要がなくなった」

「……もう一組の」

　それはつまり白チャイカとトール達の事か。

　トールが生きていたらしいという事実に、紅チャイカは──自覚も無いままに短く溜ため息いきをついていた。それが安あん堵どの気持ちから来たものだという事に気付いたのは、その直後の事である。

「…………」

　顔をしかめる紅チャイカ。

　そんな彼女をどう見たのか──

「さあ。来なさい。我々には君が必要だ」

　疵痕顔の男は、落ち着いた声で、鉄格子の向こうからそう言った。

「正しくは君の──脳が、だがね」







　第三章　八番目の者

　EIGHTH PRODUCT







〈禁断皇こう帝てい〉、〈賢けん帝てい〉、〈魔王〉あるいは単に〈化け物〉。

　彼の者を──アルトゥール・ガズを指す異い名みようは、多い。

　それも当然と言えば、当然だろう。

　本来、言葉というものは、凡ぼん庸ような人間達が、自分達の経験に基づいた事実を伝え合う為ために造られた道具だ。およそ、その枠わくに収まりきらぬ超ちよう存在を表現しようとするならば、結局、直接的な一言ではなく、幾いくつもの言葉を並べ立てる様な、茫ぼう洋ようとした表現にならざるを得ない。

　そう。アルトゥール・ガズという存在は、凡ぼん人じんのまるで及およぶところではなかった。

　それは単に、絶対権力者というだけの意味ではない。

　本当に──そんな単純なものではなかった。

「……イズマッシュよ」

　ガズ帝てい国こく皇帝直下の魔法技術院。

　その副院長にヴィクトル・イズマッシュが就任してからおよそ一年。

　唐とう突とつに彼は、皇帝陛下の元に呼ばれる事になった。

　今──広い謁えつ見けんの間には、彼とガズ皇帝しか居ない。

　本来ならば傍そばに侍はべるべき近この衛え騎き士しの姿すら無かった。

　もっともガズ皇帝の場合、近衛騎士も様式美以上の存在ではない。何しろ一対一ならば、近衛騎士達は、ガズ皇帝に全く太た刀ち打ち出来ないからだ。文武両道どころか、全方位にありとあらゆる技能が常人を凌りよう駕がする、それがガズ帝国皇帝だった。

「其方そなたに一つ頼たのみがある」

「頼み──でございますか？」

　怪け訝げんの表情を浮うかべてヴィクトルはそう応じ、しかし次の瞬間、慌ててこう繫つないだ。

「私に出来ます事であるならば、何なりと」

　その言葉を口にした途と端たん、全身を捉とらえる無力感。

　自分に出来る事など──ガズ皇帝ならば、当然の様に出来るだろう。

　魔法技術院に入って十年余り、それを思い知らされる日々の連続だった。

　突つき詰つめれば、魔法技術院など、ガズ皇帝には要いらないのだ。彼かの人が一人居れば事足りる。大たい抵ていの魔法技術の基き礎そは、ガズ皇帝が確立したものだ。それでも凡庸な人間を百人ばかり集めて研究に従事させているのは、単純に効率から──つまり研究過程における膨ぼう大だいな検証作業、凡人でもこなせるそれを、肩かた代がわりさせる為に過ぎない。

　少なくとも、ヴィクトルにはそうとしか思えなかった。

　勿もち論ろん、ヴィクトル達は独自の研究成果を残そうと、奮ふん闘とう努力もしてきた。だが大抵の新技術は、確立出来たと喜びガズ皇帝に報告した途端、予あらかじめそれを見み越こしていたかの様に、より洗練された基礎理論をまとめたものが、提示されるという事の繰くり返しだった。

　どれだけ足あ搔がいても、その先にガズ皇帝の背中が在る。

　この副院長に就任してからの一年は特に、それを思い知らされるだけの日々だった。

　だが──

「作らねばならないものが、在る」

　ガズ皇帝はヴィクトルを玉ぎよく座ざから見下ろしながらそう言った。

　特とく徴ちよう的てきな長い銀の髪かみと、炯けい々けいと光る紫むらさきの瞳ひとみ。

　顔立ちは端たん整せいで彫ほりが深く、何ど処こか猛もう禽きんを想わせる。

　多くの場合に権力者を描えがいた肖しよう像ぞう画がというものは、実物よりも何割か更に端整に、優美に、描かれるものだ。だがヴィクトルが知る限り〈禁断皇帝〉の肖像画で、実物を越こえたものは一枚も無い。いや。目鼻立ちは正確に描かれたものも多いのだが、それだけでは、このアルトゥール・ガズという人物のまとう『何か』──相対した者を、ただただ畏い怖ふさせ、そして心しん酔すいさせる、そんな圧あつ倒とう的てきな何かが、表現出来ない。

　言葉と同じだ。

　凡人用の小こ賢ざかしい方法では、この偉い人じん──いや怪かい物ぶつを顕あらわす事など、とても……

「わが野望には、必ひつ須すのものだ」

「……野望」

　ヴィクトルは、その言葉を舌の上に載のせてみる。

　ガズ皇帝は、これ以上何を望むのだろうか。

　既すでにガズ帝国は、フェルビスト大陸でも屈くつ指しの大国として名をはせている。およそこの世界においてガズ皇帝が望んで出来ない事など、何も無かろう。それこそ彼に無理ならば、他の誰だれにも無理だ。少なくともヴィクトルはそう信じて疑わなかった。

「既に基礎技術は在る。計画表も用意した」

「…………」

　ヴィクトルは、忸じく怩じたる想いでその言葉を受け止めた。

　まただ。また自分達は、皇帝陛下の用意した計画表に従い、皇帝陛下の用意した基礎技術を用もちい、まるで愚ぐ鈍どんな使いっ走りの様に、言われたことを──実用化の為の検証を、繰り返すだけなのだ。真に何かを造り出した事など、一度も無い。

　自分達が何をしているかさえ分からないまま、作業を繰り返し、完成した際にようやく、自分達が何を造っていたかに気付く……そんな間の抜ぬけた仕事を、また繰り返す事になるのだ。

　魔法師として──いや研究者として、これ以上の絶望が在ろうか。

　だが、その一方で、ヴィクトルは、このフェルビスト大陸における最高の環かん境きようから離はなれる事も出来ない。ガズ帝国以上の魔法技術は、どの国にも無い。最さい先せん端たんを走りたいなら、ガズ皇帝の背中を追い続けるしかないのだ。

「事は、最上級の機密保持環境で実行せねばならん」

「……は」

　頷うなずきつつも、ヴィクトルは意外に思った。

　ガズ皇帝は──魔法技術の管理に関しては、杜ず撰さんな処があるからだ。その流出について全く意に介かいしていないのである。常に最先端を行くガズ帝国であるからこそ、一歩ないし二歩後おくれてこれを実用化する他国など、そもそも問題にならない──と考えているのかもしれない。

　しかし……

「国外に研究拠きよ点てんを用意した。予算及び資材は、機密保持に影えい響きようの無い範はん囲いであれば、無制限だ」

「…………」

　言葉に詰まるヴィクトル。

　それは恐おそらく破格の条件なのだろう。

　だが──

「人員の選定は任せる。だが機密保持の観点からすれば、係けい累るいの居おらぬ者で固めるのが望ましい。下働きには実用試験を終えた亜人兵部隊を二個小隊ばかり連れていくのが良かろう。連中ならば、居なくなっても騒さわぎ立てる者も居るまいよ」

「は……し、しかし、一体……何を？」

　そこまで徹てつ底ていして何を作らせる積もりなのか？

「──武器だ」

　アルトゥール・ガズは、紫の瞳でヴィクトルを見み据すえながらそう言った。

「武器を作るのだ」
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　昔せき日じつの記き憶おくを脳のう裏りに呼び起こし──ヴィクトルは微ほほ笑えんだ。

　あれから七年の歳月が経過した。

　その間には、ガズ帝国の滅めつ亡ぼうという予想外の事態も含ふくまれてはいたが……ヴィクトルにとってみれば、最も印象深いのは、やはりあの日の記憶だ。

　あの日から、今の自分が始まった。

　自らが選せん抜ばつした魔法師ウイザード達と島にこもり、研究に明け暮れる日々の中で、ガズ帝国の滅亡は、何処か現げん実じつ離ばなれした夢物語の様にすら思えたものだ。

　あるいはガズ皇帝は、帝国の滅亡と自分の死すらも、視野に入れていたのではないかと思う。だからこそヴィクトルに研究を託たくし、わざわざ国外に研究施し設せつを置いたのではないかと。

　いずれにせよ……自分に託されたこの研究の前では、全ては些さ末まつ事だ。

　だから自分は、ただひたすらに、脇わき目めも振ふらずに研究を続ける。

　その事で自分はあの〈禁断皇帝〉に優まさる存在に達する事が出来るのではないかと──そんな風にすら、思う様になった。

「──さて」

　両手で扉とびらを開け放ちながら、ヴィクトルは処置室に足を踏ふみ入れる。

　彼の後から、助手達や、亜人兵、そして彼等に引き立てられた赤い衣装の『チャイカ姫ひめ』もまた処置室へと入ってきた。

「ここは……」

　と怪訝そうに処置室の中を見回すのは、チャイカだ。

　このチャイカは、気が強そうだが、それでも表情に僅わずかな恐きよう怖ふの色が見え隠かくれしているのは、此こ処こが何の為の部屋なのか、薄うす々うすとは気付いているからだろう。

「君の頭の中から、必要なものを取り出す場所だ」

　ラーケ語でそう言って、ヴィクトルは処置台の脇わきに置かれた器具を示して見せた。

　金属製の──針。

　細い刃は物ものの様な、平たいその表面には、びっしりと魔法術式が刻み込まれている。

「これを君の脳に差し込む」

「…………」

　一いつ瞬しゆん、怯ひるんだ様な表情がチャイカの顔を過よぎる。

　だが──

「目的は何なの」

　同じくラーケ語で問うチャイカ。

「私の頭から何を取り出そうと──」

「記憶だよ。もっとも君自身は覚えていない──いや正しくは『未だ知らない』のだが」

「……？」

　チャイカが、胡う乱ろんなものを──というより、頭のおかしな人間を見るかの様な眼で、ヴィクトルを見据えた。ヴィクトルの言葉が妄もう想そうの類たぐいに聞こえているのだろう。

「人間の頭から記憶を取り出すのは、既に確立した技術だ──魔法としてね。もっとも多くの場合、魔法では単にこれを念料として消費するだけだ。だが我々はその記憶の中身に用が在る。だからこういう──」

　ヴィクトルはチャイカの目の前に、殊こと更さらによく見える様に『針』を掲かかげて見せた。

「特別な器具を、君の、脳に、突き刺ささなければならない」

　記憶を念料にする魔法。

　それはつまり、本を焚たき火にくべる様なものだ。

　ただ燃やして使うだけならば、本ほん棚だなから引っ張り出して、火の中に投げ込めば良い。文字を知らない人間でも簡単な作業だ。だがその中身を理解しようと思うならば、それを読むための知識と技能が必要になってくる。

「……『遺体』を積んだ船が、この近くの海で沈しずんだって話を聞いたけれど」

　チャイカはヴィクトルを睨にらみながら問うてきた。

「まさか、それって、あんた達が？」

「ああ。そうだな」

　ヴィクトルは頷いた。

「我々が撒まいた噂うわさ──『チャイカ』が集まってくる様にと。いわば撒き餌えだよ」

　世間に存在する『チャイカ』には、実際にはガズ帝国とは縁の無い偽にせ物ものも混じっているのだろうが──ヴィクトル達が捜さがしている『チャイカ』には共通点が在る。

『遺体』を捜している事。

　理由はそれぞれだろうが『遺体』を納める為ための棺ひつぎを持参し、何よりも先まず『父』たるアルトゥール・ガズの亡なき骸がらを集めて回っている事が彼女等の条件だ。ならば噂をばらまいておいてやれば、遠からず彼女等は此処にやってくる。

「全ては君の頭の中に隠された記憶を引き出す為だ」

「──だから」

　チャイカは苛いら立だたしげに問うた。

「その記憶とは何？　私の中に何の記憶が在るっていうの」

「皇こう帝てい陛へい下かの『遺産』を継つぐ為に必要なものだよ」

「……『遺産』？」

　チャイカは眼を細めて言った。

「まさかガズ帝国を再興して、これの帝位に就つこうと──」

「……ガズ帝国？」

　ヴィクトルは微笑した。

　この哀あわれな少女は何も知らない。知らされていない。そう。何も。

　世界の命運すら左右する『遺産』を手にする為の『鍵かぎ』──未だ謎なぞという箱の中に封ふうじられたままのそれを、解放し得る存在でありながら、その自覚すら無いのだ。

　あるいは、ガズ皇帝が自分達を見ていた時も、こんな気分であったのか。

　無む知ち蒙もう昧まいな者を見下ろす賢けん者じやの愉ゆ悦えつ。

　ヴィクトルは、ゆっくりと、首を振って見せた。

「小さいな。あまりに小さい」

「……!?」

「『遺産』を継ぐ為に必要なのは『遺体』と──そしてもう一つ」

　ヴィクトルは紫むらさきの瞳ひとみを──〈禁断皇帝〉と同じ色の瞳を覗のぞき込んで言った。

「『チャイカ』だ」

「…………」

　チャイカは無言。

　恐らくヴィクトルの話の半分も、理解は出来ていないだろう。

　だがそれでいい。別に彼女に分からせる為に喋しやべっていた訳ではない。これはヴィクトルにとって、満足の為の儀ぎ式しきに過ぎなかった。あの〈禁断皇帝〉と同じ銀の髪かみと紫の瞳を持つ少女が、訳も分からずに怯おびえる様は、ヴィクトルの嗜し好こうをよく満たしてくれる。

「『鍵』は君の──君達の頭の中に眠ねむっている。記憶という形でね。だがそれを完全な形で取り出す為には、やはり試し行こう錯さく誤ごが必要なのだよ。今のままでは断片しか取り出せない。しかし断片でも一定の数が集まれば、足りない部分はこちらで補完しながら、全体を描えがく事は出来る様になる」

　そう告げてから──ヴィクトルは、チャイカの左右に立って彼女の腕を摑つかんでいる亜人兵達に頷いて見せた。

「縛しばり付けろ」
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　──だん！




　それは本来ならば、在り得ない筈はずの音だった。

　存在しない筈の足場を──虚こ空くうを踏みしめる際に響ひびくそれは、独角馬特有のものだ。

　黒い馬型の棄獣は、まるで螺ら旋せんを描く様に、通路の壁かべを、床ゆかを、天てん井じようを蹴けりながら迫せまってくる。しかも三頭。馬には本来、具そなわっていない筈の牙きばを剝むき出しにして。

「下がれ！」

　トールはチャイカ達にそう告げて、左右二本の小機剣を抜ぬき放はなつ。

〈鉄血転化〉の鍵詞を唱えている暇ひまは、無い。




　──異音。




　トールが掲げた小機剣に、それぞれ一頭ずつ独角馬の牙が食い込んだのは、次の瞬しゆん間かんだった。まるで鋼はがねを擦こすり合わせる様な耳みみ障ざわりな音と共に、小機剣の表面に火花が散る。気脈を通じている状態の小機剣は、トールにとって腕も同じ──皮ひ膚ふの上を刃物の切っ先で引っかかれるかの様な悪お寒かんを覚える。

「くおっ──」

　圧あつ倒とう的てきな重量と、突とつ進しんの慣性で床に押おし倒たおされるトール。

　そこに三頭目の独角馬が、とどめとばかりに襲おそい掛かかってきた。

　だが──

「──ふッ！」

　トールの喉のど笛ぶえに牙が食い込もうとしたその矢先、その鼻はな面づらを、鉄てつ槌ついの一いち撃げきが粉ふん砕さいしていた。トールと入れ替かわる様にして、その背後から踏み込んだアカリの一打である。それは容よう赦しや無く──独角馬自身の勢いも加わって、その顔面を粉砕し、牙をへし折っていた。

　流れる様な身のこなしで回かい避ひするアカリの脇をすり抜け、血をまき散らしながら顔を潰つぶされた独角馬が倒れて、跳はねる。

　トールを押し倒していた二頭が、改めて小機剣から牙を離はなし、顔を上げ、アカリを威い嚇かく。

　アカリはしかしこれには応じず──後退。トールは自由になった両りよう腕うでを引きながら跳ね起おきると、右足を軸じくにその場で旋せん回かい、小機剣の刃はを独角馬の名の由来──その額から生えた角に叩たたき付けた。

「──！」

　悲鳴とも怒ど声せいともつかない声を漏もらして、二頭の棄獣が怯む。

　トールはその隙すきに床を蹴ってアカリ達の元へと戻もどる。

　出来るだけ、背を低くして。

「顕あらわれよ──〈切ザり・裂リくツもパのー〉！」

　そこに、チャイカの叫さけびと共に魔ま法ほうが起動。

　水平に走った不可視の刃は、トールの頭上すれすれを飛び、二頭の独角馬の首を刎はねる。一ひと抱かかえ程もある首が胴どう体たいから滑すべり落ち、次の瞬間、思い出したかの様に血が噴ふき上がった。

「へっ──」

　トールの口元を獰どう猛もうな笑みが過ぎる。

　アカリは勿もち論ろんだが、チャイカも、何度か共に戦ってきた事で、互たがいの呼吸が分かる様になった。細かい打ち合わせ等せずとも、トールとアカリが時間を稼かせいでいる間に魔法を詠えい唱しようし、ここぞという瞬間に、ここぞという方向から魔法を撃うち込んでくる。

　しかし……

「──！」














　独角馬の──ゆっくりと倒れていくその死体の背後から、紫し電でんが走る。

　それは独角馬より僅わずかに遅おくれて殺さつ到とうしてきた双頭犬オルトロスの放った雷らい撃げきだった。

（こいつら……！）

　連れん携けいがとれているのは、トール達だけではない。

　明らかに前衛で突とつ撃げきする独角馬、後衛で稲いな妻ずまを投げる双頭犬と、役割分担が出来ている。しかもトール達と異なり、独角馬ユニコーンが斃たおされようがどうしようが、全く怯ひるむ様子が無い。

「ちいっ──」

　咄とつ嗟さに手しゆ裏り剣けんを投げるトールとアカリ。

　鋼鉄の刃は物ものは避ひ雷らい針しんと同じである。それは空中で稲妻に触ふれると、自らの軌き道どうを以もつて稲妻の軌道をねじ曲げ、更さらには拡散させた。魔法で作られたものといえども稲妻は稲妻、流れやすい所に流れ、落ちやすい所に落ちる。逸そらす事そのものは難しくない。

　だが──それでも一部がトール達の元に届いた。

「あうっ!?」

　思わず悲鳴を上げるチャイカ。

　機杖が同じく避雷針の様な形で稲妻の一部を導いてしまったのだろう。それでも機杖を取り落とさないのは立派なものだが──このまま、魔法を撃うち続ける事は出来まい。

「逃にげるぞ！」

　トールは言って──煙けむり玉だまを双頭犬の方へ投げ込むと、炸さく裂れつを確認する間も惜おしんでチャイカを抱え走り出す。相変わらず棺ひつぎが邪じや魔まだが、これはもう仕方ない。通路の壁にがつんがつんと当たって耳障りな音を立てるが、トールはもう気にしない事にした。

「アカリはそっちを！」

「承知」

　頷うなずいてアカリは、ニーヴァと名乗った少女の手をとって引く。金銀妖眼の少女は、殊こと更さらに抵てい抗こうするでもなく、アカリに引かれるまま、歩き出し──そして走り出した。

　フレドリカも、更にその後に続く。

　煙玉の煙に視覚と、そして嗅きゆう覚かくを妨ぼう害がいされているせいか、うなり声や吠ほえ声は聞こえてくるが、双頭犬の追つい撃げきは──雷撃は無い。

「くそ──」

　トールは唸うなった。

　明らかに多勢に無勢──もし地上で見た棄獣全てを、この施し設せつの連中が御ぎよする事が出来るのだとしたら、さすがにトール達に勝ち目は無い。

　この空間として限られた場所では、フレドリカの助力があっても闘たたかいづらいし、延々と物量で押されれば、いかに装鎧竜とても、体力が続くまい。ましてや同種──装鎧竜にまで複数で押されれば、単純に考えても、やはり勝算は無くなる。

（外に出るか？　だが──）

　それこそ、開けた場所に出れば、周りを囲まれて終わる。今ですら狭せまい通路で独角馬と双頭犬が同時に仕し掛かけてこなかったからこそ、何とか逃げる事が出来たのだ。

（少なくとも追ってくる奴やつ等らを絞しぼれればな）

　棄獣を一種類にまで絞れれば、未だ対処はし易やすい。

　トールはチャイカを抱えて走りながら、周囲を見回す。

　見えるのは、点々と設もうけられた照明と、愛想の無い壁と、そして──

「──！」

　トールは、天井付近に穿うがたれたその孔あなに気付いた。

　恐おそらくは通風口。こうした地下や、密閉状態の高い建物では、空気の淀よどみをなくす為ためにこうしたものが設けられる事が多い。そして広い施設では、通風量を増やす為に、比ひ較かく的てき、その管くだは大きいものが多い──例えば人間が、通れる程度に。

「チャイカ、少しだけ時間を稼いでくれ」

「う、うい」

　降ろされたチャイカはすぐさま機杖を構えて操作。

　呪じゆ文もん詠唱──

「──パウラ・オード・イナス・ピフ・ティナス」

　その間、トールは跳ちよう躍やくして通風口に取り付けられた鉄てつ格ごう子しに手を掛けると、体重と、壁を蹴る脚きやく力りよくで、これを剝はがしにかかる。

「顕れよ──〈叩き潰すものザ・スラツガー〉！」

　チャイカの魔法が完成する。

　彼女の脇わきをアカリ、フレドリカ、そしてニーヴァが通り過ぎたその瞬間、追いかけてきた双頭犬達に向けて、猛もう烈れつな風が叩き付けられる。ぎゃん、と珍めずらしく普通の犬の様な甲かん高だかい悲鳴を上げながら、双頭犬達は長い通路を──後続を巻き込みながら吹ふっ飛んでいった。

「この中へ！」

　流石さすがに以心伝心、トールの意図はすぐ察したようで、アカリがまず跳躍──自分が通風口に滑り込み、手を差さし伸のべる。

　すぐにフレドリカがこれに応じて飛び込み、更にチャイカをアカリが引っ張り上げ、最後にフレドリカが──きょとんとその場に立ったままのニーヴァを、腕うでを伸ばして半ば無理矢理に引っ張り上げる。

　彼女等が通風口の中を進み始めたのを確認すると、トールも再度跳躍してその中に身を滑り込ませた。最後に彼は左手に持っていた鉄格子を再び内側からはめ込むと、そこに簡単な『罠わな』を仕掛ける。

　糸で鉄格子と繫つながれた、小さな筒つつ。

　中身は──容器の形こそ違ちがうが、先程の煙玉とおおよそ同じだ。糸は内外二つの『栓せん』に繫がっており、引っ張ればこれが揃そろって外れる。そして中に入っている二種の薬液が混ざり合い空気に触れると、猛烈な勢いで、強い催さい涙るい効果を持つ煙を発生させるという仕掛けだ。

　勿論、通風口が『吹き出し口』である事は、確認済み──風の流れに逆らって進むトール達に、煙が届く事は無い筈だった。

「…………」

　念ねんの為にと、トールは懐ふところから取り出した布で鼻と口を覆おおってから、先を進むアカリ達を追いかける。アカリやフレドリカはともかく、さすがにチャイカやニーヴァは這はって進む事になれていないのか、すぐに追いつく事が出来た。

　トールの目の前には、もそもそと進んでいくニーヴァの尻しりが在る。

「──兄様！」

　アカリが前方から言ってきた。

「どうした？」

「出会ったばかりの婦女子の尻に見入っている場合ではないぞ！」

「見入ってねえ！」

「匂においを嗅かいでいる場合でもない！」

「嗅いでねえよ！」

「そんな馬ば鹿かな！」

「馬鹿はお前だ！」

　最も早はや、息をするかの様にそんなやり取りをしつつ、トール達は進んでいく。

　通風路の中は──微び妙みように湿しめり気けを帯びていた。

（海が近いせいか？　あるいは──）

　先にも似た桟さん橋ばしの様な所と、繫がっているせいか。

　いずれにせよ、滑なめらかな通風路の内側は、非常に滑すべりやすくなっている。しかもトール達が通っているそれは、どうやら下向きの傾けい斜しやがついているらしい。チャイカやニーヴァの動きの遅さに、ついつい後ろから押したくなるトールだったが──下手に滑ると、摑つかまる場所も無く、そのまま停まらなくなる可能性が在った。

「──む？」

　やがて──前方でアカリが声を上げるのが聞こえてきた。

「どうした？」

「風の向きが──」

　その言葉が終わるか否かの内に……

「──!?」

　いきなり──彼女の言葉通り、風の向きと、そして量が変わった。

「ぬあっ!?」

　咄嗟に踏ふん張ばるトール。

　だが、前述の通り、通風路の中は滑らかな上に滑り易い。次の瞬間──まずい、と手を伸ばすトールの指先をかすめてニーヴァが滑り、フレドリカに衝しよう突とつ。更にフレドリカが僅かだが滑って、その前に居たチャイカに衝突した。

「あ。ごめん」

「むやっ!?」

　こうなればもう止められない。

　チャイカはアカリに衝突し──さすがのアカリもチャイカの体重を受け止める事は出来なかった様で、そのまま通風路の中を滑り落ちていく。

「アカリ！　チャイカ！」

「むやああああああああああああ──」

「ごめえええええええええええええん」

　そんな声の尾を引きながら、アカリ、チャイカ、フレドリカ、そしてついでにニーヴァが通風路の中を遠ざかっていった。傾斜は緩ゆるいので、落下して大おお怪け我がをする事は無いだろうが──

「ええい──くそ!?」

　仕方なくトールも両手両足を内ない壁へきから離はなして、滑り落ちる。

（潮の匂い──）

　通風路の中には、潮風に似た匂いがわだかまっていた。

　という事は、潮の満ち引きを利用して空気を動かす仕組みになっているのかもしれない。

（ならばこの先は……）

　程なくしてトールはチャイカ達に追いつき──とりあえず手の届いたニーヴァの服の袖そでを摑みながら、もう一方の手で手しゆ裏り剣けんを通風路の壁かべに突つき立てる。刺ささりはせずとも、これで少しは滑かつ落らく速度を抑おさえられる、と考えたのだが──次の瞬間。

「──！」

　トール達は速度を殺しきる前に、通風口の鉄格子を吹っ飛ばしながら、一ひと塊かたまりになって空中に投げ出されていた。

　想像よりも通風路が短かったのだ。

「くっ──」

　咄とつ嗟さにトールは、手近に居たチャイカを引き寄せる。

　落下の浮ふ遊ゆう感かんの中で、トールは少しでも衝しよう撃げきを殺そうと手裏剣を振ふるが、その切っ先は何処にも引っかからない。焦しよう燥そう感かんと共にトールはチャイカを守る様に抱き締しめて──

「──ッ!?」

　落下速度が急激に落ちる。

　だが完全に空中に静止できた訳ではなく──次の瞬間、トールとチャイカは全身を水に包み込まれていた。

「…………！」

　どうやら下は水だったらしい。だが潜せん水すいは僅わずかに一いつ瞬しゆん、次の瞬間、二人は大量の雫しずくを滴たらしながら、水上へと引き上げられていた。

　一体何がどうなったのか？

　咄嗟に頭上を振り仰あおぐと──白銀の巨きよ体たいがトールとチャイカ、それにアカリとニーヴァを、その爪つめの先に引っかけているのが見えた。

　フレドリカである。

　どうやら広い空中に投げ出された瞬間に、変身の魔ま法ほうで竜りゆうの形態に戻もどり、翼つばさを使って落下速度を殺したのだろう。さすがに水面までの距きよ離りが無かった為か、完全に空中静止する事は出来ず──トール達は一いつ旦たん、着水してしまった様だが。

「げほっ……げほっ……!?」

　激しく咳せき込むチャイカと──

「…………」

　まるで何事も無かったかの様に大人しいニーヴァ。

「無事か？」

「一応は」

　と、さすがにアカリは平然とそう応じてくる。

「……で、此こ処こは何ど処こだ？」

　そこは洞どう窟くつの様だった。

「これは海水、だよな」

　トールは周りを満たす大量の水を見回して言った。

　少し飲んでしまったが、間ま違ちがいない。これは海水だ。

　だが──周囲は開けているという訳ではなく、見えるのは剝むき出しの岩いわ肌はだばかりだ。先程までの施し設せつ内と異なり、こちらは本当に、天然の状態──ごつごつした岩がそのまま剝き出しになっている。

　照明の類たぐいは無く──代わりに水面が仄ほの暗ぐらく光っている。

「いきなり風向きが変わったのは、潮ちよう汐せきか何かの具合か」

　見た所、この洞窟には通風口の他に出入り口が無い。この洞窟が水面下で海に繫がっているなら、汐しおの満ち引きで中の気圧が変化して、通風路の流れが変わるという事も在り得るだろう。

　とりあえず……フレドリカに運ばれて、洞窟の端はしに幾いくつか在る岩がん礁しようの上に乗る事が出来たトール達は、改めて周囲を見回した。

「チャイカ、何か灯あかりを頼たのむ」

「〈遍く照らすものザ・イルミネーター〉──顕あらわれよ」

　頼む前から準備はしていた様で──チャイカの呪じゆ文もん詠えい唱しようと共に蒼あおい魔ま法ほう陣じんが回転し、その真ん中から柔やわらかい光が放たれる。

　魔法の灯火は、洞窟内にわだかまる薄うす闇やみをゆっくりとぬぐい去っていき──

「──！」

　トールは息を吞のんだ。

　今までは暗くてよく分からなかったが──周囲の水面には、無数の遺体が浮ういている。

「これは……棄獣か」

　アカリも流石さすがに驚おどろいた様子で眼を細め、辺りを見回している。

　浮かんでいるのは全て棄獣の死体だ。独角馬ユニコーン、双頭犬オルトロスは勿もち論ろん、装鎧竜ドラグーン、奇眼鳥コカトリスらしきものもちらほらと見受けられる。それらはいずれも全身では無く、『部分』だった。

　まるで解体した後の余りを、棄すてたかの様な──

「しかし──」

「それは、本来の、棄獣では、ない」

　不意に──奇き妙みような声が響ひびいた。

　それは確かに話し言葉である筈はずなのに──声である筈なのに、何処か、単純な音の様にも聞こえる。楽器か何かで、人の会話する声を再現しようとしているかの様に、何処か、不自然な響きを伴ともなっていた。

「誰だれだ？」

　誰か自分達以外にこの場に居るのか。

　トールは身構えながら改めて周囲を見回して──

「──！」

「それら、は、全て、複製だ、八番目の、者、よ」

　ゆっくりと、水面下から何かが浮かび上がってくる。

　ごぼりごぼりと泡あわをまといながら姿を現すそれは──

「……大海魔クラーケン！」

　チャイカが悲鳴じみた声で叫さけぶ。

　白い触しよく手しゆ。渦うず巻まき状の殻から。そして庇ひさし状の蓋ふた。瞬まばたきを知らぬ巨きよ大だいな瞳ひとみ。

　陸に棲すむ生き物から見れば異質も異質、その姿を絵に描えがいても、本物を見た事が無い者ならば、どちらが『上』かすら、見分けがつかないだろう。

　そう。それは確かに船を襲おそったのと同種の生き物──大海魔だった。

「……待て」

　だがトールは、機杖を構えようとするチャイカを制して言った。

「こいつは……」

　露あらわになったその姿は、無む惨ざんな疵きず痕あとを幾つも抱かかえて居た。

　殻はあちらこちらにひび割れが走り、陥かん没ぼつしている部分も幾つか見受けられる。その触手も何本かは半ばから千ち切ぎれているのが見えるし、何より、その眼は、片方が無い。周囲に抉えぐられた様な痕が残っていることからして、一いつ緒しよに取られてしまったのだろう。

　見れば明らか──生きているのも不思議な位の、満まん身しん創そう痍いの状態だ。

「ガズ帝てい国こく、の、錬生術、は、他国より、も、進んで、いた」

　ごぼりごぼりと泡あわ立だつ音と共に、水面全体が音を発しているかの様だった。

　大海魔の魔法は水を操あやつる。恐おそらくは水面を震ふるわせて、大海魔は人間の言語を『喋しやべって』いるのだろう。この点だけでも、大海魔の知能の高さが分かる。

「棄獣、の、改造と、複製も、可能な、程に。量産は、未だ、だった、が。ヴィクトルと、その配下、の、魔法師、達は、量産技術の、確立に、成功、した。後は、資材、さえ、在れば、無限、に、棄獣を、量産、出来、る」

「……お前は、何だ」

　トールは大海魔に向かってそう問う。

　わざわざ話し掛かけてきたという事は、対話の必要性を、相手が感じているという事だろう。少なくとも、問答無用で襲われるという事はあるまい。

「我は、研究、実験、用、の、天然、物だ」

　と大海魔は言った。

「第一世代、の、大海魔。複製が、量産、可能、になった、為ため、廃はい棄き、され、た。彼等は、他の実験体、と、同様、殺し、て、棄てた、積もり、だった、の、だろう、が……こう、して、未だ、生きて、いる。誤算、で、あろう」

　と──触手の一本が頭上のある方向を指す。

　そこには、他の岩肌と異なる平面が──鉄てつ扉ぴの様なものが設もうけられているのが見えた。大海魔ですら通れそうな程の直径である。恐らくはあそこを通して大海魔は投とう棄きされたのだろう。

　要するに此処は──用無しの死体を棄てる為の、場所なのだ。

「一体ここは何だ？　塵ごみ捨て場って意味じゃない。この島そのものだ」

「ガズ帝国の、錬生術、研究所、の、一つ。だが、今は、『遺産』の、保管所、でもある」

　仄暗い水面が、そう答えた。

「『遺産』？」

「ガズ帝国の、錬生術、そして、魔法機術の、粋すいを、集めた、最高傑けつ作さく品を、保管する為の」

　発音方法そのものが違ちがうのだから当然かもしれないが……大海魔の『声』はひたすら静せい謐ひつで、そこには如い何かなる感情も、うかがい知る事は出来ない。瀕ひん死しの態でありながらも、苦しげな様子は無い。元々人間とはあまりに違う生き物──痛覚すら在るかどうかも分からないのだから、人間の様な喜き怒ど哀あい楽らくの尺度で、その内面を測る事には、さして意味は無いのかもしれないが。

「保管……？」

　ガズ帝国は、滅ほろんだ。

　ならば、その『遺産』が何であろうと、後ご生しよう大事に保管しておく意味など無かろう。

　だが……

「そう。保管だ──来たるべき運命の、その日まで」

　死にかけの怪かい物ぶつは、何の感かん慨がいも無くそう告げてきた。
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「一班から三班は第一層、四班は第二層、五班、六班は第三層を！　擬獣共は『標しるし』が無ければ敵味方の区別がつかない、『標』を付けるのを忘れるな！」

　キリルは、仲間の亜人兵達に向けて叫んだ。

　第二層の宿舎で休んでいた亜人兵を、全員起こして、動員する為だ。

　どうやら──何者かが、この研究所内に侵しん入にゆうしたらしい。

　第一層の研究区画にて、捕ほ虜りよに食事を与あたえた帰り、二人の亜人兵が襲われた。その後、魔法師が研究区画でその侵入者に遭そう遇ぐう──気絶させられるものの、その際に、警報器に触ふれた為、侵入者の存在が明るみに出たのである。

　現在──魔法師達が擬獣を使って侵入者を捜さがしているが、魔法術式越ごしに操っている擬獣は、基本的に知能が低く、細かな探たん索さくに向かない。奇眼鳥など、そもそも扉とびらを開ける事も出来ない。

　やはり研究所の中──人間が使うのが前提の施設の中となると、亜人兵が捜した方が早いのだ。魔法師達は棄獣の『量産』に成功した時点で、戦力としての亜人兵達をより一層、ないがしろにする様になったが……ここで早々に役立てば、亜人兵の重要性を見直してくれるかもしれない、という期待がキリルには在った。

　自分達は獣などではない。

　人間で──兵士なのだ。

　棄獣や擬獣などと同列に扱あつかわれたくない。

「棄獣共には出来なくとも我々には出来る！　それをイズマッシュ様達にお見せする良い機会だ！　全員、奮ふん起きしろッ！」

「おおッ！」

　亜人兵達が揃そろってキリルの檄げきに応じる。

　普段──あまり感情を表に出さない亜人兵達だが、それは決して、喜怒哀楽が無いという訳ではない。あくまで彼等は、己おのれを殺して、待っているだけなのだ。

　自分達が活かつ躍やくできる場が、与えられるのを。

　皆──この平和な時代に、亜人兵の居場所が無い事は知っている。

　戦場で役立つ存在として作られたのが、亜人兵だ。

　多くの獣が、獣として生きる術すべを、生まれた時に持っているのと同じく──技術ではなく、能力として生まれながらに兵士に必要とされるものを身につけている存在。良くも悪くも彼等に『伸のびしろ』は無い。その肉体は最初から使用目的が定まっていて──他の事には殆ほとんど役に立たない。少なくとも普通の人間と同等か、それ以下でしかない。

　だからこそ……

（いつかイズマッシュ様の研究が実れば──『遺産』が手に入れば）

　その時はきっと、再び、戦乱の時代が来る。

　そうなれば、亜人兵はその真価を天下に示す事が出来る筈だ。その時まで、自分達は魔法師に見捨てられる訳にはいかない。自分達が有能であると──やはり必要であると彼等に、とりわけ施し設せつ統とう括かつ者しやのイズマッシュに、示しておく必要が在った。

　仲間達が『温まった』のを確認すると、キリルは自らも新月刀シミターを腰こしに差し、他の装備も手早く点検する。

　そこへ──

「キリル！」

　駆かけ寄よってくるのはウルスラだ。

　他の『不良品』として雑ざつ役えきに回されていた亜人兵達も、一緒である。

「私達も──」

「ウルスラは隠かくれていろ。危ない」

　とキリルは切り捨てる様に言った。

　ウルスラは兵士としての能力は高くない。足手まといとまでは言わないが、キリル達に比べれば戦せん闘とう能力は低い。前面に出れば、死傷する率が高い。

　キリル達が共有する亜人兵の価値観としては、甚はなはだ矛む盾じゆんしているかもしれない。だがそれを自覚しても尚なお、キリルはウルスラを戦わせたくなかった──彼女を死なせたくないのだ。

「でも私も亜人兵──」

「俺達に任せておけ」

　キリルは重ねてウルスラにそう告げると──他の亜人兵達と共に宿舎を飛び出す。

「いいか、『標』は忘れるな！」

　改めて仲間達にそう告げると、キリルは細かい指示を仰あおぐ為に、宿舎を飛び出した。

　恐らくこの時間なら、ヴィクトルは例のチャイカを連れて第一層の処置室に居る筈はずだ。

「…………」

　キリルの胸には、焦あせりが在った。

　限られた情報しか手に入っていないが、恐らく、侵入してきたのは『もう一組のチャイカ』達だ。キリル達は、てっきり彼等が溺でき死ししたと思っていた──そう報告してしまった訳だが、それが、警けい戒かい態勢の緩ゆるみを招いたとも言える。

　失態だ。これでは有能さを示すどころの話ではない。

　兵士としての能力に疑問を持たれては、亜人兵は存在理由を失う。

「くそっ……」

　階段を三段四段と飛ばして駆け上がり、第一層に辿たどり着くと、キリルは真っ直ぐに第一処置室へと向かう。

「開けろ！　イズマッシュ様に御ご報ほう告こくが在る！」

　処置室の手前、扉の左右に待機していた亜人兵にそう告げる。

　だが……

「なりません」

　二名の亜人兵は無表情に、そう応じてきた。

　額に入いれ墨ずみされたラーケ語の『４』と『７』。それは同じ亜人兵でも、キリル達の様な、人間の胎はらから生まれてきたのではなく、この島で、硝子ガラス球の中で創り上げられた、『複製』──擬ぎ人じん兵だという証あかしだった。

「何者をも入れるなとの命令です」

　擬人兵二人は、揃ってそう言った。

「…………」

　キリルはその二名の擬人兵を睨にらみ付ける。

　忌いま々いましい事に──この擬人兵達は、キリルと同じ顔をしている。彼が最も安定した『性能』を発揮していた為、彼の血や肉片を採取し、それを基もとにして創り上げられた、いわば分身だ。

　だがキリルと異なるのは、脳の一部を当初から削さく除じよされており、代わりに魔法師達の支配を受けやすい様にと、小型の魔法機関を内蔵しているという点──つまり擬獣と同じなのである。

　この複製亜人兵が出来上がってからは、魔法師達は、こうした処置室の警備や、魔法師達の個人的な警護に、キリル達を使わなくなった。余計な事は喋しやべらず、まるで人形の様に絶対服従する擬人兵を、魔法師達は──特にヴィクトル・イズマッシュは重ちよう宝ほうしている様だった。

「──どけ。緊きん急きゆう事態だ」

　キリルは言って扉を自ら押し開く。

　棄獣の攻こう撃げきに巻き込まれない様にと腕に巻いた『標』──敵味方識別の為の腕わん章しようが、この擬人兵達にも効いた様だった。思考能力の一部を元々削けずられているこの複製達は、『標』の在る相手を攻撃出来ない。彼等は無表情のまま、キリルを止めようと手を伸ばしてきたが──それだけだ。強引にキリルはその手を弾はじいて、処置室の中に足を踏ふみ入れる。

　そこでは──

「──『遺産』が手に入れば全ては変わる」

　ヴィクトル・イズマッシュが、処置用の椅い子すに縛しばり付けられたチャイカに、何事かを語っている所だった。

「世界そのものを変えられる。ガズ帝てい国こくの再興？　些さ細さいな話だ。『遺産』は国家という枠わくすら越こえる力だ。闘たたかわずして世界を統すべる王になれる。戦争などする必要も無い──」

「──!?」

　その言葉にキリルは凍こおり付いた。

　戦争などする必要は無い？　『遺産』とは、それ程までに強大な力なのか？

　だがそれでは……

「──なんだ貴様」

　出入り口近くに居た魔法師が、眉まゆをひそめてキリルに声を掛かける。

「今、イズマッシュ殿どのはお忙いそがしい。煩わずらわせるな」

「…………」

　だがキリルは、その魔法師の言葉など、殆ど耳に入っていなかった。

「そうとも。世界は『遺産』の力で統一される。戦争などという効率の悪い方法など消えて無くなる。『遺産』さえ在れば兵器も軍隊も必要が無い……！　そう。『遺産』とは世界の在り方を根本から変える力だ」

　ヴィクトルは得意げにそう告げる。

「邪じや魔まだ、外に出ていろ」

　魔法師はそう言って、キリルを処置室の外に押し出してしまう。

　閉じられる処置室の扉を前に──キリルは、ただ呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。

　今の話は本当か？

　世界の在り方を根本から変える？　戦争は存在しなくなる？　ヴィクトル達は『遺産』を手に入れれば、それだけで世界を支配し尽くせる？

　どんな代しろ物ものならば、そんな事が可能になるのか。キリルには想像もつかない。

　だがヴィクトルの言葉が本当ならば──

（俺達は……用済み？）

　その想像に──キリルは、震ふるえた。
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　延々と鳴なり響ひびいていた警報は、始まりと同様、唐とう突とつに止やんだ。

「…………ふん？」

　ダヴィードは耳を澄すまして、微かすかに聞こえてくる音を拾う。

　警報の原因となった何かについては、未だ解決はされていないらしい。施し設せつの中の空気は張はり詰つめたままだった。微かにではあるが、怒ど声せいじみた声が飛び交うのが聞こえてくる。

　ダヴィードは鉄格子の塡はまり具合を確かめるかの様に、しばらくこれを握にぎって揺ゆさぶってみる。流石さすがに何の道具も無しに、これを外したり壊こわしたりするのは無理だろう。

「セルマ」

「……何？」

　奥で横になっていた相棒の魔法師は、すぐに返事をしてきた。

　この牢獄に二人して放り込まれてから、死んだかの様に彼女は動いていなかったが……これは体調を崩くずしていた訳でも無ければ、いじけていた訳でもない。単純に体力を温存する為ためだ。

　傭よう兵へいたるダヴィードとセルマにとって、虜りよ囚しゆうとなる事は、ごく普通に想定される状じよう況きようの一つに過ぎない。正規軍の兵に比べて、傭兵は捨て駒ごまの様な使われ方をする事が多いので、敵に捕つかまるのも珍めずらしくないのだ。

　だから勿もち論ろん──二人は機を見て脱だつ出しゆつする気だった。

「ちいと仕し掛かけてみるから頼たのむわ」

「……分かった」

　頷うなずくとセルマは長い髪かみの間に手を入れて──そこから何かを引っ張り出す。

　細い細い鋼はがねの糸。編んで使えば簡易の糸いと鋸のこにもなるし、先に浮うきを──あるいは錘おもりを結んで投げれば釣つりの真ま似ね事ごとも出来る。この手の道具は、大たい抵ていの傭兵が身体からだの何ど処こかに隠し持っているものだ。

「やっぱりここの奴やつ等ら、捕ほ虜りよをとる事にゃ、なれてねえのな。ろくに身体検査もしやしねえ。刃は物ものの一本くらい、胸の谷間に挟はさんでれば持ち込めたんじゃねえか？」

「この牢ろう屋やも綺き麗れいなものだしね」

　とダヴィードの台詞せりふを半ば無視してセルマは言いながら、鋼の糸で輪を作る。

「出来たわよ。どの辺？」

「その辺で良いだろ」

　ダヴィードは笑って言いながら鉄格子の向こう──を適当に指さす。

　それから彼は、深呼吸の後、声を上げた。

「た、た、たすけてくれえええええええええ！　ころされるうううううううううううう！」

「白々しいわね」

　呆あきれの表情を示すセルマ。

「これ位の方が、生々しいんだぜ？」

　とダヴィードが笑って言うと。

「──なんだ!?」

　亜人兵の一人が、奥の廊ろう下かから姿を現した。

（よっしゃ）

　ダヴィードは内心、にやりと笑う。

　警報が鳴っていた事から、人手に余よ裕ゆうは無いと踏んだが、やはりその通りだ。

　二人で来られれば少々面めん倒どうだったが、一人ならば──

「やべえ、やべえんだよ、殺されるよ！」

　ダヴィードは鉄格子を握って叫さけぶ。

「殺される？　何がだ、誰だれが？　貴様か？」

「そうだよ！　見て分からねえのかよ！」

「……？」

　怪け訝げんそうに亜人兵はダヴィード達の前にやってくる。さすがに鉄格子の隙すき間まからダヴィードが手を伸のばして届く様な距きよ離りには踏み込んではこなかったが。勿論、そんな事は予想済みだ。

「今の警報だろ？　奴やつが来るんだよ、奴が！」

「奴？　何の話──」

「お前等皆みな殺しにされるぞ！　嫌いやだ、こんな処で死にたくね！　開けろ、開けてくれよ！」

「う、うるさい！」

　ダヴィードの剣けん幕まくに、亜人兵は一歩後じさる。

　まさに──そこだった。

　予あらかじめセルマが作った『輪』が投げてあったのは。

　元々の鋼糸が細い上に、薄うす暗ぐらい牢獄の周りでは、足元のそれはよくよく見なければ、とても気付けない。

　鉄格子に引っかけてあった鋼糸の一いつ端たんを、セルマが渾こん身しんの力で引いた。

「──っ!?」

　亜人兵が気付いた時には、もう遅おそい。

　輪が締しまり、左足をこれに囚とらわれた亜人兵は、足をすくわれる様にして転てん倒とう──更さらにこの鋼の糸を、ダヴィードも摑つかんで引いた。

　鋼を擦すり合わせる異音と火花が弾はじける。

「ああああっ!?」

　あっという間に、亜人兵は鉄格子の処まで引きずられてきていた。

　その足首を無理矢理摑んで引っ張り込むと、ダヴィードは、右手で改めて亜人兵の服を摑んで引き寄せる。セルマが波打たせた鋼の糸が、改めて、亜人兵の頭部に引っ掛かり、鉄格子に彼を縛り付けたのは次の瞬しゆん間かんだった。

「…………!?」

　亜人兵は──自分が何をされたのかも、よく分かっていない様だった。

　先の会話の通り、この施設の連中が、捕虜をとる事になれていないのは明白だった。思った以上にあっさり引っかかってくれたのは、その為だろう。

「さあて？」

　ダヴィードは鉄格子の間から手を伸ばして、亜人兵の身体を探る。

　先に牢獄に放り込まれたときに見た通り──亜人兵の腰こしの後ろに鍵かぎが吊つられていた。

「あったあった。いやあ素直だね。おめえら」

「…………！」

　亜人兵が怒いかりの表情でこちらを睨にらみ付けてくるが、ダヴィードはむしろにやにやと笑いながら言った。

「あっさり引っかかってくれて助かったわ。そんじゃな」

　言ってダヴィードは、亜人兵の首筋を摑む。

　指先で動脈を探り当てて圧あつ迫ぱくすると、亜人兵は、あっさりと気を失ってくれた。人間と異なる耳だの角だのを具そなえていても、血管の位置は変わらないらしい。

「そんじゃま──うちのお姫ひい様さまを探しに行くか」

「そうね」

　気絶した亜人兵を離はなすと、鉄格子の間から鍵かぎ穴あなに鍵を差し込んで、ダヴィードは牢獄の扉とびらを開いた。
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　呆然としていたのは、恐おそらく数秒の事であったろう。

　だが気がつけば、キリルは通路の隅すみで、壁かべに額を付けて呻うめいていた。

　自分達は、ヴィクトルの目的が達成されれば、用無しになる。

　彼の言葉が正しければ、戦争はこの世から無くなる。キリル達が自らの存在理由を証明出来る場は無くなる。それはつまり、『人間モドキ』として軽んじられる立場から、永久に脱だつする事が出来ない、という事だ。

「くっ……」

　キリルの脳のう裏りに──仲間達の顔が過よぎる。

　誰もが、来たるべき戦争を信じて今の不ふ遇ぐうに耐たえていた。

　同じガズ帝国の残党である筈はずの、魔法師達からすら、軽んじられてきた。

　戦争さえ再び始まれば……鞘さやに収められたまま錆さび付いていく刀の様に、『自分はどうしてこの世に生まれてきたのだろう？』という自問自答を繰くり返す……そんな日々から、抜ぬけ出る事が出来る筈なのだと思っていた。

「……分かってたんだ……分かってはいたんだ……くそっ！」

　唸うなる様にキリルは呟つぶやいた。

　いかに優ゆう秀しゆうな魔法師と亜人兵とはいえ、たかが百名にも満たない人員で、ガズ帝国を再建など出来る筈がない。本気でヴィクトル達が戦争を起こそうとしていたとしても、キリル達が活かつ躍やくする場面は無いだろう。圧あつ倒とう的てきな兵力で、瞬またたく間まに鎮ちん圧あつされて終わるだけだ。

　だが、それでも。

　ヴィクトル達の研究が──彼等が言う『遺産』が、その圧倒的な兵力差を覆くつがえせるのではないかと、微かすかな期待を抱いだいていた。

　いや。たとえガズ帝国の再建ならずとも、亜人兵此こ処こにありと、この世界に自分達の存在を忘れ得ぬ『疵きず痕あと』の如ごとく刻みつける事が出来たなら──時代のあだ花ばなとして最後に一咲さき出来るなら、とすら考えた事もあった。

　しかし……

　戦争すら必要無い。世界の在り方を変える『力』。

　それがどういうものかキリルは分からないが──

「本当に、もう希望は無いのかね？」

　不意に──耳元でそう囁ささやかれた。

「…………」

　愕がく然ぜんと振ふり向くキリル。

　見開かれた彼の両眼に映っているのは──亜あ麻ま色の髪と琥こ珀はく色の瞳ひとみを持つ少年だ。

　勿論、この施し設せつの者ではない。キリルはその少年について見覚えが無い。

（侵しん入にゆう者しや？）

　思わず腰の新月刀シミターに手を掛かけるが、彼に出来たのはそこまでだった。

　亜人兵としての感覚が告げている。こいつは得体が知れない。目の前に居る筈なのに、そこに存在を感じられない。まるで幻まぼろしを見ているかの様な──

「『遺産』を手に入れられなくなれば、どうだろう？」

　少年は微笑を浮うかべて、そう問うてきた。

　まるで親しい友人に語りかけるかの様な、何気ない口調。

「いや。むしろ君達が『遺産』を手にするのはどうだろう？」

「…………」

　キリルは頭の片かた隅すみで違い和わ感かんを覚える。

　だが──意識の表面は麻ま痺ひしたかの様で、その違和感の正体を突つき詰つめる事が出来ない。

　おかしいとは分かっているのだ。だがそれ以上の事は何も考えられない。

　思考が空回りする。

　引っかかるべき処で引っかかる事が出来ずに、脳内で論理の歯車が滑すべる。

「『遺産』を手に入れるのに必ひつ須すなのは何だろう？」

「…………」

　キリルは何度か目を瞬かせてから──

「…………チャイカ」

　その名を口にした。
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　大海魔クラーケン。

　それは七種の棄獣の内、最大の体たい軀くを誇ほこるとされる怪かい物ぶつだ。

　同時に、装鎧竜と並んで高い知能を持つとされており、通常の魔法術式では、精神支配出来ないとされている。下手をすれば、人間の方が支配されかねない。

　そして装鎧竜と異なり、人間と『契けい約やく』を結んだりもしない。

　だから……生存領域が海という事もあり、人間とは最も縁えん遠どおい棄獣だ。

　それこそ、ごくたまに船が大海魔に沈しずめられたという話を聞く位で、その話すら、一部は捏ねつ造ぞうであると──大海魔に襲おそわれたという事にして、荷を横流しするとか──する説もある。

　だからこそ、トール達は大海魔がそもそも、人間の言葉を話してくるなどとは、思ってもみなかったのである。

　しかし……

「……チャイカより余程、大陸公用語が上手いな」

「むいっ!?」

　ぽつりと洩もらしたトールの言葉にチャイカがぴくりと反応する。

「私、大陸公用語、話す、出来る！」

「分かった分かった」

　両手に握にぎった機杖をぶんぶんと上げ下げしながら抗こう議ぎしてくるチャイカをいなして、トールは大海魔に向き直った。

「……大海魔、でいいのか」

　トールは目の前の怪物にそう話し掛けた。

「良い。我等、に、は、個体同士、の、名の、区別、は、無い」

「……そういえばそんな事をフレドリカも言ってたっけか」

　フレドリカ達装鎧竜にも『個人名』とも言うべきものは無く、確かフレドリカも以前は『東の６４５番』とかそんな呼こ称しようで他と自分を区別していたとか──

（そういえば……）

　フレドリカから聞いたところによれば、レイラは──蒼のチャイカは、『チャイカ』達の存在の秘密について、第一世代の大海魔から何らかの情報を得たのだそうだ。勿もち論ろん、第一世代の大海魔ならば、全ての個体が『チャイカの秘密』を知っているとは限らない。

　しかし──ひょっとしたら。

「一つ聞きたいんだが。ガズ皇こう帝ていの事について、お前達は何か知っているのか？」

「ガズ、皇帝──」

　緩ゆるやかにうねっていた大海魔の触しよく手しゆが、ふと動きを止める。

「この──少女はチャイカという。お前達は『チャイカ』と呼ばれる存在について、何か知っているのではないのか？」

　トールは脇わきに立つチャイカを示した。

「…………」

　大海魔はしばらく、凍こおり付いたかの様に動きを止めていたが。

「……〈禁断皇帝〉……アルトゥール・ガズ…………」

　ふと思い出したかの様にぽつりとその名を呟く。

　そして──

「細かい、事情、は、勿論、我々、の、知る、ところ、で、は、ない」

　大海魔はそう言った。

　トール達は顔を見合わせて溜ため息いきをつく。

　やはり聞くだけ無む駄だだったか。レイラが話を聞いた個体はまた別なのだろう。

　そう思ったのだが──

「我々が、どうして、棄獣、と、呼ばれている、か、考えた、事、は、あるか？」

　ふとそんな事を大海魔は問うてきた。

「なに？」

「我等、は、失敗作フエイラ、だ」

　そう告げる口調にも、やはり自じ嘲ちようの響ひびきは無い。

　事実を事実として読み上げているだけの──口調。

「まるで作られたみたいな言い方だな。天然物ってさっき自分で言ってなかったか？」

「我は、確か、に、この、施設の、人間に、作られた、個体、で、は、ない。だが、全て、の、棄獣は、失敗作、として、破は棄き、されて、きた、もの、だ」

「…………」

　破棄された。失敗作。

　その言い方はまるで──

「神様にでも棄すてられたか」

「然しかり……」

　否定を期待して飛ばした一言は、しかし、あっさりと肯こう定ていされた。

「お前達、人間、の、言う処の『神』、信しん仰こう、という、行動の、対象と、それが、同じか、どうか、は、分から、ない。だが、我等の、創造主、という意味、で、あれば、その通りだ、八エ番イ目スの者、達よ」

「…………八番目？」

　トールは眉まゆをひそめて呟く。

　そういえば先もこの怪物は『八番目の者』という呼よび掛け方をしていたが。

「お前、達、の、棄獣、の、定義、は？」

　大海魔はそう問うてきた。

「……魔ま法ほう」

　答えたのはチャイカだ。

　更さらに──アカリが続けた。

「魔法を使う獣の総そう称しよう、それを棄獣という。そう私は教わったが？」

　確かにトールもアカリもアキュラの里で、棄獣という存在の定義についてはそう教えられている。勿論、これは乱破師達だけの認識という訳ではなく、フェルビスト大陸全体での共通認識である筈はずだ。勿論、庶しよ民みんの多くは、魔法がどうのというよりもまず、『人間を襲ってくる凶きよう暴ぼうな獣』という認識が、先に来るのだろうが。

「そう、だ。八番目の者、達、よ、その、定義、から、すれば、魔法、を、使える、生き物、は、全て、棄獣、と、言うこと、も、出来る」

「……なに？」

　七種類の棄獣。

　魔法を使う獣。

　それはつまり──

「大海魔クラーケン。双頭犬オルトロス。奇眼鳥コカトリス。独角馬ユニコーン。装鎧竜ドラグーン。猛禽獣グリフオン。そして、既すでに、滅ほろんだ、幻エ想ン樹ト。棄獣、と、は、この、七種、を、指す」

　大海魔は淡たん々たんと棄獣の名を列挙する。

　そして──

「他に、は？　魔法、を、使う、生き物、は、他に、存在、しない、か？」

「それは…………」

　トール達の視線は、当然の様にチャイカに──いや、彼女の持つ機杖に集まる。

「むい？」

　眼を瞬またたかせるチャイカ。

　魔法を使える生き物が、全て棄獣だというのならば、魔法師は──いや、人間もまた、棄獣の仲間だという事にならないだろうか。

「いや、しかし、俺達は」

「八番目の者、達、よ。我等は、お前、達、に、至る、前の、試作、に、過ぎない。完成品、で、ないから、棄て、られた。それ、故ゆえに、棄獣」

　トールの言葉を遮さえぎる様に、大海魔は、言った。

「お前、達、は、つまり、魔法器官、を、外付け、される、事で、完成した、我等の、同類」
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「キリル！」

　通路を歩く彼の姿を見つけて──ウルスラが、駆かけ寄よってくるのが見えた。

　彼女は珍めずらしく、雑ざつ役えき用の作業服ではなく、戦せん闘とう用の衣装に着き替がえ、腰こしにはキリルと同じ新月刀シミターを提さげている。他にも数名の亜人兵が通路のある場所に集まっているのが見えた。

「独角馬の死体と、その近くの通風口に仕し掛かけられた罠わなが見つかったわ」

　そう言ってそのウルスラが示すのは、小さな筒つつだ。

　恐おそらくは、それが通風口に仕掛けられていた罠、その一部なのだろう。

「これで煙えん幕まくを──……キリル？」

　ウルスラは眉をひそめてキリルの顔を見る。

「お……怒ってる？」

「…………」

　ウルスラはどうやら、自分が言いつけを守らず、武装して現場に出ている事を咎とがめられているのだと思った様だった。確かにそれはキリルとしては望ましくない事だが、今は、それに目くじらを立てる様な気分ではなかった。

　だが無言のキリルの様子を……ウルスラは、更に誤解した様だった。

「ごめんなさい、でも私──私も亜人兵なんだから」

　ウルスラは眼を伏ふせて言った。

「戦えるよ。戦えないと意味無いよ。戦わせてよ」

　母親の胎たい内ないに居る間から、魔法で『加工』され、兵士として生み出された者。

　他に存在理由など無い。他に自分自身を肯定する方法が、無い。

　大なり小なり亜人兵達は皆──そうだった。『出来損そこない』として戦闘要員には数えられていなかったウルスラですらも、それは同じで。

「そうさ」

　キリルは吐はき捨すてる様に言った。

「意味なんて無い。無いんだよ。俺達には、もう」

「キリル……？」

　驚おどろいて眼を瞬かせるウルスラ。

「どうした？」

　キリルの様子が普段と違ちがう事に気付いたのだろう。

　他の亜人兵達もキリルとウルスラの所に駆け寄ってくる。

「……何でもない。状じよう況きようは？」

　唸うなる様にキリルは言って、そして仲間達に問うた。

「まずいよ。先に捕つかまえたチャイカの連れも逃にげ出したらしい」

「どうやら侵しん入にゆう者しやはニーヴァ・ラータを連れ出した様だ」

「…………」

　ヴィクトル達が『チャイカ』の他にご執しゆう心しんの実験体。

　というより『チャイカ』達の事すらも、結局はニーヴァ・ラータを『完成』させるのに必要だからと、こだわっているだけの様だった。更に言えば棄獣の複製も、その一いつ環かんであるかの様な事を、ヴィクトルが言っていたのを聞いた覚えが在る。

　だが『完成』とはどういう事か？　そもニーヴァ・ラータとは何なのか？

　元々はガズ帝国崩ほう壊かい前に、本国から送られてきた少女である。

　亜人兵の様に見えるが、扱あつかいが明らかにキリル達とは異なる。

　ヴィクトル達はその身体からだに棄獣の一部を移植したり、何度か処置室で生きたまま解かい剖ぼうしたりしていた様だが──そんな行こう為いに何の意味が在るのか、キリル達には知らされていなかった。

　だが……

「全員に伝令」

　据すわった眼で仲間達を見回しながら、キリルは言った。

「作戦目的を──変へん更こうする」
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　──『棄獣』

　元々その呼こ称しようは『神に望まれずに見放された』という意味から、付けられたと言われている。また最も神に愛されたのは人間だとも。これはフェルビスト大陸に存在する、幾いくつかの宗教で共通して唱えられる考え方だ。

　だがトールは、そうした考え方を、人間が自分の都合で作った絵物語と捉とらえていた。

　乱破師は、他人を騙だますのも仕事の内だ。敵方の人間に接せつ触しよくし、これを味方に引き入れて、情報を流させたり、敵方を内側から崩くずすための手て駒ごまにしたり──そういう作業の為ために、簡単な人心操作の技術を学んだりもする。

　そして宗教にのめり込む人々の心理は、そうした人心操作に応用が利きく。

　そして、この場合に必要なのは、飴あめと鞭むちだ。

　宗教において、その飴に相当する部分こそが、人間を、『神に愛された生き物』としてその存在を全面肯定する考え方だと、トールは捉えていた。つまりそれは、必要とされる結論から、逆に導き出された理り屈くつであるのだと──

「我々、の、後こう継けい、望まれ、た、形を、備えた、もの、即すなわち──人間」

　大海魔クラーケンは潮しお騒さいの様な、海面そのものをふるわせる声でそう告げてきた。

「『神』が望んだってのか」

　トールの問いに僅わずかに海面が揺ゆらいだ。

　あるいはこれは──嗤わらったのか。

　それは人間のものとは似ても似つかない笑いであったろうが。

「人間、の、宗教、に、おける、『神』は、幾つ、もの、側面、を、持つ。我も、完全に、理解は、して、いない。だが、我等、と、人間を、創造した、という、意味で、確かに、それは『神』、の、語に、該がい当とう、する」

「…………」

「この、世界を、それが、創り上げ、たのか、どうか、までは、分から、ない。我等を、創った、からといって、それが、全てを、創ったと、するの、は、早計に、過ぎる。この、世界、を、それが、創り上げた、のならば、我等を、試し行こう錯さく誤ご、する必要など、無かった、筈、だ」

　全知全能、万能無限──そんな神が居るならば。

　そしてそんな神が世界を創造したのならば、確かに試行錯誤すら必要無いではないか。完全な神が一人そこに在れば良い。

「我等、第一世代、は、それに、直接、に、創造され、た、個体。故に、多少、なり、とも、事実、を、知って、いる。だが、我等、とて、それ、に、直接、触ふれた、事は、無い。それ、は、我等、と、は、あまり、に、隔へだたった、虚こ空くう、の、果てに、居る。見えて、も、触れる、事は、出来、ない。天空、の、星の、如ごとく。あるい、は、水面に、映る、虚きよ像ぞうの、如く。しかし、同じ事、が、それにも、言える。それは、我等、に、直接は、触れ、られ、ない。だから、我等の、世界を、都合良く、動かす、為の、触しよく手しゆを、も、創った」

「…………兄様」

　いつもの無表情でアカリが言った。

「どうすれば良いだろう。実は半分も話が分からない」

「安心しろ。俺もそろそろ危なくなってきた」

　とトールは唸る様に言った。

　だがトール達の困こん惑わくなど知った事ではない、とでも言うかの様に、大海魔は続ける。

「魔法、それ、を、後天的、に、獲かく得とく、する、技術では、なく、生来の、能力、として、得ているが、故に、我等は、失敗作、で、あった」

「……なに？」

「他の、生物、あるい、は、環かん境きように、対し、圧あつ倒とう的てき優位、を、持ち、爆ばく発はつ的、に、増ぞう殖しよくし、この、世界、に、おける、支配的勝利種、になる、それ、を、期待されて、与あたえられ、た、魔法、である、が。逆に、我等は、その、魔法、に、よりて、高い、個体生存能力を、獲得、した、結果、集団、を、形成する、必要性が、低く、なり、形成、して、も、限定的、な、もの、で、社会、を、成す、には、至ら、なかった」

「……社会」

　それは村落や市街や──あるいは国家の事か。

　つまり……その創造主とやらは、国家を作り出す生き物が欲しかった？

　だが何な故ぜ？

「また、それ故、に、我等は、その、思考が、平へい坦たんで、感情の、変化に、乏とぼし、い。文化を、持たず、ただ、在る、ように、在る、だけの、生き物。それは、創造主、の、求めていた、存在、と、は、かけ離はなれ、ていた」

「…………」

「故に、人間、は、敢あえて、我等、より、能力、の、一部、を、除かれ、その、上で、『外付け』、として、魔法器官を、与え、られた。後天的な、技術、として、魔法を、手に、入れる事、で、人間は、むしろ、状況や、必要に、応じ、た、多た彩さいな、魔法を、手に、入れる、事と、なった。それが、更さらに、文明を、発展、さ、せ、結果的に、フェルビスト大陸、を、含ふくむ、この、世界、の、覇は者しや、と、なった」

　ゆらゆらと水上で揺れていた触手の先せん端たんが、音も無く曲がってある方向を指す。

「それ、は、何の為、だ、と、思う、かね？　ガズ皇帝、の、後こう継けい者しや、よ」

「……!?」

　指されたのは──チャイカだ。

　彼女は左右を見回して、触手が示しているのが自分だと確かめた上で──眼を丸くして硬こう直ちよくしている。トール達よりは、魔法だの棄獣だのの知識は豊富なのだろうが、彼女もまた、あまりに唐とう突とつな大海魔の話に、困惑するばかりであったろう。

「ガズ皇帝……〈賢けん帝てい〉か」

　とアカリが呟つぶやく様に言った。

「確か、全ての魔法技術はガズ帝国が発はつ祥しようだと──」

「待て、魔法技術ってのは……」

　トールが教えられた限りでは、その発祥は五百年以上も前だ。

「ガズ皇帝が、あの馬ば鹿かげた噂うわさ通り三百歳だったとしても」

「それは皇帝が在位した時点での話だ、兄様。忘れたのか、ガズ皇帝の即そく位い以前の前歴は謎なぞのままだぞ」

「それは……」

　確かにその通りだ。

　つまり──それ以前に、数百年、いや千年、生きていたとしても、それはまた、皇帝在位の長さとは別の話、という事になる。

「我等、は、所しよ詮せん」

　大海魔が言った。

「生いけ簀す、の、中の、魚に、過ぎ、ない。その中、で、養よう殖しよく、され、利用、される、が、多くの、魚、は、その事実を、知らぬ、し、知って、いても、意味が、無い。相手は、水の上、触れ、得ぬ、もの、抗あらがい、得ぬ、もの、そういう、相手、に、どれだけ、気を、揉もんでも、無む駄だだ。我々、は、早々に、その、事実を、受け、入れて、諦あきらめ、た。恐おそらく、は、他の、棄獣の、第一、世代、も、同様、だ。だが、ガズ皇帝、は──」




　──異音。




「──!?」

　それは全く唐突で、かつ、一いつ瞬しゆんの事で、トール達も反応しきれなかった。

　死にかけの大海魔の上に何かが降った。

　恐らくはトール達が落ちてきたのとは別の、通気口か、あるいは骸むくろを投げ入れる為の廃はい棄き孔こうか。いずれにせよ、洞どう窟くつの天てん井じようから落ちてきたそれは──

「…………」

　だらりと触手が水面下に沈しずむ。

　大海魔の『頭部』──庇ひさしの様になっている殻からの部分に、剣けんが突つき刺ささっている。僅かに湾わん曲きよくした片かた刃ばの凶きよう器き。それを握にぎっているのは──

「亜人兵！」

　アカリが身構える。

　そう。それは獣の様な耳と尾を持つ、亜人兵だった。

　恐らくは、飛び降りる際の勢いをそのまま利用して、新月刀シミターを突き立てたのだ。根元まで完全に埋うまったその刃やいばは、恐らく、大海魔の急所を破は壊かいしたに違いない。

　大海魔は最も早はや、喋しやべる事も無く、ゆっくりとその巨きよ体たいは沈み始める。

「…………」

　大海魔の巨体の上で、亜人兵の青年はトール達を見み据すえてきた。

　何ど処こか、据わった様な──狂きよう気きすら感じさせる眼である。

（こいつ、船の上で……）

　最初にトールと斬きり結んだ亜人兵だ。

　虎とらの様な黒と亜あ麻ま色の二色の混ざった髪かみと、鋭するどい目め許もとに見覚えが在る。

「──チャイカ」

　亜人兵は、唸うなる様にその名を呼ぶ。

「む、むい!?」

　びくりと身を震ふるわせるチャイカ。

「死ね。お前達も皆みんな──死ね。死んで、なくなれ」

　亜人兵がそう告げる。

　次の瞬間──天井に穿うがたれた幾つかの孔あなから、細い鎖くさりが次々と降りてきた。

　そして──

「……！」

　身構えるトールとアカリ。

　鎖を伝って、何人もの──いや何十人もの亜人兵が降りてきたのは、次の瞬間であった。
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　扉とびらが、弾はじける様に開け放たれる。

「──!?」

　何事かと振ふり返った魔法師達は──そこに、十数名の武装した亜人兵の姿と、それから、その足元に転がる擬ぎ人じん兵を見る事になった。擬人兵は、共に喉のど元もとの急所を突かれ、胸を血に染めて息絶えている。

「な、何をしている!?」

　愕がく然ぜんと魔法師達は問う。

　だが理由はさておき……状じよう況きようは明白だった。

　亜人兵達の造反。

「……私達は」

　亜人兵達の間から一人、代表する様に歩み出るのは、戦せん闘とう能力の低い『出来損ない』として雑ざつ役えきに使っていた、女性型の個体だった。

　確かウルスラ・タトラ１２──

「いつか戦場に立てると信じて従ってきました。貴方あなた達のお手伝いをしていれば、いつかガズ帝国を再興する戦いくさが始まって、この世に生まれてきた、身の証あかしを立てられるのだと」

　ウルスラは、何処か熱に浮うかされたかの様な口調で言った。

「戦場に、亜人兵在りと名を轟とどろかす。それだけが私達の望みであり、雌し伏ふくの時を耐たえる為ための矜きよう持じでありました。その日が来ると信じていたからこそ、貴方達の下で、擬獣と同様の扱あつかいを受けながらも、耐えてきたのです」

　ウルスラの背後に立つ亜人兵達は無言だが、彼等の抱かかえている感情がウルスラの語るものと同じであるという事は、その眼を見れば明らかだった。

「なのに──貴方達は最早、戦争など無いと言われたそうですね。『遺産』を手に入れればそんな事をしなくても世界を支配出来るのだと」

　言ってウルスラは眼を伏ふせる。

「…………！」

　魔法師達は──そして誰だれよりもヴィクトルは気付いた。

　先程、それはヴィクトルがチャイカに言った台詞せりふと同じ内容だ。何やら割り込んできた亜人兵を、魔法師の一人が外に追い出していたのには気付いていたが……

「だから何だというのだ!?」

　ヴィクトルは叫さけびながら、倒たおれた擬人兵を見み遣やる。

　脳の一部を切り取られ──思考力の何割かを最初から削けずり取られ、代わりに支配の魔法を受け付け易い様に、脳に小型の魔法具を埋め込んだ量産試作品。亜人兵達と異なり、何も問わず、何も語らず、ただひたすらに絶対服従する彼等の方が、ヴィクトル達にとっては使い易い道具だった。

「だから愚おろかだと言うのだ！　貴様等は！　この役立たず共が！」

　苛いら立だちにヴィクトルは声を荒あらげる。

「何が戦争か！　そんなものにこだわって、自分が何をしでかしたか、分かっているのか!?　これは反乱だぞ!?」

　魔法師であるヴィクトルに、騎き士しや戦士の誉ほまれ、武ぶ勲くんへの執しゆう着ちやくなどは、無い。

　むしろヴィクトルがこだわったのはガズ皇帝を越こえる──ガズ皇帝の遺のこしたものを使って、自分がガズ皇帝の目指していた先に手を掛かける事だった。常にガズ皇帝の後ろを歩き続けていた自分達が、ガズ皇帝の果たせなかった夢を実現する。それだけを目標にヴィクトルはこの五年余りを費やしてきた。

　それを──

「はい。反乱です。我々はイズマッシュ様達の『遺産』の獲かく得とくを妨ぼう害がいします」

　そう言ってウルスラが指すのは、処置台の上で、今まさにその銀ぎん髪ぱつを削そがれようとしていたチャイカだった。

　彼女もまた突とつ然ぜんの出来事に、訳が分からない、といった様子で眼を見開いているが──

「『チャイカ』を名乗る者達が居なければ、『遺産』は手に入らない。そうですよね？」

　ウルスラの左右から亜人兵達が前に出る。

「貴様等──」

「イズマッシュ殿どの！」

　名を呼ばれて振り返るヴィクトル。次の瞬間、ヴィクトルは──名を呼んできた魔法師の意図を悟さとって、眼を瞑つぶり、身を屈かがめていた。

　処置室には当然ながら、大小幾いくつかの魔法機関が在る。処置をする際に──開頭手術をする際に、確実に、手元を明るく照らすため使う、照明用の魔法術式も用意されている。

　そしてこれを、最も強い形で起動すればどうなるか。

「──顕あらわれよ！　〈光り満つるものザ・フラツシヤー〉！」

　魔法師が魔法を起動──処置室に、最大輝き度どで起動した光の魔法が炸さく裂れつし、眼を眩くらませる。

　視界が白く塗ぬり潰つぶされる。

　同時に──

「…………！」

「…………？」

「…………!!」

　亜人兵達が何事か叫び合っている気配はするが──声は全く聞こえなくなっていた。

（なに……!?）

　ヴィクトルは動どう揺ようしていた。

　部下の魔法師が起動したのは目め眩くらましの魔法だけの筈はずだ。少なくとも消音の魔法術式は、この処置室の魔法機関や、機杖の中には搭とう載さいされていない。

　空気の震えを相そう殺さいして、強制的に無音状態を造り出す魔法。

　そう珍めずらしいものではないが、しかし──一体、誰が？

（くっ……）

　ヴィクトルは手探りで──四つん這ばいになりながら、奥の処置準備室に向かおうとする。あちらに出れば、別の扉から逃にげられる筈だ。

（チャイカを──）

　途と中ちゆう、椅い子すの上に縛しばり付けられている筈のチャイカに、手を伸のばそうとする。

　チャイカを亜人兵達に持って行かれては、意味が無い。

　だが──

「──!?」

　手探りで何とか椅子には辿たどり着けた。

　だがその上に、チャイカの手て応ごたえが無いのだ。

　代わりに──

「悪いな。うちのお姫ひい様さまは返して貰もらうぜ」

　肩かたを摑つかんだ何者かがそう言うのが──空気ではなく身体からだを伝った振しん動どうで──聞こえた。

（このチャイカの従者か！）

　恐おそらくどさくさ紛まぎれに雪な崩だれ込んできて、消音の魔法を使い、混乱を助長したのはこの者達であろう。咄とつ嗟さに身構えるものの、次の瞬間、突き飛ばされてヴィクトルは床ゆかに這っていた。

（お……おのれ……！）

　呻うめき声や怨えん嗟さの叫びすら──消音の魔法で、他に届く事無く消されてしまう。

（くっ──）

　こうなっては、一度、態勢を立て直すしかない。

　ヴィクトルは歯ぎしりしながら床を這い、処置準備室に向かって行った。
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　戦いの場としては、最悪の環かん境きようと言っても過言ではなかった。

　元より足場が少ない洞どう窟くつ内、固い地面よりも水面の方が遥はるかに多いという状況であるが──身の軽い亜人兵達は、巧たくみに壁かべの凹おう凸とつや、小さく水面に突き出ている岩、更さらには浮かんでいる棄獣の死体すらをも手て掛がかり、足掛かりにして、トール達に迫せまってくる。

　対してトール達は……チャイカやニーヴァを抱えてろくに身動きがとれない。岩の上は濡ぬれていて滑すべりやすく、迂う闊かつに転ぶだけでも、大おお怪け我がをしかねない。

　結果──トール達は、乱破師であるトール、アカリを前衛にして亜人兵達の相手をしつつ、チャイカが魔法で援えん護ご、という形式をとらざるをえなかった。ちなみに、フレドリカは万が一に備えてチャイカとニーヴァの傍そばについている。

「くっ──」

　壁を伝う様にして突っ込んでくる亜人兵の新月刀シミターを、小機剣けんで受けて横へと流し、相手の体勢を崩くずす。勢い余った処で、トールはその横腹へ、すくい上げる様な蹴けりを叩たたき込んだ。

「ぐっ──」

　短い呻きを漏もらして、吹ふっ飛んでいく亜人兵。

　だがその姿が水中に没ぼつするのを確認する間も許さず、別の亜人兵が襲おそい掛かってくる。

「──顕れよ！　〈叩き潰すものザ・スラツガー〉！」

　青白い光と共に、チャイカの魔法が発動し、空中に居る亜人兵を叩き落とすが、逆に空中だけに受ける被ひ害がいが少ないのか──戦線離り脱だつする亜人兵が少ない。大たい抵ていはすぐに仲間に引き上げられて、再び襲い掛かってくる。

（くそっ──一人一人はそう強くはないが）

　格かく闘とう戦技術という意味では、明らかにトール達に劣おとる。

　だが亜人兵は基本の能力が高い上、何よりも、数が多い。

　しかもトール達は前述の通り、足場が悪く限られている事に加え、チャイカと、ニーヴァを背に守っているせいで、殆ほとんど身動きがとれない。神しん出しゆつ鬼き没ぼつが本来の乱破師の持ち味、そういう意味では、トール達は本来の強さを半ば封ふうじられた形だった。

　そして──

「──！」

　一体何人目か。

　トールが亜人兵を斬きり伏せ、足元の海水に突っ込ませる。

　そこにあの亜人兵が──最初にトールと切り結んだ亜人兵が、新月刀で斬り込んできた。

「ぐっ──」

　双小機剣で受け止めるトール。

（こいつは別格か──）

　他の亜人兵に比べてこの、黒と亜あ麻ま色、二色の髪かみの亜人兵は、明らかに強い。

　技の類たぐいを備えておらず、動きに我流の雑さが在るのは他の亜人兵と同じなのだが……基き礎そ的な能力が特に高い上、筋力や反射速度に均きん衡こうがとれているせいで、一いち撃げきがとにかく鋭するどく重い。もしきちんとした師に習い格闘術を修めていたならば、トールよりも強かったかもしれない。














「死ね。死んでなくなれ」

　まるで呪のろう様に、その亜人兵は鍔つば迫ぜり合いの向こうからそう告げてくる。

「俺達が戦せん陣じんに立つ為ために──お前達は邪じや魔まだ」

「……なに？」

「何が『遺産』だ。何が世界を変えるだ。戦場が無ければ俺達はただの人間モドキだ」

　獣けものの唸うなる様な声が、呪じゆ詛そじみた言葉を紡つむぐ。

「てめぇは──」

「良いだろう、世界を変える、そんな力なのだというなら、俺達がそれを貰う。使う必要なんて無い。俺達が誰の手も届かない所にそれを棄すててやる。そうすればまた戦争が起きる──俺達は戦陣に立てる。身の証あかしを立てられる……！」

「…………」

　一いつ瞬しゆん、トールは気け圧おされた様に言葉に詰つまる。

　この亜人兵の言っている事は、細部がよく分からないが……

（俺と同じかよ）

　再び世界が戦争で満ちれば──そう願った。

　だが……

「戦場に立ってどうするよ？」

　トールは歯を剝むいて、獰どう猛もうな笑えみを浮かべながら問うた。

「殺して、奪うばって、犯して、死んで？　そういうのが望みか？　それが目的か？」

「なに……？」

「殺し合いをして死ねば満足か？　なら喜べ。今ここが、まさに戦場だぜ」

「…………！」

　亜人兵の表情が歪ゆがむ。

　目的と手段は違ちがう──その事に、この亜人兵は気付いていなかったのかもしれない。

「満足したなら死んで退どきやがれ！　俺はこんな所でぐだぐだやってる暇ひまはねえんだよ!!」

　相手の表情に浮かんだ一瞬の怯ひるみ──隙すきをこじ開ける様にして、トールは吠ほえた。
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　眼の底が、未だ焼かれたかの様に色が戻もどらない。

　だが、朧おぼろ気げに見える様になった視界を頼たよりに、ヴィクトルは走っていた。

「愚おろかな事を……愚かな事を……！」

　呪じゆ文もんの様にそう呟つぶやきながら、ヴィクトルは長い通路を進んでいく。

　通常の研究施し設せつから、一本だけ島の北へ北へと延びているその通路は、擬獣の各種『性能』を測る為の、試験場に繫つながっていた。擬獣の力は強大である為に、安全確保の意味も在り、出来るだけ通常の研究施設から離はなれた場所に、試験場を置いたのだ。

　そこには、大樹に偽ぎ装そうした監かん督とく塔とうがある。

　そして擬獣を大量に制せい御ぎよする為の術式を積んだ、大型魔法機関も。

　勿もち論ろん、個人としての戦せん闘とう能力は、ヴィクトルなど亜人兵に遠く及およばない。施設内という限定空間ならば尚なお更さらの事だ。接近戦においては、魔法師はただひたすら狩かられる側だ。

　しかし──あそこに辿り着けば。

　愚かな亜人兵を、まとめて駆く逐ちくする事も不可能では無い──

「愚か者共め……！」

　ヴィクトルは監督塔の地下の入り口、分厚い鉄てつ扉ぴを押し開くと、梯はし子ごを登り、階段を駆かけ上がって、監督塔の上じよう端たんを目指す。

　その監督室に滑すべり込むと、そこには最後に訪れた際に使ったままの、大型魔法機関がそのまま設置されていた。

「…………これで」

　まるで玉ぎよく座ざの如ごとく一段高い位置に設もうけられた御者席に座るヴィクトル。

　背もたれの部分から接続索さくを引き出して首に巻くと、結印を確認──口頭で先まず呪文を詠えい唱しようして、基礎魔法回路を起動。

「アーウェ・アーウェ・サティ・セイブ・アーウェ──」

　手元の操作桿かんを引いて倒たおすと、魔法術式を組み込んだ円えん筒とうが発バ条ネの力で高速回転を始めて、追加術式を擬ぎ似じ詠唱し始める。

「亜人兵など──」

　次々と連れん鎖さ的に立ち上がっていく術式を脳のう裏りで確認しつつヴィクトルは言った。

「所しよ詮せん、特とく殊しゆ用よう途と用の消しよう耗もう品ひんに過ぎないというのに……『遺産』を獲かく得とくするまでの雑用に使えるかと、飼っておいてやったものを、何を思い上がっているか！」

　ヴィクトルは、通信魔法術式の起動を確認。

　そして──彼は意識の『枝』を伸ばしていく。

　仮想の闇やみの中で、それは、幾いくつもの擬獣に繫がっていった。

　この島には各種の擬獣が──陸戦可能な個体に限っても三百体以上存在する。

　それらは全て、ヴィクトル達の錬生術が創り上げた、複製棄獣だ。脳の一部を切除して、そこに通信魔法の受信器を埋うめ込んである。元より脳の部分切除によって思考能力は著いちじるしく低下しているが、そこに専用の受信器を埋め込む事で、装鎧竜や大海魔といった、精神圧の高い棄獣も、自由自在に操あやつれる。

「思い知るが良い！」

　実際、ヴィクトルが操作可能な棄獣の中には、装鎧竜も十体以上含ふくまれている。更に双頭犬、奇眼鳥、独角馬を含めれば、亜人兵の百人やそこら、問題無く鎮ちん圧あつできるだろう。

　ヴィクトルの周りに、青白い光が幾つもの魔ま法ほう陣じんを描えがき出す。

　同時に──制御可能な棄獣の一覧が、ヴィクトルの脳裏にずらりと並んだ。

　その全てに命令用の仮想経路を繫ぐと──

「──蹴け散ちらせ！」

　椅い子すの肘ひじ掛かけを握にぎりしめながらヴィクトルは叫さけんだ。
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　ガズ帝てい国こくが崩ほう壊かいして──四年。

　ヴィクトル達は、しかし孤こ島とうに運び込まれた資材を用もちいて、営々と研究を続けていた。

　研究を命じたガズ皇こう帝ていは、もう居ない。だがガズ皇帝が目指したもの、求めたもの、それを造り出す事は既すでに、ヴィクトルの生しよう涯がいを費やしても達すべき目標となっていた。

「……陛へい下か」

　それを壮そう観かんと呼ぶ者も、異様と評する者も居るだろう。

　およそ平へい凡ぼんな人生を送っているならば、眼にする事の無い光景である。

　幾いくつも──三十を超こえる大小の硝子ガラス球が並んでいる。そしてその中に、まるで胎たい児じの如ごとく身を丸めて収まっているものは、棄獣や──人間だ。

　いや。人間ではない。正しくは亜人兵だ。

　多くの場合に、亜人兵は妊にん婦ぷに魔法による処置を施ほどこして創り上げるが……実の所、それでは量産が利きかない。結局、人間が一人生まれて育つのと同じだけの手て間ま暇ひまが掛かかってしまう。だからこそヴィクトル達はこうして、錬れん生せい術を推おし進め、女の腹に頼らない方法で亜人兵を造り出す技術を、確立しつつあった。

　棄獣を複製する技術の応用だ。

　いざ試みてみれば、棄獣に関連する技術は、亜人兵にも──そして普通の人間にも応用が利く。これが技術として確立されれば、場合によっては、世界の在り方すら変わるだろう。

　だが……それとて所しよ詮せん、研究の副産物に過ぎない。

　確立した錬生術、量産した棄獣、それらを基もとに目指す更さらなる先。

　全てはその為の礎いしずえ、いや『部品』に過ぎない。

　目指すは──

「──全く、の、無意味」

　嘲あざけるのでも、罵ののしるのでもなく。

　不意に降ってきた声に、ヴィクトルは視線を上げる。

　壁かべ際ぎわに設置された、幾つもの硝子球──その、一ひと際きわ巨きよ大だいな一つ。

　その中に閉じ込められた大海魔クラーケンが、緩ゆるやかに触しよく手しゆを動かしている。

　この硝子球だけは、他と異なっていた。

　内向きに──まるで拷ごう問もん器具の様に幾つもの『針』が突つき出ていて、大海魔の殻からに刺ささっている。この大海魔は、複製ではない。その『元』だ。

　第一世代の大海魔。

　単に擬獣を作る為に捕つかまえたはずのそれは──しかし色々とヴィクトルも知らぬ事を知っている様だった。だからこそ、一通りの実験を終えた後も、未だ殺して棄すてずに生かしてあった。もっとも多分にそれは、ヴィクトルの気き紛まぐれによる部分が大きかったが。

「所詮、生いけ簀す、の、中の、魚の、足あ搔がき、だ」

「…………」

　ヴィクトルは、眼を細めて大海魔を睨にらみ据すえる。

　海の棄獣は、己おのれの閉じ込められている硝子を震ふるわせながら、更にこう続けた。

「勿もち論ろん、世界は、変え、得る、だろう。当然だ。世界は、お前、達、が、思っている、程、に、絶対、でも、なければ、完全、でもない。だが、生け簀、が、変わって、何か、中の、魚に、影えい響きようが、ある、か？」

「……黙だまれ化け物」

　ヴィクトルは唸うなる様に言った。

「私は陛下の理想を知りたい。変えた世界の先に在るものを」

「何も、無い」

　あっさりと大海魔は言った。

「生け簀、の、柵さくの、向こう、に、理想の、世界が、ある、とでも、思った、のか。そんなもの、は、そもそも、存在、し、ない。更に、大きな、生け簀、が、ある、だけ、だ」

「……………」

「傀かい儡らい、よ。お前の、主あるじも、また、傀儡、でしか、ない、事を、知る、べき、だ」

「……黙れと、言っている」

　ヴィクトルは呟く様に言うと──指先で探り当てた操作桿を引く。

　途と端たん、大海魔を納めた硝子球は、固定を外され、繫がっていた幾つもの管をも自重で引き千ち切ぎり、ゆっくりと転がり墜おちて──擂すり鉢ばち状になっている床ゆかに激げき突とつ。

　砕くだけた硝子の破片も、針も、中の液体も、そして勿論、大海魔も、全てが中央に穿うがたれた孔あなに滑り落ちていく。それらは不要となった実験体を棄てる為ためのものだった。

「傀儡？　私は陛下の理想を知り、理想を超こえる。いつまでも陛下の背を追うだけの幼おさな子ごなどではないのだ」

　ヴィクトルは唇くちびるを嚙かみ──壁かべ際ぎわに並ぶ硝子球の群れに背を向け、その部屋を後にした。
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　追つい憶おくは一いつ瞬しゆんの事だった。あるいは、通信魔法の起動に伴ともなう雑ノ信イ号ズが、過去の記き憶おくを断片的に浮うかび上がらせたのか。

「所詮、生け簀の中の魚──だと？　だからどうだというのだ！」

　ヴィクトルは、笑いながら通信魔法で繫がった棄獣達に命令を下す。

　掃そう討とう対象は亜人兵、及びチャイカの従者達。

　対象外は銀ぎん髪ぱつと紫瞳の少女──及び同どう僚りようの魔法師達。

『標』を付けていても、いなくても、亜人兵は全て排はい除じよすべし、と最優先命令を送った。これで造反した愚か者共と、侵しん入にゆう者しやは、全て片付けられる筈はずだった。

「私は、そんな夢物語の様な話に、自分を捧ささげる気はない」

　ヴィクトルは唸うなる様に呟いた。

「陛下の『遺産』は私が完成させる。それをどう使うかも、私が決める……！」

　監督塔の壁にはめ込まれた覗のぞき窓まどの硝子越ごしに、動き出す棄獣達の姿が見える。

　独角馬。奇眼鳥。双頭犬。装鎧竜。

　本来、隊列など組む筈の無い怪物達が、整然と、施し設せつの中に進軍していく──

「あと少し。あと少しで『遺産』の操作法が分かる！」

　不完全な記憶走査方法により得られる情報は、断片的だ。

　だが幸い──『チャイカ』は複数存在する。彼女等から得られた情報を繫つなぎ合わせていけば、ヴィクトル達が完成させた『遺産』の扱あつかい方が、分かる筈だった。

　そう。全てはガズ皇帝の引いた設計図通りに造ってきただけの事だ。

　だから、詳しよう細さいな操作方法が分からない。

　それが世界を変える程の力を持っていると分かっていても──どう使えば良いか分からないという馬ば鹿かげた状態から、ようやく抜ぬけ出せるのだ。

「私は──陛下を超える！」

　自分に言い聞かせる様に叫ぶヴィクトル。

　その背後で──

「…………」

　いつの間に顕あらわれたのか。

　トール・アキュラ達が『ギイ』と呼ぶ少年が、静かに笑っていた。
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　戦せん況きようは──唐とう突とつに一変した。

「──!?」

　水面に幾つもの水柱がそびえる。

　それが亜人兵達と同様に、通気路や廃はい棄き路を通ってこの洞どう窟くつに飛び込んできた何かだというのは分かった。だが亜人兵達と異なり、鎖くさりや縄なわを用もちいる事無く落下してきたそれは、派手に水みず飛沫しぶきを飛び散らせて一いつ旦たん、水面下に沈しずんでから──次の瞬しゆん間かん、改めて自身が水柱を引きずり上げる様にして、姿を現していた。

　独角馬。

　黒い、虚こ空くうを蹴けって走る肉食の馬は、牙きばを剝むき出しにしながら水面を蹴り、虚空を蹴り、亜人兵達に襲おそい掛かった。

「なんだ!?」

　トールは眼を疑う。

　棄獣は亜人兵の側ではなかったのか。

「トール!!」

　チャイカが叫さけびと共に魔ま法ほうを撃うつ。

　丁度、亜人兵と斬り結んでいたトールに向けて、一直線に飛び掛かってきていた独角馬が、魔法の打だ撃げきによって吹ふっ飛んでいく。自みずからの突とつ進しんの勢いを加えて、迎むかえ撃たれた形であるからか、頭部の角が折れ飛んで──魔法の『芯しん』を失ったその巨きよ体たいは、虚空に留とどまる事が出来ず、水面下に没ぼつしていた。

「別に、我々を助けてくれるという訳でもなさそうだ」

　と鉄てつ槌ついを振ふり回しながらアカリが言う。

　確かにその通りだった。独角馬は手当たり次第に人間に襲い掛かっているだけで、亜人兵とトール達の区別など全くついていない様だ。

「ちいっ──」

　トールと斬きり結んでいた亜人兵が、蹴りを放って後方に跳とぶ。

　水面付近に未だ留まる大海魔クラーケンの殻からの上に着地すると、その亜人兵は飛び掛かってきた独角馬の鼻先に斬ざん撃げきを放つ。速いが──浅い。独角馬は大きく顔面を切り裂さかれて血を噴ふきながら亜人兵の脇わきを通り過ぎ、洞窟の壁へき面めんに激突しながら、傲ごう然ぜんと怒いかりの吠ほえ声を上げた。

「ヴィクトル・イズマッシュ……！」

　亜人兵が、頭上を振り仰あおいで怨えん嗟さの籠こもった叫びを上げる。

　それに呼応するかの様に──

「!?　──まずい！」

　通風口や廃棄口から、第二陣じんが飛び出してきた。

　トールは咄とつ嗟さに亜人兵達に背中を向けて岩がん礁しようを蹴ると、チャイカとニーヴァに覆おおい被かぶさる様にして押おし倒たおす。

「ぐっ──」

　その背中に亜人兵からの斬撃が走ったのは次の瞬間である。

　鋭するどい痛みを覚えつつも、しかしトールに、背中を庇かばっている余よ裕ゆうは無い。

「厄やつ介かいな……！」

　新たに飛び込んできたのは、奇眼鳥である。

　あの棄獣の視線に──視線の魔法に曝さらされれば、それだけで戦せん闘とう不能になる。そこへ独角馬が突っ込こんでくれば、生きたまま全身を貪むさぼり喰くわれるだけだ。

「トール!?」

　チャイカが悲鳴じみた声を上げるが、これにも構っている余裕は無い。

　代わりに──トールは妹に向けて叫んだ。

「アカリ！」

「──承知」

　頷うなずきながらアカリもフレドリカの襟えり首くびを摑つかんで水の中へと飛び込む。

　幸い──と言って良いのかどうか──視線の魔法は水の中までは届かない。良くも悪くも視線そのもの、直視出来ない処にその効果は及およばないのだ。

　だが──

「……！」

　大量の泡あわがトール達の全身を包み──その向こうに見えたのは。

（水中もか！）

　暗い、恐おそらくは外部へと続く孔の底から、何本もの触しよく手しゆが入り込んでくるのが見える。恐らくは複製された大海魔のものだろう。さすがに本体が入り込める程の孔は開いていない様だが──人間の胴どう体たい程もある太さの触手は、それ一本が一匹ぴきの棄獣と同等の脅きよう威いになり得る。

「…………！」

　チャイカががぼがぼと泡混じりに何事かを喋しやべっている。

　いや。これは──

「…………！」

　呪じゆ文もん詠えい唱しよう。

　恐らくは以前にも使った嫌けん水すい魔法──水を押しのける力りき場ばを造り出し、水中でも呼吸や活動を可能にする為のものなのだろう。

　だが……

「──!?」

　魔法陣が、回転し──だが途と中ちゆうでまるで何かに引っかかった歯車の様に、止まり、震ふるえる。

（大海魔の──）

　トールが振り返ると、海水の向こうで、触手の先せん端たんに小さな青白い光が──魔法の光が点ともっているのが見えた。

　同種の魔法が近きん距きよ離りで発動した場合、相そう互ご干かん渉しようしてしまう事が在る。魔法の効果が発揮されなかったりする位は良いが、逆に、予想外の効果が発揮されてしまって、魔法に対する制せい御ぎよが利きかなくなる、という場合も在り得る。

（チャイカ、よせ──）

　そう叫ぶも、水中では声はまともに伝わらない。

　次の瞬間──チャイカの魔法が、大海魔の魔法とほぼ同時に発動した。

「──!?」

　轟ごう──と海水がうねる。

　同時発動した魔法の力場が相互に干渉し、洞窟内という限られた空間の中で荒あれ狂くるう。

　そして──

「うおっ!?」

　トール達は、無茶苦茶に乱れて発生した水流に、抗あらがう間も無く押し流される事となった。
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　びしゃり──と湿しめった音を立ててぶちまけられた血が壁を濡ぬらす。

　一瞬で事切れて物体と化した魔法師が、床ゆかに転がった。

「…………」

　死体を見下ろす亜人兵達。

　それは、この錬生術研究所のあちらこちらで、見られる光景だった。

　キリルの扇せん動どうにより、昨日までの『飼い主』に反旗を翻ひるがえす事になった亜人兵達。一度タガが外れてしまえば、それは存外、簡単な事で……積年の鬱うつ屈くつを一気に解決してくれる行こう為いだった。

　魔法師達は、あまりに亜人兵達をないがしろにしすぎた。

　亜人兵は彼等にとって研究材料の一種に過ぎず、擬ぎ人じん兵の量産試作に成功してからは、更さらに重要度が下がった。当然──魔法師達の亜人兵に対する扱いもそれに従って下がる。

　その事に何の疑問も危機感も、魔法師達は感じていなかった。

　姿形は違ちがえど、亜人兵達が、喜き怒ど哀あい楽らくを持った同じ人間であるという事を、忘れていたのだ。

「戦場は此こ処こに在った」

　亜人兵の一人がぽつりとそう呟つぶやいた。

「待たなくて良かったんだ」

「ああ。そうだな」

　別の亜人兵が同意する。

「戦乱を起こして貰もらうのを誰だれかに期待なんかしちゃいけなかった」

「僕達が闘たたかえばそこはもう戦場なんだ」

「こんなに簡単な事だったんだな……」

「我々の居場所は、僕達自身で作るしかないんだ」

　仲間を振り返って、晴れやかに告げる亜人兵の一人。

「さあ──他の魔法師も探し出して」

　そこまで言った──その時。

「～～～～ッ!?」

　通路の方に居た亜人兵が、何か叫ぶのが聞こえた。

「なんだ？」

　魔法師達を斬り殺した亜人兵達は、揃そろって通路に出る。

　そこで彼等が見たものは──

「──！」

　通路を走ってくる──双頭犬オルトロスの群れ。

　咄嗟に亜人兵達は腕うでに巻いた『標』を確認する。

　擬獣達は、基本的にこの『標』が在る者を襲わない。少なくとも亜人兵達はそう教わっていた。だからこそ数体居た擬人兵も、問題無く排はい除じよする事が出来たのだ。

　だが──

「……おい!?」

　双頭犬の頭部の片方──魔法の『芯』たる副顔、目鼻の無いそれが、震える。




　──へるけるん、うんぜるん、こるけるん……！




　呪文詠唱。

　まずい、と感じた瞬しゆん間かんにはもう手て遅おくれだった。

　双頭犬達から、雷らい撃げきの魔法が放たれる。青白い電光は通路の壁かべを、床を、天てん井じようを文字通りに光の速さで這はって、亜人兵達に襲おそい掛かかった。

「──ぎゃっ!?」

　悲鳴を上げて痙けい攣れんする亜人兵達。

　なまじ新月刀シミターという雷かみなりをよく通しやすい武器を携たずさえていたが故ゆえに、彼等は、もろに雷撃を喰らっていた。その場に次々と倒れていく亜人兵達の喉のど笛ぶえに、双頭犬が、魔法器官でない方の頭部を振ふりながら食らいつく。

　今度、血をまき散らすのは亜人兵達の番だった。

　だが──

「ぐっ──」

　いち早く、先の部屋に逃にげ込んでいた数名は、雷の直ちよく撃げきを免まぬかれていた。

　彼等は、仲間達に食らいつく双頭犬に、新月刀を振りかざして襲い掛かる。棄獣とはいえ、魔法は魔法、呪文詠唱の時間を要する事に変わりは無い。元より獣に匹ひつ敵てきする身軽さを備えた亜人兵達ならば、武器を持っている分だけ、格かく闘とう戦では双頭犬よりも強い。

　数匹ひきの双頭犬が、逆に喉を切り裂さかれて倒れる。

　そして──

「喰らえッ！」

　瞬またたく間まに二頭を倒した亜人兵が、三頭目の首に背中から新月刀を突つき刺さす。

　だが──

「──!?」

　青白い光と共に、傷が──消えた。

「ち──治ち癒ゆ魔法？」

　次の瞬間、双頭犬の背中から突とつ如じよとして生えた『剣』に、亜人兵は貫つらぬかれていた。

　亜人兵達は、気付いていなかった。

　先の二頭と違い、三頭目は稲いな妻ずまを発していなかった──双頭犬特有の、雷撃魔法を使っていなかったという事に。一ひと塊かたまりになって襲ってきた為ため、個々の区別などついていなかったのだ。

「がはっ……ま、ま、まさか」

　その台詞せりふも、更に生えた『剣』が顔を突き刺す事で途と切ぎれてしまう。

「──!?」

　愕がく然ぜんとする他の亜人兵達の前で、双頭犬は青白い光を帯びながら姿を変える。

　二つどころか、九つの頭を持ち、八本の尾を備え、鱗うろこにて身を鎧よろう、異い形ぎようの怪かい物ぶつに。

「装鎧竜ドラグーン!!」

　気付いた時には、もう遅おそい。

　九方向から襲い掛かる頭部が、亜人兵の全身に食らいつく。

「ぎ、あ、あ、ああああ──」

　悲鳴すらもまともに放てぬまま、その亜人兵は──九つの首によって、それぞればらばらの方向に引き裂かれ、九つ分の肉につ塊かいとなって、通路に転がっていた。

「…………！」

　残った他の亜人兵が、身構える。

　だが、その表情には恐きよう怖ふの色が濃こい。脳の一部を削けずられ、精神支配を受けている擬獣と異なり、なまじ自由意思が──自我があるだけに、彼等は恐怖に囚とらわれる。戦場だ何だと言ってみても、大多数の亜人兵は、自分が殺される側に廻まわる恐怖というものを、知らなかった。

　それも、身も蓋ふたもない、圧あつ倒とう的てきな力で──ただひたすらに、嬲なぶり殺される恐怖を。

　双頭犬に擬ぎ態たいしていた装鎧竜が、ゆらりと姿を変える。

　そして──殺さつ戮りくが始まった。
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　蒼あおい瞳ひとみと紅あかい瞳。

　気がつけば──妖眼オツドアイが、すぐ目の前に在った。

「うおっ!?」

　思わず声を上げて、トールは飛び跳はねる様に身を起こす。

　そして当然、互たがいの鼻先が触ふれる程の近さで彼の顔を覗のぞき込んでいたニーヴァと、正面から頭ず突つきをする事になった。

「ぐおっ……」

　思わず頭を抱かかえるトール。

　対して──ニーヴァは、頭突きを喰くらった勢いで仰のけ反ぞりはしたものの、そのまま尻しり餅もちをついた程度で、きょとんとしている。痛がって顔をしかめる事すら無かった。

「石頭め……！」

　唸うなるトール。

　頭突きの類たぐいは意外に格闘戦で重ちよう宝ほうするので、トールも何度か経験が在るが──身構えずに事故の様な形で頭を衝しよう突とつさせると、意識的にやる頭突きに比べて何倍も痛い。

　しばし頭を抱えて苦痛を堪こらえてから──念ねんの為トールはニーヴァに尋たずねた。

「……大だい丈じよう夫ぶか？」

「大丈夫」

　とこっくり頷うなずくニーヴァ。本当に痛くも痒かゆくも無いらしい。

「どういう頭ず蓋がい骨こつしてんだよ……」

　呻うめきながらそう言い──そしてトールは改めて辺りを見回した。

「此処は──」

　それは、何ど処こかの部屋の中だった。

　すぐ傍そばの壁に通風口らしき孔あなが開いている事からして、通風口を逆流する海水に押し流されて、此処まで入り込む事になったのだろう。辺りの床ゆかはびしょ濡ぬれで、トールの周りには、眼を回しているチャイカと──

「…………」

　トールは近くに落ちていた小機剣コンプレイドを握にぎる。

　トールの傍に倒たおれていたのは、何度かトールと斬きり合っていた、黒と亜あ麻ま色、二色の髪を備えた亜人兵であった。気絶しているのか、それとも死んでいるのか、壁の方を向いた状態で微び動どうだにしない。

　アカリとフレドリカの姿は無かった。

　別の場所に押し流されたのか、あるいは未だあの洞どう窟くつの中に居るのか。

　そして──

「中々にしぶといね」

　静かな声で、そう評する者が一人。

　壁かべ際ぎわに立つその姿は──見覚えの在るものだった。

「……ギイ!?」

　この少年が神しん出しゆつ鬼き没ぼつであるという事は、理解していたが。

　まさか──こんな場所で出で会くわすとは、考えてもみなかった。

「お前、一体……」

「折角、次の『遺体』の持ち主の情報を与あたえたのに、こんな所で道草を食っているのかね」

　ギイは呆あきれたかの様な仕草で、首を振った。

「もっとも、そのお陰かげで此こ処こを見つける事が出来た訳だがね」

「……なに？」

「ガズ皇こう帝ていの用意した、錬生術研究所。最初から自分が──ガズ帝てい国こくが滅ほろぼされる事を予測した上で、敢あえて国外に用意した秘密の施し設せつだよ。こちらとしても存在は把は握あくしていたけれど、正確な場所までは分からなかった」

　ギイの口調は平然としていて──まるで世間話をしているかの様だ。

「その意味では君達には感謝すべきだろう。だが──」

　ギイは眼を細めてこう続けた。

「余計な事まで知ってしまった様だ」

「……なに？」

「触れずとも良い所にまで触れてしまった。だから君達には『棺ひつ姫ぎのチャイカとその仲間達』の役目から降りて貰もらう事になった」

　いきなりそんな事を言うギイ。

「ああ。大丈夫だよ。代わりは未だ居る。君達が居なくなっても、こちらは問題無い」

「……干かん渉しようしないと言わなかったか？」

「勿もち論ろん、私は干渉しない」

　ギイは頷いた。

「私は直接、君達に手を下す事は出来ない」

　言って彼が一いち瞥べつするのは、壁際に転がっている亜人兵だ。

「私は提案しただけだ」

　それはつまり、先の亜人兵達の襲しゆう撃げきはギイが唆そそのかしたという事か。

　亜人兵達の上に居るであろう施設の管理者達とは──別に。そして棄獣フエイラ達は、造反して勝手に動き始めた亜人兵達を粛しゆく正せいする為に、施設の管理者達が遣つかわした？

「──ッ!!」

　トールは──懐ふところに入れた指先が探り当てた手しゆ裏り剣けんを抜ぬき打ちで放った。

　自分でも文句のつけようの無い、絶ぜつ妙みようの一いち撃げき。それは真っ直ぐにギイに向けて飛んだかと想うと、次の瞬間、彼の背にしていた壁に突き刺さっていた。

「……！」

　まるでギイなどそこに居ないかの様に、綺き麗れいに、その身体からだを通り抜けて。

「無む駄だな事だ」

　ギイはそう言った。

「水面に映っている影かげを叩たたいている様なものだ」

「……なんだと？」

「どれだけ必死に叩いても、それは本体ではない。君にこちらを直接、攻こう撃げきする術すべは無いのだよ。無駄な努力を繰くり返したいというのならば、止めはしないが」

　ゆらりとギイの姿が揺ゆれる。

　まるでその言葉通り──水面に映った影の様に。

　そして次の瞬しゆん間かん、ギイは最初から存在していなかったかの如ごとく、綺麗に消しよう滅めつしていた。

「本当…………何なんだアレは」

　トールは唸る様に言った。

　ギイ自身が直接、何らかの攻撃をしてくる事は無い様だが、代わりに周囲の者を唆してトール達にけしかける事は、可能であるらしい。

（……そうか。奴やつ自身が俺達に触れられない？）

　竜騎士ドラグーン・キヤバリアドミニカが持っていた幻げん灯とう機の虚きよ像ぞうと似た様なものか。

「……いや」

　今は、そんな事を考えている場合ではない。

　まずは此処から離はなれねばなるまい。いつ亜人兵の仲間が、あるいは棄獣が押し寄せてくるかも分からない。アカリとフレドリカも捜さがさねばならないだろう。

　トールはチャイカの身体を起こすと……背中の側に廻って活を入れた。

「っ……げほっ……！」

　咳せき込みながらも少し水を吐はき、チャイカはすぐに意識を取り戻もどして眼を瞬またたかせた。

「トール……」

　チャイカはしばし、ぼんやりとトールの顔を見つめていたが。

「……！　トール！　傷！」

　何か思い出した様子で、顔色を変えてそう言ってきた。

「背中！　傷！」

「あ？　──……ああ」

　とトールは頷いた。

　チャイカが言っているのは、彼女達を庇かばった際に、亜人兵につけられた背中の傷だ。

「トール……トール！」

　チャイカは慌あわてて彼の背中側に廻ると、機杖ガンドを引き寄せて言った。

「傷塞ふさぐ──何とか」

「いや。見た目は派手だが、さして深くは──」

　言いかけて振ふり返り──チャイカが両眼に涙なみだを溜ためているのを見て、トールは絶句した。

「な、なんだなんだ、なんだよ!?」

「……出会った時」

　トールの背中に額をつける様にして、チャイカは言った。

「同じ。大変。傷」

「出会った時？　あ──ああ」

　トールは苦笑した。

　そういえば彼女と初めて出会った時も、独角馬とやり合っていて、しかも背中に傷を負い、更さらには水に流されるという羽目になった。彼女があの時の事を思い出すのも当然であろう。

「大丈夫だ、大丈夫だよ、今までだって怪け我がした事は何度もあったろうに」

「……でも」

　トールの背にしがみつく様にしてチャイカが言う。

「トール……でも……私……」

「……？」

「もしかしたら……私……私……偽にせ……」

　そこまで言ってチャイカは言葉に詰つまる。

「トール……命張る価値……」

「未まだ言ってるのか、お前は」

　トールは溜ため息いきをついて言った。

　だが成る程、と納得する部分もあった。

　紅チャイカの時は未だ、曖あい昧まいだった。

　だがガヴァーニ領で蒼チャイカに出会い、自分達の存在が、何者かに仕組まれたものらしい、と知らされて以降、チャイカは普段通り振る舞まっている様に見えても、何処か上うわの空に見える時があった。

　恐おそらくは自分の存在そのものに、チャイカは疑問を持ったのだろう。

　自分は本物のチャイカ・ガズではないかもしれない。

　ならば、自分はトール達が命を張るだけの価値は無いのではないか──と。わざとではないが、チャイカはトール達を欺あざむいていた事にも成り得る。

「前にも言ったけどな」

　その紫むらさきの潤うるんだ瞳を覗のぞき込みながら、トールは言った。














「俺は別に、お前がお姫様だから一いつ緒しよに居るんじゃねえよ。お前が昔何者だったかとか関係ねえよ。俺の命は俺のもんだ。売値も、何に賭かけるかも、俺の自由だよ。その上で、俺は俺の命をチャイカ・トラバント、お前に売ったんだ。今いま更さら、返品はきかねえよ」

「…………」

「立つべき戦場を失って、存在理由を見失って──生き腐ぐされてた俺に、目標をくれた。それはお前だ。それだけは間ま違ちがいないだろ？」

「…………トール」

　しばし、チャイカは言葉に詰まったかの様に沈ちん黙もくしていたが。

「トール！」

　感極きわまった様な声でそう言うと、ひし、とトールの背中にしがみつく。

「痛い、痛い！」

「あ、しゃ、謝罪！」

　半ば照てれ隠かくし、半ば本気でそう叫さけぶトールから、慌てて身を離すチャイカ。

　改めて、トールは彼女を庇う様にして立ち上がると──小機剣を握にぎり直して言った。

「ところで、そこのお前」

「……!?」

　チャイカが驚おどろいた様子でトールの顔を見上げる。

　だがこれには構わず、トールは壁かべ際ぎわの方に──そこに転がっている亜人兵に向けて言った。

「そろそろ気絶したままの振りにも、飽あきてきたんじゃねえのか？」

「──!?」

　チャイカが慌てて首に接続索さくで繫つながったままの機杖を手た繰ぐり寄よせると、これを構えた。

　もっとも呪じゆ文もん詠えい唱しようしなければ魔ま法ほうが使えない訳だから、魔法を使う為ため、というより単に棍こん棒ぼう代わりに構えているのかもしれない。

「…………」

　トールの視線の先で、その亜人兵は──ゆっくりと身を起こした。

　やはり意識を回復していたらしい。

　だが──

（やはりな）

　トールは口の端はしに薄うすく笑えみを浮かべる。

　立ち上がった姿を見れば分かる。明らかに亜人兵は左ひだり肩かたを痛めていた。

（助かったぜ）

　もし亜人兵が万全の状態であったならば、トール達はその時点で詰んでいた可能性が高い。トールは手負い、チャイカに格かく闘とう戦技能は無く、ニーヴァに至っては何を考えているのかすら定かではない。逆に言えば──亜人兵は負傷していたからこそ、トール達に襲おそい掛かかる機を計っていたのだろう。

「で──提案だが」

　亜人兵が右みぎ腕うでだけで新月刀シミターを構えるのを見ながら、トールは言った。

「一時休戦したい」

「……なに？」

　驚いた様に亜人兵は眼を細めた。

「細かい事情は分からねえが……お前等、棄獣を操あやつってる連中とは仲なか違たがいしてるんじゃねえのか？　さっきの洞どう窟くつでは、棄獣がお前達に襲い掛かってたよな？」

「…………」

　亜人兵は無言でトールを睨にらみ付ける。

「俺達は、別にお前達の事なんてどうでもいいんだよ。お前達が攻撃してこないなら、敵対する理由は無い」

　言いながら──トールは懐ふところから引き抜ぬいた手しゆ裏り剣けんを放った。

「──ッ!?」

　それは咄とつ嗟さに身構える亜人兵の傍かたわらをかすめて飛び去り、そして部屋の端はし、物もの陰かげに潜ひそんでいた奇眼鳥コカトリスを、顔を出した瞬間に、撃げき墜ついしていた。

　額に手裏剣を喰くらった奇眼鳥が、ばたばたと藻も搔がいて──そして動きを止める。

　亜人兵は、一いつ瞬しゆん、啞あ然ぜんとした表情でそれを振り返ってみていたが──

「戦場がどうのとか言ってたな。そんなに戦いたいか？　だが何の為に？」

　僅わずかながらも自じ嘲ちようの響ひびきを帯びた声で、トールは問うた。

「何の為だと？」

「俺は戦場の狗いぬと言われる乱破師だ。人殺しがいけないだの、平和が尊とうといだの、お為ごかしを言う積もりはねえよ。誰だれかを殺して除のけなきゃ埒らちがあかない場合もあるだろうさ。けどそれが目的になってるってんなら、滑こつ稽けいな話だぜ？」

「トール……」

　チャイカが紫の眼を瞬かせて、トールの横顔を見つめてくる。

　彼女は勿もち論ろん、覚えているだろう──トールが何な故ぜ、戦乱の到とう来らいを望んでいたかを。

「戦う事は手段であって目的じゃねえだろ。ただ戦えればいいってだけなら、単に自分達で殺し合ってりゃいいじゃねえか。つまんねえ事にこだわってないで、別の目的でも見つけろよ」

「手段とか……目的とか……」

　亜人兵はしばらくトールを睨んでいたが──ふとトール達に背中を向けると、新月刀を鞘さやに収め、先にトールが殺した奇眼鳥の処まで歩いて屈かがみ込んだ。

「お前には選ぶ自由が在ったのだろう。贅ぜい沢たくな話だな」

「……なに？」

　奇眼鳥の死し骸がいをつまみ上げながら、亜人兵が振り返る。

「これは、作られた生き物だ。魔法師の支配を受けやすい様に、脳の一部を切除されて、そこに、代わりに通信魔法を受けやすい様に、小さな絡から繰くりが埋うめ込まれている。戦せん闘とう用の傀かい儡らいとして使う為に。自然に生まれた生き物ではなく、最初からそういうふうに複製されたんだ」

「……大した技術だな」

　と皮肉では無く本気でトールはそう言った。

　しかし──

「我々亜人兵も同じだ。戦争の道具として作られた。だから戦争が無くなれば存在する理由すら失う。生きる目的を失う。存在を許される居場所を失う。手段？　いいや。我々は最初から戦う事が目的だ。それ以上でもそれ以下でもない」

　亜人兵は奇眼鳥の死骸を放り出しながら続けた。

「自分で目的を見つける？　馬ば鹿かな。最初から存在理由の無い生き物ならともかく、我々はそういう風に造られているんだ。他の生き方など出来る筈はずが無いじゃないか」

「……で……でも」

　チャイカが喘あえぐ様に声を出す。

「それは……」

「どうだかな」

　トールは皮肉げな口調で言った。

「あの洞窟の大海魔に聞いたが。俺達、人間ですら、何かの目的の為に、誰かに造られた生き物らしいぜ？」

「……なに？」

　眉まゆをひそめる亜人兵にトールは更に言い重ねた。

「大して変わらねえよ。俺達もお前達も。亜人兵としての居場所がねえってんなら、造れよ。それを目的にして戦えよ。それで良いだろ」

「…………お前は」

　むしろ亜人兵の表情には、呆あきれの色が滲にじみ始めていた。

　しかし──

「あまり偉えらそうな事は、俺も言えた義理じゃねえけどな。『先せん輩ぱい』として一言忠告してやるぜ。世界ってのは割と簡単に、変わるぞ。だったら自分で変えるのも在りだろ」

　トールはそう言い切った。

「自分が変われないなら、世界を変えろ」

「……乱破師の技には口先でもっともらしいホラを吹ふくのも含ふくまれるのか？」

　吐はき捨すてる様に亜人兵は言った。

　そして──

「……キリルだ」

　しばしの沈黙の後、ふと思い出したかの様に亜人兵は言った。

「なに？」

「キリル・タトラ４７」

　一瞬、トールは何を言っているのか分からなかったが。

「それが──お前の名前か」

「そうだ」

　頷うなずく亜人兵──キリル。

　名乗ったという事は──とりあえずはトールの、休戦の提案を受け入れても良い、という事か。騎き士しでもあるまいし、まさか今から殺し合う相手に名を名乗らねばならぬ程、亜人兵が様式美にこだわる訳でもあるまい。

「トール・アキュラだ。こっちはチャイカ・トラバント」

　とトールは言う。

　そしてニーヴァを指さして問うた。

「こいつは、お前等の方が詳くわしいのか。何なんだ？」

「………分からない」

　キリルはあっさりそう答えた。

「ヴィクトル・イズマッシュが──この施し設せつの管理責任者だが、その魔法師が繰くり返していた実験の、被ひ験けん体たいだとは分かるが。我々は魔法の知識は無いし、説明もされていない」

「……仕方ねえな」

　トールは溜ため息いきをついた。今一つ正体不明のこのニーヴァという少女を連れて歩くだけでも不安要素なのである。せめて何者なのか分かれば、と思ったのだが。

「ここで延々ダベってても仕方ない。とりあえず動くぞ」

　トールはチャイカ達を振ふり返って言った。
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　走る。走る。走る。

　しばしば乱破師の能力は、その実態を知らぬ者達によって誇こ張ちようされて伝わる事が多いが、彼等は決して、無限の身体能力を持つ怪かい物ぶつではない。実の所、彼等の最大の能力は、絶対的な筋力の大きさでも反射の速さでもなく、身体運用の妙みよう──つまりは必要な時に必要な力を出せるという事である。

　その究極が奥おう義ぎ〈鉄血転化〉であるが、これは身体運用の極きよく端たんな例、つまり『一時的に限界を超こえる』という例に過ぎない。乱破師は、短時間で大きい力を出す、という方法の逆、つまり長時間の持じ久きゆう力を第一に、これが適正と決めた力を制限して出すという技能をも持っている。

　故ゆえに──

「きりがない」

　通路を走り、地上へと走り出たアカリは、愛用の鉄てつ槌ついで追いすがる棄獣フエイラを牽けん制せいしつつ、森の中を逃にげ回っていた。

　勿論、足を止めて正面から闘たたかうなどという愚おろかな真ま似ねはしない。相手は総数も分からない棄獣の軍団だ。一頭ずつは何とか倒たおせるとしても、複数、それも互たがいに援えん護ごの概がい念ねんを持って攻こう撃げきされては、さすがにアカリでもどうにもならない。

「すごいすごい。よく体力続くね」

　とアカリの背中にしがみつきながら、気楽な口調で言うのは、フレドリカである。

「そう思うなら降りろ、竜たつっ娘こ」

「いやだよーだ」

　フレドリカは言った。

「アカリ、いつも邪じや魔まするし」

「貴様が兄様の寝ね込こみを襲おうとするからだろう」

「いいじゃん、一日に一回、嚙かみ付いていないと装鎧竜ドラグーンって寂さびしくて死んじゃうの」

「噓うそをつくな」

　物陰から飛び出てきた双頭犬オルトロスに──応報カウンターの形で鉄槌の一いち撃げきを食らわせながらアカリは言った。

「貴様を背負っているだけで、結構な負担なのだ。このままでは共とも倒だおれだぞ」

「怪け我がしたら嚙み付いて治してあげるよ」

「節操なしか貴様は。御ご免めん被こうむる──」

　と言いかけて──ふと、アカリは足を止めて首を傾かしげる。

「待て。貴様は兄様にも何度か嚙み付いている訳だから、これは、間接接せつ吻ぷん──いや接吻ではないか？　体液を触ふれ合わせる訳だからむしろ……！」

　ぶつぶつと呟つぶやいてから──フレドリカを降ろし、その両りよう肩かたを摑つかんでアカリは言った。

「よし。嚙み付け。今嚙み付け」

「怪我してないじゃん」

「いいから嚙み付け。嚙み付かんと私が嚙み付くぞ」

「……なんかアカリ、眼が怖こわい」

「お前が言うな、不定形生物が。ええい、怪我すれば良いのか？」

　とアカリが言ったその瞬しゆん間かん、背後の茂しげみを割って──独角馬ユニコーンが飛び出してくる。

　その、本来、馬にあらざる牙きばが、アカリのうなじに食い込むと見えたその瞬間、アカリはその鼻先に──肩かた越ごしに突つき出した手裏剣を刺さしていた。




　──ぎおおおおおお!?




　絶ぜつ叫きようする独角馬。精神支配されている様だが、痛覚はそのままであるらしい。

　だが次の瞬間、旋せん回かいしたアカリの鉄槌が、やや下から、すくい上げる様に独角馬の顎あごを打つ。がつん、と鈍にぶい音と共に独角馬は開いていた顎を無理矢理閉じさせられ、更さらには牙を数本折られてのけぞっていた。

「…………」

　そのまま更にアカリは回転──鉄槌の描えがく軌き道どうは瞬しゆん時じに変化し、のけぞった独角馬の頭部を真横から、その先端部の尖とがった方で殴おう打だ、槍やりの穂ほ先さきに等しいそれは、独角馬の目から頭ず蓋がいの内部に侵しん入にゆうし、完全にその脳を破は壊かいした。

　鈍い音を立てて倒れる独角馬。

「……休憩終わり」

　呟く様に言うアカリ。

　どうやら立ち止まっていたのは、休憩を兼かねていたらしい。あるいは反応の速さからして、物もの陰かげに独角馬が一頭潜ひそんでいる事に気付いた上で、後ろから襲おそう様に無防備を装ったのか。

「行くぞ。お前も走れ。というか、馬になって私を乗せる事は出来ないのか？」

「出来るけど。ソレしてあげたら、トールに嚙み付いてもいい？」

「む……仕方ない」

　アカリは眉をひそめて言った。

「だがいいか。兄様は私のものだからな。それを忘れるな」

「そうなの？」

「そうなのだ」

　アカリは大きく頷く。

「何度もそう言っているのだが、兄様は本気にしてくれない」

「アカリ、冗談多いからじゃない？」

「馬鹿な」

　アカリは首を振った。

「私がいつ冗談を言った？」

「…………」

「──という冗談はさておいて」

「それ、本当に冗談だよね？」

「…………」

　互いに何が何だかよく分からなくなってきたのか、二人はしばし、状じよう況きようを忘れたかの様に、その場に無言で佇たたずんでいたが。

「……まあ細かい事は後でだ」

「はいはい」

　頷くフレドリカの身体を青白い光が包み込んだ。
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　キリルの案内で、トール達は地上に出た。

　元々この錬生術研究所は、あまり厳重な警備体制を敷しいていないらしい。

　秘密裏りに設もうけられた国外の施設だけに、あまり物々しい警備体制を敷いては、むしろその存在を露ろ呈ていしかねない。先まず何よりも『存在を知られぬ事』が研究所を守る最大の防ぼう壁へき──という考え方が基本に在ったのだそうだ。

「棄獣の──そして亜人兵の複製に成功してからは尚なお更さら、警備面は軽視された」

　歩きながらキリルは言った。

「亜人兵の警備は減らされた。単純な歩ほ哨しよう作業なら、むしろ、考える力を削けずり取られている擬獣や擬ぎ人じん兵の方が適している」

「……まあそうだろうな」

　キリルの後をついて歩きながらトールは言った。

　地上に出るのを選んだのはトールだ。

　棄獣の脅きよう威いは何処でも変わらない──いや大型の擬獣が動き回りやすいという事では、地上の方が危険という考え方も在る。だが、細い通路や、出入り口が一つしか無い部屋で追おい詰つめられては間ま違ちがいなく消しよう耗もう戦せんになる。その場合、数に優まさる擬獣の方が有利なのは間違いなかった。

　加えて──トールは、自分とは別の場所に流されたであろうアカリが、もし存命であるならば、地上に出ているだろうと判断した。そもそもトールもアカリも同じ師に様々な心得を教わっている。状況が同じなら、同じ判断を下すだろう、という読みである。

　フレドリカに関しては──とりあえず彼女の『嗅きゆう覚かく』を期待するしかなかろう。

「…………さて」

　幾いくつか設けられていた出入り口──大岩の陰かげに設けられた扉とびらを閉じながら、トールは周囲を見回した。

　大岩を除けば、見み渡わたす限かぎりに、濃こい緑が広がっている。この島に上陸した際にも見た森の中だ。視線の通りは悪く、身を隠かくす場所はふんだんに在る。

　棄獣の嗅覚や聴ちよう覚かくが相手では、茂みに身を潜ひそめるなど慰なぐさめにもならない──筈はずなのだが、今回に限ってはそうでもない、という事がキリルの話から分かっていた。

「擬獣達は皆、基本的に最低限の判断力しか無い。特に直接、魔法師が魔法で制せい御ぎよしている場合は、魔法師からの命令が、本能的な部分よりも優先する」

　これは、棄獣を軍事利用する為ためには必要な処置だ。

　敵を前にしながら、餌えさをちらつかされて、そちらに注意を向ける様では、兵器としてまるで役に立たない。つまり逆に言えば──擬獣は、棄獣と異なり、優すぐれた嗅覚や聴覚によって多少の『異常』を察知しても、それに対して興味を持つという事が、出来ないらしいのだ。

「ひょっとして……魔法師達の機杖を奪うばって壊こわせば、擬獣は大人しくなったりするのか？」

　トールは眉まゆをひそめて言った。

　島に上陸した際に、擬獣が大人しく整列している光景を見た。

　あれが普段の擬獣の状態ならば──命令を下している魔法師から、魔法を使う方法を奪ってしまえば、擬獣がトール達を追って攻撃してくる事も無くなるのではないか。

「多分そうだろう。そして多くの棄獣を一気に操あやつるとなると、個人携けい帯たいの魔法機杖じゃ追いつかない。島の北側──実験場に、監かん督とく塔とうがある。その中の大型の魔法機関で操ってる筈だ」

　とキリルが答える。

「…………北ね」

　トールは頭上を見上げた。

　丈たけ高く密にそびえる木々の間から、太陽の強い光が見える。

　日の位置、強さ、そして体内時計の時間と照らし合わせて考えれば、おおよその方角は分かる。自分の居場所を常に確認しておくのは、戦場では当然の心得だ。

「この場所は分かるか？　行くのにどれ位、かかる？」

「徒歩なら──」

　とキリルが答えかけた──その瞬間。




　──もるぜるん　もるぜるん　えるむん　せぶるん　わむるん　とうるん

　しゅねるん　ほるん　やるん──




「──！」

　トールは愕がく然ぜんとして身構える。

　その声は、四方八方から聞こえてきていた。

「おいおいおいおい……」

　先ず見えたのは独角馬が五頭。トール達を囲む様に近付いてくる。

　だがトールを驚おどろかせたのは、そちらではない。

　その独角馬達の間から現れた──別の影かげ。

　それは鎧よろいを着た戦士の格好をした人影が二人分だったからだ。

　いや。勿もち論ろん、単に人間の戦士二人であれば、相手のしようはある。

　問題は──トールはその者達の鎧の造り、というか全体的な意い匠しように、見覚えが在る事だ。

「こいつら……多分、装鎧竜だぞ」

　そう。かつてのドミニカ・スコダの鎧と酷こく似じしている。

「…………」

　キリルは答えない。恐おそらく彼も理解しているのだろう。

　森の中では、装鎧竜の巨きよ体たいは、決して有利には働かない。だから森の中で、なおかつトール達を追い詰めるのに最も便利な形態を採とったという事だろう。

「あちらに小高い丘が在る」

　キリルが北東の方を指して言った。

「そこへ逃にげる」

「分かってるのか？　それが狙ねらいだぞ、こいつら」

　独角馬と装鎧竜の包囲には『穴』がある。

　恐らくは意図的に開けられた『穴』だ。そしてその方向にまさにキリルが言った小高い丘が在る。多分、そこに追い詰めた上で、装鎧竜は本来の巨体を取り戻もどし、独角馬も虚こ空くうを蹴けるその魔法を活いかして、四方八方から攻せめるつもりだ。

　だが……

「丘の上に、更に大岩が在る。そこを背にすれば少なくとも、背後は気にせず戦える」

「……なるほど？」

　頷うなずいてから、チャイカを振ふり返ってトールは言った。

「チャイカ。長ちよう距きよ離りの攻こう撃げき魔ま法ほうは使えるよな？」

「むい？　と、当然！」

　と気負い込んだ様子でチャイカが頷く。

「今の話聞いてたな。俺達はお前とニーヴァを守ってその丘の上に出て、大岩を背にする。お前は大岩の上に登って、問題の監督塔にある魔法機関を狙い撃うってくれ」

「……！」

　はっとした様子で眼を見開くチャイカ。

　そう。その監督塔の魔法機関を破は壊かい出来れば、この棄獣達は動きを止める可能性が高い。

「が、頑がん張ばる！」

「おう。俺達も頑張るさ」

　そう言うと、トールはひょいとチャイカの小こ柄がらな身体からだを小こ脇わきに抱かかえる。

「むやっ!?」

「そっちはこのニーヴァってのを頼たのむ。お前等と同じ、研究の犠ぎ牲せい者しやだろ」

「…………」

　キリルは束の間、ニーヴァを見つめていたが──無言で彼はニーヴァを抱え上げた。ニーヴァはやはり、ぼんやりとした表情でされるがままになっている。

「──行くぞ」

　懐ふところから取り出した煙玉を投げつけながら、トールは叫さけんだ。
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　渾こん身しんの力を込めて扉を蹴る。

　先にセルマが魔法の一いち撃げきを当てておいたお陰かげか、分厚い鉄てつ扉ぴは、あっさりとダヴィードの蹴りで固定が外れ、外に向かって倒たおれていった。

「よし………………っておい!?」

　そのまま外に向かって走り出ようとしたダヴィードは、慌あわてて立ち止まった。

　扉が倒れて地面を打つ音が、しない。

　代わりに聞こえるのは波音──波は濤とうが砕くだけて飛び散る飛沫しぶきの音だった。

「…………」

　彼は両手で、その出入り口の縁へりを摑つかんで足元を見る。

　床ゆかは──地面は唐とう突とつに無くなっていた。

「こんな処に、扉とかつけてんじゃねえぞコラ!?」

　悲鳴じみた声で叫ぶダヴィード。

　扉の向こうは、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきになっていた。

　鉄扉が落ちた際の音は、波音に吞のみ込まれて消えたのだろう。

　足元から、波が岩いわ肌はだを叩たたく音が断続的に聞こえてくる。下手に飛び降りればそのまま岩肌に叩き付けられて即そく死し、あるいは波に吞まれて溺でき死しか。運良く暗あん礁しようも何も無い処に着水出来れば助かる可能性は在るが、試してみたいとは、ダヴィードは微み塵じんも思わなかった。

「まずいな。これじゃあ、そもそもこの島から出られねえ」

「大海魔を船代わりに使っていたのも、当然と言うことね」

　とセルマが言って──不意に彼女は背後を振り返ると、魔法機杖を構える。

「追い詰められたわね」

　まるで他ひ人と事ごとの様な口調だが──彼女のその姿の向こうから、双頭犬オルトロスの石床を叩く軽い足音が近付いてくるのが、ダヴィードにも聞こえた。

「くっそ、これじゃ──セルマ、魔法で浮ふ遊ゆうは」

「可能だけれど、じゃあ、代わりにダヴィード、貴方あなたが此こ処こで防いでくれる？」

　セルマは装そう桿かんを操作しながら問うた。

　虚空を走る独角馬や、雷を投げる双頭犬、そして飛行能力が在る装鎧竜に、奇眼鳥。いずれの棄獣フエイラであれ、もたもたと魔法で浮遊していては、間違いなく追いつかれて攻こう撃げきされる。

「…………」

　顔をしかめるダヴィード。

　そんな彼の脇わきから、チャイカが──

「──ッ！」

　鋭するどい呼気を迸ほとばしらせて背中の蛇咬剣を引き抜ぬくと、上方へと振り上げた。

　その名の通りまるで蛇へびの如ごとく、緩ゆるやかにうねりながら剣はするりと絶壁を這はい上がり、そして限界まで伸のびきった所で──停まる。

「──ん」

　頷くチャイカ。

　何度か彼女は手て応ごたえを確かめる様に柄えを引っ張っていたが──

「おい、チャイカ!?」

「大だい丈じよう夫ぶ！　これで登る！」

　いきなり彼女は床を蹴って空中に飛び出していた。

「……大丈夫かよ」

　勿論──チャイカの考えはダヴィードもすぐに理解した。

　蛇咬剣を鉤かぎ爪づめと縄なわ代わりにし、先せん端たんを岩がん壁ぺきに食い込ませて、先に登る、というのだ。

　だが元々蛇咬剣はその様な使い方をする事を想定されて造られている訳ではない。また絶壁の状態によってはすぐに蛇咬剣が抜けて、真っ逆さまに墜つい落らく──という事も在り得る。チャイカの行動は、かなりの無茶だと言えた。

　しかし──

「上到とう達たつ後、紐ひも、揺ゆらす！」

　呆あきれるダヴィードの前に細い紐が垂らされる。

　言うまでもなく、蛇咬剣で絶壁を登とう攀はん中のチャイカが降ろしてきたものだろう。

「そしたら──つかまる。いい？」

　そんな声も降ってくる。有う無むを言わさぬ口調だった。

「……やんちゃなお姫ひい様さまだなあ、おい。今いま更さらだが」

「そうね」

　魔法を撃って通路の奥から来る棄獣を牽けん制せいしながら、僅わずかに苦笑を浮うかべてセルマも頷いた。
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　足元から甲かん高だかい音が、何度も何度も伝わってくる。

　トール達が棄獣と闘たたかっている音だ。

「……はっ……はっ……」

　独角馬の牙きばは剣と同様に鋭く堅かたい。これと打ち合う際の響ひびきは剣けん戟げきの音そのものだ。

　勿論──当たれば容よう赦しや無く肉を裂さき骨を断たつ事も、また剣と同じである。

　トールとキリルが、ニーヴァを護まもり、大岩を背に闘っている。

　ついつい下を見たくなる気持ちを抑おさえ込み、チャイカはひたすらに岩を登り続けた。

「はっ……はっ……」

　両手両足を使って大岩の頂に這い上がると──背中の棺ひつぎを下ろし、チャイカはこれの上に機杖を置いて構える。

　測距器を覗のぞき込むと、確かにキリルの言った通りの方向に一本、不自然なそびえ方をしている大樹が見えた。島の外部から見れば──あるいは上空から見ても、ただの樹にしか見えないだろう。だが、チャイカの位置から見れば、その根元には明らかに人工物と覚しき角張った構造体が認められた。

「……トール」

　チャイカは不安を必死に意識の外へと追いやりながら、魔法の詠えい唱しようを開始した。

「──エスル・ブドル・ディブル・ドラ・グノブル・フブル……」

　長ちよう距きよ離り狙そ撃げきの魔法。

　それは当然ながら、高い精度を要求される。

　必要な補正術式も通常のものに比べると、桁けた違ちがいに増える。

　そもそも魔法は場所や時間や、気温、気圧、その他幾いくつもの条件によって効果が変わる不安定なものだ。大型で据すえ付け型の魔法機関ならば、あるいは単純な魔法効果ならば、長い呪じゆ文もん詠唱なしでも発動は可能だが、個人携けい帯たい用の魔法機杖ともなると、呪文詠唱や魔法師の技量で補わねばならない部分が増える。

　当然、長距離で一定以上の威い力りよくを発揮する攻撃魔法となれば、長々と呪文を詠唱し、何重もの調整作業が必要になる。

「アブト・マブト・カラ・シルニコ・バ……」

　普段のものに比べると、倍以上の直径を示す魔法陣が、それも複数、空中に描えがき出される。

　それは幾いく重えもの同心円状で重なり、右へ左へと回転し、最適な組み合わせを探っているかの様に見えた。それが即すなわち、チャイカの調整作業をそのまま反映しているのである。

　この距離で魔法狙撃を行うのは、彼女も初めての経験だ。

　上手く行くかどうかの自信は、正直言って──無い。

　だが……

「…………」

　チャイカは改めて大岩の麓ふもとを一いち瞥べつする。

　そこではやはりトールとキリルが、独角馬相手に闘っていた。

　……独角馬、だけを。

　装鎧竜の姿が無い。

「──！」

「チャイカ!!」

　トールが叫びながら、懐から引き抜いた手しゆ裏り剣けんを投げる。

　それは狙ねらい違たがわず、チャイカの背後に浮かび上がり、これを襲おそおうとしていた装鎧竜の鼻先に突つき刺ささった。

　勿もち論ろん、そんな小さな刃は物もの一本で、最も不死身に近いと言われる装鎧竜を斃たおす事など出来はしない。が、さすがに怯ひるんだか、装鎧竜の動きが一瞬止まった。

「撃うて！　早くッ！」

　叫ぶトール。

　そうだ。あの監かん督とく塔とうの魔法機関を狙い撃てば、装鎧竜は勿論、独角馬も、他の棄獣フエイラも、動きを止める可能性が高い。

「ういっ…………顕あらわれよ」

　チャイカは測距器の中に映る監督塔を睨にらみ据えながら唱えた。

「〈狙い滅ぼすもザ・スナイ──」

　だが──次の瞬しゆん間かん。

「……!?」

　まさに魔法が実際の現象として顕けん現げんし、機杖ガンドの先端部分に、雷を放ちながら光の球体が回転し始めたその時。

　チャイカの目の前、機杖の前に、ふらりと人ひと影かげが現れた。

「ギイ……!?」

　空中に平然と佇たたずむその姿を、見てトールが吠ほえる。

　驚おどろいたチャイカは思わず身を震ふるわせ──

「──！」

　まずい、と気付いたその時、既すでにわずかながらも狙いのそれた光の球が、まるで幻まぼろしの様にギイの姿を貫つらぬき、遥はるか彼方かなたの監督塔に向けて放たれていた。

　虚こ空くうに一線を刻む光の球。

　それは──命中すれば間ま違ちがいなく監督塔の壁かべを撃ち抜き、中の魔法機関を破は壊かいする事が出来るだけの威力を持っていた。

　命中──すれば。

「……外れ!?」

　喘あえぐ様に呟つぶやくチャイカ。

　チャイカの放った魔法の光弾は、わずかに狙いがそれ──虚空へと消え去っていた。

「くっそ……ギイ、てめえ!!」

　下でトールが怒ど鳴なるのが聞こえるが、それ以上の事は彼も出来ない。独角馬の集団をキリルと二人で相手にするのが精せい一いつ杯ぱいだ。

「言っただろう」

　ギイは何の支えも無いまま、平然と空中に立ちながら言った。

「君達はここで舞ぶ台たいから降りて貰もらう」

「…………」

　チャイカは呆ぼう然ぜんとギイを見つめる。

　間違いなく魔法はギイを貫かん通つうした。それは見間違い様の無い事実であった。

　しかもチャイカの魔法は監督塔の破壊を目的としたものだ──人間がその射線の上に立てば、それこそ、粉こな微み塵じんに粉ふん砕さいされてしかるべき威力である。

　なのに──

「ああ。私を君の魔法で殺す事は出来ない」

　ギイは頷うなずいて微ほほ笑えむ。

「私は君達とは層の違う空間に存在する。物理的な特性は異なるが、まあ言ってみれば虚きよ像ぞうの様なものだよ。だから、私は直接、君達を殺したりする事は出来ないが、それは君達も同じだ。空間の違いを貫く様な、特とく殊しゆで強力な魔法でも無い限りは、ね」

「…………顕れよ〈狙ザい・滅スぼナすイもパのー〉!!」

　チャイカは改めて叫さけんだ。

　先の呪文と全く同じものならば、調整は改めてする必要は無い。

　未だ空間に残ったままであった魔法陣が輝かがやき、強きよう烈れつな光を凝ぎよう縮しゆくした球が、放たれる。

　それは今度もギイを貫きはしたが──今度こそ狙い違わず、チャイカが意図した通りの軌だん道どうを描いて飛んでいった。

　いける。当たる。

　チャイカはそう確信し──しかし。

「──!?」

　それは再び、監督塔をかすめて、虚空に消えた。

「な──え？」

　チャイカは一瞬、意味が分からず呆然としていたが。

「移動……？」

　監督塔が、動いている。

　改めて測距器の中を覗き込み、倍率を調整。

　すると──監督塔の根元、人工物らしき構造体の部分に、小さな車輪が幾つか付ふ随ずいしているのが見えた。

　あの監督塔は機車の上に作られていて、移動出来るのだ。勿論、重心がやたらに高い事を思えば、高速移動は無理だろうが……しかし、狙そ撃げきする側としては、対象が動くというのは、厄やつ介かいこの上ない。前述の様に、距離や方角が少し異なるだけでも、魔法の調整が必要になってしまうからだ。

「チャイカ、伏ふせろ!!」

　トールが下から叫んでくる。

　はっとして振ふり返るチャイカの頭上に、本来の姿に戻もどった二頭の装鎧竜が翼つばさを広げて襲い掛かかる。チャイカは咄とつ嗟さに機杖を振り向けて──

「顕れよ〈狙い滅ぼすもの〉!!」

　調整は一切考えずに魔法を発動。

　ほぼ零ゼロ距離で──今にもチャイカに爪つめをかけようとしていた装鎧竜の一頭は、魔法を喰くらって吹ふっ飛んでいく。その胴どう体たいにチャイカ自身が通り抜ぬけられそうな穴が開いているのが見えた。これがこの魔法の本来の威力なのである。

　もっとも、装鎧竜には、あれすら致ち命めい傷しようにはなるまい。

　そして──装鎧竜は、もう一頭居る。

　それが、先の一頭と入れ替かわる様にしてチャイカに襲い掛かる。

　流石さすがに──魔法を、更さらに連撃出来るだけの余よ裕ゆうは無い。

「──ッ！」

　思わず眼を瞑つぶるチャイカ。

　だが──

「おおッ!!」




　──がづん。




　叫びと共に響ひびく、硬こう質しつの打音。

「…………？」

　恐おそる恐る眼を開いたチャイカは──

「……アカリ！」

　何ど処こから現れたのか、自分を庇かばう様な位置に立つ、若い娘むすめの後ろ姿を見る事になった。

　彼女の姿のその向こうでは、額にぞっとする様な穴を穿うがたれた装鎧竜が、大きく空中で後退している姿が見える。

「先の魔法を見てな。フレドリカ──」

「分かってるよ」

　そう言って、ばさりと翼を鳴らしてチャイカ達のすぐ傍そばに降りてきたのは、何度も見慣れた白銀の装鎧竜──言うまでもなくフレドリカだ。

「今一つ気は進まないけど、まあ、あんなの、もう同族とも呼べないんだろうし」

　そう言うや否や、フレドリカはアカリに脳天をかち割られて後ずさる装鎧竜に向かって、襲い掛かった。

　装鎧竜の急所はまさしくその頭部だ。

　魔法を行使する為ために必要な『芯しん』──脳を破壊されれば、いかに不死身を誇ほこる装鎧竜とて、死ぬしかない。アカリはそれを見み越こし、フレドリカに装鎧竜の上に運んで貰い、そこから飛び降りつつ鉄てつ槌ついの一いち撃げきを食らわせたのだろう。必殺の一撃にはならなかった様だが、それでも傷を消す為に装鎧竜が魔法を使っている間は、フレドリカの攻撃もろくにさばけまい。

　空中で二頭の装鎧竜が絡からみ合う。

　だがやはり自己復元の為に魔法を使う装鎧竜は、動きが鈍にぶい。装鎧竜はフレドリカの攻撃をもろに受けて、更に後方へと吹っ飛んでいた。

　しかも──

「トールの真ま似ねッ」

　そう言うフレドリカが──巨きよ大だいな竜りゆうの姿でその手にしているのは、トールの小機剣をそのまま巨大にしたかの様な形状の剣である。これでフレドリカは相手の装鎧竜を打ちのめしたのだ。

「──兄様!!」

　同時に──アカリは大岩を蹴けって飛び降りる。

　先に装鎧竜にしたのと同様、落下の勢いと自身の体重を乗せた鉄槌の一撃を、トール達に肉にく薄はくしていた独角馬の脳天に叩たたき込む。チャイカの位置からでも、角がへし折れ、独角馬が泡あわを噴ふきながら倒たおれるのが見えた。

「チャイカ！」

　トールが叫ぶ。

「もう一度狙ねらえ、いや、何度でも狙え！　魔法機関を破壊しろ！」

「う、ういっ……」

　そう頷いてはみたものの。

　チャイカは冷たい汗あせが頰ほおを伝うのを感じる。

　動いている監督塔を狙撃するのは、自分の力量では無理だ。

　どうしても呪じゆ文もん詠えい唱しようによる調整から、狙うべき位置がずれる。それだけで魔法の効果は半減するし、監督塔は出で鱈たら目めに動いているせいで、予あらかじめ位置を予測して呪文を唱える訳にもいかないのだ。

「…………でも」

　だからといって、此こ処こで諦あきらめれば、全員が死ぬ。

　チャイカは改めて機杖を構えると、呪文詠唱に入った。
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　頭上を横切る激光の一線。

　一いつ瞬しゆんだが風景の明暗を逆転させる程の光量を持ったそれは、絶ぜつ壁ぺきを登り終えた紅チャイカとダヴィード、セルマに空を振り仰あおがせた。

「なんだ？」

「魔法ね。強力な──遠えん距きよ離り狙撃魔法」

　ダヴィードにそう答え、セルマは眼を細める。

　彼女は機杖を光の飛んだ方向に向けて構えると、測そつ距きよ器の中を覗のぞき込んだ。

「…………」

「どうした？」

　周囲を警けい戒かいしつつ、横目でセルマを一いち瞥べつして問うダヴィード。

　セルマは測距器の倍率や焦しよう点てんを調整していたが──

「……ひょっとして」

　彼女は改めて魔法機杖ガンドの装そう桿かんを引いて化石念料の詰まった薬やつ莢きようを装そう塡てんすると、すぐ傍に生えている樹を見上げる。太い──人間一人ならば登っても折れそうにない枝が、何本か幹みきから分かれているのが見えた。

「ダヴィード。チャイカ。──少しの間、守ってくれる？」

　セルマは機杖ガンドを背中に背負うと、その樹の幹に手を掛けながら言った。

「…………」

　ダヴィードと紅チャイカは一瞬、顔を見合わせて。

「何を今いま更さら」

「勿もち論ろん。当然」

　二人が頷くのを確認すると、セルマは頷き返し──樹に登り始めた。
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　監かん督とく塔とう──内部。

　魔法機関の御ぎよ者しや席に座るヴィクトルに、背後から囁ささやく声が在った。

「そうだ。停まっていては狙い撃うたれる。だが動けば、途と端たんに狙撃の難易度は上がる。ゆっくりでいい。だが無秩ちつ序じよに動かねばならない」

　御者席の脇わきに立っているのは──ギイだ。

　だがヴィクトルは、その存在を認識はしていなかった。

　既すでに彼の双そう眸ぼうは血走り、狂くるおしい光を宿している。此処に余人が居れば、一目見て理解しただろう。ヴィクトル・イズマッシュは正気ではない。

「後は棄獣が彼等を全て始末してくれるまで、現状を維い持じすればいい」

「…………」

　ヴィクトルは無言。

　だがギイは──満足げにその姿を見て微ほほ笑えんだ。
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　擬獣の群れは数を増していた。

　トールとキリル、アカリの三人で七頭ばかりの独角馬を倒しはしたものの、それは全く焼け石に水でしかなかった。倒す速度よりも、集まってきて増える速度の方が高いのだ。トール達が一頭倒す間に、二頭増える様な状態である。

「くっそ……！」

　チャイカと初めて出会った時の事を思えば、むしろこの短時間に複数の独角馬を倒せているのは進歩と誇って良いだろう。武器の違ちがいはあれど、幾いく度ども重ねてきた実戦のお陰かげで、トールの技量も確実に上がっているのだ。

　だがそれも──絶対的な限界というものがある。

　背中の傷も浅いとはいえ、トールの動きを阻そ害がいする。

「兄様！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　アカリがそう問うてくる。

　今しもトールに嚙かみ付こうとしていた独角馬の頭を蹴り飛ばすと、その反動を利用して旋せん回かい──鉄槌の一撃を独角馬の腹部に叩き込む。

「どうだろうな！」

　更に別方向から襲おそい掛かってくる独角馬に、小機剣で一撃を加えながらトールは叫さけぶ。

　頭上ではフレドリカが複製装鎧竜を相手に立ち回っているのが見えた。

（しかし──）

　不幸中の幸いは、攻せめ手に、双頭犬や、奇眼鳥といった飛び道具を持った棄獣が居ない事である。単に前衛で投入している独角馬や装鎧竜を巻き込むのを避さけているのか、他に何か意味が在るのか無いのかは分からないが──

（待てよ）

　ふとトールの脳のう裏りをある種の考えが過よぎる。

　自分達が背後に守っている少女──ニーヴァ・ラーダ。

　彼女は他の亜人兵とは異なり、何か実験に使われていた様だが──彼女だけを収容していたあの特別な部屋を思えば、この島の魔法師達にとって、やはりこのニーヴァは重要な意味を持つのではないのか？

　例えば──擬獣や擬ぎ人じん兵と異なり、唯ゆい一いつ無二で、替かえが利きかない様な。

　キリルの言葉を信じるなら、敵が恐れているのは、『複製・量産できる』独角馬や装鎧竜ではなく、このニーヴァ・ラーダを巻き込む事ではないのか？

（ならば──）

「アカリ、この娘をチャイカの処に連れていけ」

　背中合わせになって左右の敵と戦いながら、トールはアカリに言った。

「む……？」

「多分、敵はこのニーヴァってのを巻まき添ぞえに出来ないから、双頭犬や奇眼鳥を使ってこないんだ。むしろチャイカの護衛は、フレドリカよりもこいつを傍に立たせる方が良い」

「……心得た！」

　頷うなずくとアカリはニーヴァを抱かかえ込む。

　同時にトールは小機剣を一いつ旦たん、投げ出すと、両手を組んで膝ひざを落とす。

　アカリが軽く跳ちよう躍やくして彼が組んだ掌てのひらに乗ったのは次の瞬間だった。

「──りゃあッ！」

　トールが全身の筋肉を使って、アカリとニーヴァを放り上げ、同時に、アカリがトールの掌を蹴って跳躍。二人は一瞬にして岩の上にまで跳はね上がっていた。

　無防備に両手を掲かかげ腹を曝さらすトールに独角馬が突つっ込んでくる。

　だが──

「トール！」

　その上に装鎧竜状態のフレドリカが降ってきたのは、次の瞬間だった。

　装鎧竜と独角馬では、そもそもの重量が違う。独角馬は一瞬にして踏ふみ潰つぶされて地に這はった。

「なにやってんの」

「悪いな。あてにした」

「…………」

　一瞬、竜りゆうの顔が呆あつ気けにとられた様に緩ゆるんだ様な気がしたが、あるいは気のせいだったかもしれない。フレドリカに普通の人間と同じ感情は無かろう。彼女の言動は基本的に人間のそれを模も倣ほうしているだけに過ぎない──

「しょうがないにゃー」

　だが、そう言う彼女の口調は妙みように嬉うれしそうに聞こえた。

「猫ねこかお前は」

　剣けんを振りながら応じるトール。その首筋に──小爆ばく発はつと共に人間形態化したフレドリカが嚙み付いたのは次の瞬間だった。

「痛っ──何を」

「仮契けい約やくだけどこの程度なら」

　とフレドリカが言ったその瞬間。

「──！」

　トールの足が宙に浮うく。

　ばさりと自分の背後で巨きよ大だいな翼つばさが空を打つのをトールは感じていた。

　フレドリカが嚙み付いた状態で、更さらに背後から自分を抱だき締しめながら──翼だけを竜のそれに戻もどし、舞まい上がっているのだ。

「──これは」

「来るよ、攻こう撃げき専念!!」

　フレドリカの声に視線を戻すトール。

　折しも、二頭の独角馬が虚こ空くうを蹴り、螺ら旋せんを描えがく様にして突っ込んでくる。

　トールはこの二頭の口に真っ直ぐ、小機剣を突き入れた。

「──！」

　びくんと身を震ふるわせながらも、トールの腕を嚙み千ち切ぎろうとしてくる二頭の独角馬。

　致ち命めい傷しようながらも──いや致命傷だからこそ、自らの顎あごすら砕くだく勢いのその力に、トールは骨が軋きしみ、砕けていくのを感じる。

　次の瞬間、ぶつりと音を立ててトールの両りよう腕うでは独角馬に嚙み千切られていた。

　だが──

「うりゃっ！」

　フレドリカの叫びと共に、青白い光がトールの全身を包み込む。

　次の瞬間、装鎧竜の魔法で再形成されたトールの腕が、独角馬の口こう腔こうから、嚙み千切られた先の腕ごと小機剣を引きずり出していた。

　トールは絶命した二頭の独角馬を蹴り離はなし、小機剣を握にぎり直す。

「キリル！」

　トールは足元の亜人兵に声を掛かけながら、左の小機剣を鞘さやに戻して腕を伸のばす。

「………！」

　キリルは一瞬の躊ちゆう躇ちよの後、跳躍──トールの腕に摑つかまった。

　そのまま上じよう昇しようするフレドリカは、チャイカ達の居る大岩の頂上へとトールとキリルを運んでくれた。トールはキリルをチャイカとアカリ、ニーヴァの傍そばに下ろすと、再びフレドリカに抱えられて空中に浮かび上がりながら言う。

「チャイカ達を頼たのむ」

「…………分かった」

　何な故ぜ、と問いたそうな表情ではあったが、この状じよう況きようで拘こう泥でいする愚ぐはおかさず、キリルは新月刀シミターを手に頷く。

「兄様!!」

　アカリが頭上を見上げて叫ぶ。

　トールも自分の頭の上を振り仰あおぎ──

「──!!」

　真っ直ぐ突っ込んでくる二頭の装鎧竜を見る事になった。

「くっ──おおおおおおッ！」

　トールは小機剣を交差させて構えながら、その牙きばを受け止める。だが、それで停まったのは一方のみ──もう一頭の牙は、トールの胴どう体たいに深々と食い込んでいた。

「ぐっ──あっ……」

　体内を逆流した血が口から溢あふれる。

　フレドリカの魔法は基本的に『変身』の応用だ。傷を『無かった状態に変身する』事で結果的にこれを塞ふさぎ治ち癒ゆさせる事になる訳だが──傷を付けている凶きよう器きがそこに食い込んだままの状態では、さすがに、これをなくす事は出来ない。

　フレドリカのお陰で失血死は免まぬかれるかもしれないが、腹を牙に貫つらぬかれた痛みは、トールの意識集中を阻害する。朦もう朧ろうとする精神を叱しつ咤たしつつ、トールは小機剣の、右の一方を自分の腹に食らいついている装鎧竜の頭部に突き立てた。

「我が慢まん比べって……かっ……！」

　激痛でトールがへばるのが先か。

　装鎧竜が脳の修復に魔ま力りよくを使い果たすのが先か。

　だが、装鎧竜はもう一頭居る。

　左の小機剣で食い止めていた装鎧竜が──あろう事か、改めてトールの腕を吞のみ込む様にして食らいついていた。

「……！」

　状態としては先の独角馬と同じだ、トールの剣は相手の延えん髄ずいを破は壊かいするかの様にこれを貫いている。だが装鎧竜は、トールの腕を嚙み千切ろうとはしない。牙を食い込ませたままだ。

　これでは左手も使えない。

　しかも──

（単純計算で、こっちの修復力はフレドリカ一人分──半分だ）

　戦せん闘とう能力を事実上封ふうじられ、激痛に意識を搔かき回されながらもトールは勝算を弾はじく。

　その赤くかすむ視界を──独角馬の姿が過よぎった。

「──！　チャイカ!!」

　いつもの様に虚空を蹴るのではなく、大岩を駆かけ上がったその棄獣は、アカリやキリルの足より下、つまり死角から突とつ然ぜん、飛び上がる事になった。

　その巨体と疾しつ走そうの勢いで、咄とつ嗟さに反応したアカリとキリルの武器はその身体からだをかすめるだけに留まり──独角馬の牙は、遠えん距きよ離り狙そ撃げきを繰くり返しているチャイカへと向かう。

「むいっ!?」

　思わず振り返った彼女の手の甲こうを、独角馬の角がかすめて過ぎた。

「いっ──」

　がくん、と殴なぐられたかの様にのけぞるチャイカ。

　彼女が転がり墜おちるのをアカリの伸ばした鉄てつ槌ついが引っかけて止める。

　しかし──

「…………」

　血の雫しずくが飛んだ。

　それは、チャイカの傍かたわらに立っていたニーヴァの頰ほおに、偶ぐう然ぜん──付着する。

　頰から滑すべり落ちるその赤い雫は、ニーヴァの唇くちびるの端はしに溜たまり……

「…………」

　まるで人形の様に生々しさを欠いた彼女の唇から、そこだけは妙に生き物を感じさせる舌が這い出て、血を舐なめとった。

　蒼あおと紅あかの妖眼オツドアイが瞬またたく。

　まるで──急に、眼が醒さめたかの様に。

「……起動因子確認しました」

　ニーヴァはぼんやりとした口調で言った。

「動作試験を開始します。封ふう印いん術式六層中、三層までを解放」

　その言葉に何の意味が在ったのか、トールには分からない。

　恐おそらくは、この場に居た誰だれも、分からなかっただろう。

　そして──誰もが次に起こる事態について、全く、予想していなかった筈はずだ。

「機能形態に移行」

　その言葉と同時に──ニーヴァはチャイカに向かって両腕を伸ばした。

「むやっ!?」

　指先の見えない長い袖そでに包まれた腕が、チャイカの首に巻かれる。身体を擦なすり付ける様にしてニーヴァはチャイカに抱き付いていた。

「むい!?　い？」

　いきなりの事で、チャイカはただ眼を白黒させるばかりである。

　時と場をわきまえない抱ほう擁ようをしながら──ニーヴァはそっとチャイカの首筋に唇を這わせると、その首に巻かれている接続索さくの環わを舐める。

　そして……

「──!?」

　変身が始まった。

　青白い光がニーヴァの全身から染み出たかと思うと、その輝かがやきの中で彼女の輪りん郭かくが組み変わっていく。それは装鎧竜の変身に似て、しかし──何ど処こか異なる。トール達は何度もフレドリカの変身を観ているからこそ、それに気付いた。

　まるで蛇へびの様に、チャイカの半身から機杖を握るその腕へ──更には機杖にまでニーヴァは、いやニーヴァだったものの影かげが、絡からみ付いていく。

　同時にかちりかちりと、鋼はがねの歯車や部品が嚙かみ合う音が聞こえてきた。

　やがて──

「むゃっ……」

　呆ぼう然ぜんとした声を上げるチャイカ。

　彼女の背中から右みぎ肩かた、更に右腕からその先の魔ま法ほう機杖にかけてを、奇き妙みような何かが覆おおっていた。骨の様な形の──しかし明らかに鋼の光こう沢たくをその表面に備えた何か。鋼鉄で創り上げた骨格模型を、一度ばらばらにしてから、組み直して造ったかの様な──異様な構造物がチャイカの半身を覆っている。

　まるで鎌かま首くびを持ち上げる蛇の様に、背後から持ち上がった部品の一部が、最後にチャイカの顔の右眼とその周りを覆った。

「チャイカ!?」

　アカリが、慌あわててニーヴァだったものをチャイカから引きはがそうと手を掛ける。

　だが、次の瞬しゆん間かん、彼女は青白い電光と共に弾き飛ばされていた。

「うっ──？」

「…………」

　チャイカはただ、呆然としていた。

　明らかに彼女の小こ柄がらな身体では支えきれない筈の、長大なそれ。

　それは一回り以上、大きくなった魔法機杖だった。しかし見た目ほどの重量は無いのか、チャイカは倒たおれる事も無く、真っ直ぐそこに立っている。

「くっ──チャ、チャイカ、大だい丈じよう夫ぶか!?」

　トールが叫さけぶが、彼女に聞こえているかどうか分からない。

　驚おどろきの余りか、チャイカは眼を丸くしたまま固まっている。

　そして──
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　不思議と恐きよう怖ふ感は無かった。

　抱擁から転じて──身体に絡み付く、ニーヴァだった何か。

　それはむしろ、チャイカの身体に合わせて自らを変えている様で、重さも感じず、抵てい抗こう感も拘こう束そく感も、まるで無い。最後に顔の半面を覆ったその『部品』も、嫌けん悪お感は無く、むしろ誰かに掌を添そえられているかの様な、安心感があった。

　しかも──

「……!?」

　起きて観る夢の様な──輪郭の曖あい昧まいな何かが意識に滑り込んでくる。

　それはやがて、チャイカの頭の中で、こう言ってきた。

「我は脳組織の移植により、四種の棄獣の因子を与あたえられ、骨格そのものが複合的な魔法機杖として機能する魔法機杖〈ニーヴァ・ラーダ〉」

　分かる。言葉にされずとも分かる。

　まるで以前から知っていたかの様に、チャイカはそれが何なのかを理解した。

　装鎧竜の魔法により変形し。

　双頭犬の魔法により自らを守る電磁圏を構築し。

　奇眼鳥の魔法により高精度で照準をし。

　独角馬の魔法によりその筐きよう体たいそのものを空間に固定・保持する。

　それは生きた──魔法機杖。

「…………」

　分かる。この〈ニーヴァ・ラーダ〉をどう扱あつかえば良いのか。

　それは、自分の中に以前より眠ねむっていた情報なのだ。

「あ…………」

　喘あえぐ様にチャイカの唇が開くと──次の瞬間。

「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ッ！」

　チャイカは呪じゆ文もん詠えい唱しようをしていた。

　いや。それを呪文と理解出来たのは、恐らく唱えるチャイカ本人だけであったろう。

　咆ほう哮こうの様な。嗚お咽えつの様な。

　一ひと連つらなりの──しかり緩ゆるやかにうねる声の連れん鎖さ。

『点』も間かん隔かくを開けず密に連なれば線になるのと同じく、それは圧縮された詠唱だった。

　予あらかじめ〈ニーヴァ・ラーダ〉専用に編まれ、チャイカの意識の奥底に組み込まれていた魔法術式と、その調整用呪文書式。

　それは──
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　セルマは、測そつ距きよ器の向こうの標的を睨にらむ。

　狙ねらうは大樹に偽ぎ装そうされた、巨きよ大だいな動く塔とうの──その基部、塔そのものを動かしている左右それぞれ四連、計八つの車輪。これを破壊すれば、あの塔は動けなくなる。

　先程から何度か放たれている激光の一線は、あの塔を狙ったものに間ま違ちがいない。

　この島の──錬れん生せい術研究所の施し設せつを破壊する為ために魔法を放つ人間。

　それは十中八九、間違いなく、あの白チャイカだ。

　そして……動いている的まとよりも、停まっている的の方が、遥はるかに当てやすい。

「顕あらわれよ──〈穿ち砕くものザ・クラツシヤー〉」

　詠唱するセルマの唇に笑えみが浮かぶ。

　彼女の放った魔法は──指向性衝しよう撃げき波はとなって迸ほとばしる。

　測距器の中で、車輪の車しや軸じくが折れて、塔が僅わずかながら傾かたむくのが見えた。
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　監かん督とく塔とう全体が、大きく震ふるえる。

　そしてそれを境に、基部の移動機構が反応しなくなった事に、ヴィクトルは気付いた。

「なに!?」

　ゆっくりとではあるが、この監督塔は動く事が出来る。

　先程から何発か、長距離狙撃用の攻こう撃げき魔法が撃ち込まれていた様だが、この移動機能のお陰かげで、監督塔は特に被ひ害がいを被こうむる事も無く、やり過ごせてきたのだ。

　しかし──

「どうした!?」

　車輪に何か嚙んだか。あるいは車軸が破は壊かいされたか。

　いずれにせよ……停まってしまっては狙撃される確率は格段に跳はね上がる。

「まずい……！」

　ヴィクトルは呻うめいた。
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　急激に広がる視界。

　大量の情報を注ぎ込まれる事で生じる頭痛を堪こらえながら、チャイカはその一点へと急速に焦しよう点てんが合わせられるのを感じていた。

「──多重層空間同時存在体」

　そう告げてくるのはニーヴァか。

　同時に幾いくつもの『影』を伴ともないながら、しかしその何処とも違ちがう場所に存在するもの。

　それは──

「動作試験対象として最適です」

　ギイと呼ばれた──少年。

　倒せる。今なら。これなら。確実に。

　そんな確信がチャイカの脳のう裏りを過よぎる。

　故ゆえに……

「顕れよ──」

　チャイカは半ば意識すらせずにそう叫んでいた。

「〈滅ぼし消し去るものザ・アニヒレイター〉！」
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「──む」

　数カ所に佇たたずんでいたギイ達──同時存在体が、一いつ斉せいに身じろぎする。

　チャイカの眼の前で。監督塔の中で。

　あるいは、遥か離はなれた土地で〈エイプリル〉号を監かん視ししていた最中に。

「これは……」

　直接的にそれを視認したのは、チャイカの前に浮かんでいたギイであった。

　膨ふくれあがる紫むらさきの光が、空間を焼き、ギイに向けて殺さつ到とうする。

「──！」

　瞬間的にギイは悟さとる──これは自分を滅ぼし得るものだと。

　次の瞬間、その紫の光弾は、ギイに激げき突とつしていた。

　ギイは──ギイと呼ばれていた少年の姿が、瞬間的に弾はじけ飛ぶ。

　勿もち論ろん、ギイにとって、それは自分の一部に過ぎず、それだけを破壊されたところで特に問題は無い。ギイの本質、核かくとも言うべきものは、異層空間の中に潜ひそんでいるからだ。

　しかし──

「──!?」

　遡さかのぼってくる。

　その破壊力は、表層空間に出ていた彼の『末まつ端たん』を瞬間的に滅ぼし、更さらに、異層空間に在った筈はずのその本体部分へ、押し寄せた。

　表面的な部分を焼いただけではない、それはまるで毒の様に、病やまいの様に、触ふれた部分から広がり、ギイという存在全部に浸しん透とうしようとしているのだ。

「四番との接続を切──」

　トカゲが、あるいはある種の軟なん体たい動物が、生き延びる為に尾や触しよく手しゆの一部を切除して逃にげる様に、ギイも自身の一部を切除して攻こう撃げきを回かい避ひする事を試みる。

　だが──間に合わない。

　紫の光は、ギイの存在全てを遡り、空間の層の差をも跳とび越こえて、異層空間に潜んでいた根元に押し寄せる。

「──ッ！」














　断だん末まつ魔まは一瞬。

　悲鳴すら残す事無く、ギイと呼ばれた存在は──消しよう滅めつした。
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　虚こ空くうを焼いて飛ぶ、紫の激光。

　それは轟ごう々ごうと、大気をも抉えぐる音をたてながら監督塔に殺到する。

　チャイカが半ば無意識の内に放ったその一いち撃げきは、ギイを滅ぼしたのみならず、監督塔の中ちゆう枢すう部ぶ──大型魔法機関の納められた部分を直ちよく撃げきしていた。

　そして──

「──！」

　不意に圧あつ迫ぱくが緩む。

　ずるりと体内に食い込んでいた牙きばが抜ぬける感覚を、トールは怖おぞ気けをふるう様な嫌けん悪お感と共に覚えていた。

　トールに嚙かみ付いていた装鎧竜が二体、離れて落ちていく。

　地面に落ちて痙けい攣れんするその様子から、もう戦う力が無くなっているのは明らかだった。

「やった──か？」

　トールはフレドリカに抱かかえられて空中に留まりながら、彼方かなたの監督塔を振ふり返った。
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「くそっ……！」

　ヴィクトルは首筋に巻いていた接続索さくをむしり取ると、御ぎよ者しや席から立ち上がった。

　壁かべに非常用として架かけられていた魔法機杖を摑つかむと、そちらの接続索を首に巻く。

　まずい。擬獣フエイカを操あやつれなくなれば、ヴィクトルは──亜人兵達に殺されるしかない。

「せめて一体でも装鎧竜を、いや、独角馬でもいい、支配出来れば」

　その背に乗って此こ処こから脱だつ出しゆつも出来る。

　ヴィクトルは改めて魔法機杖を操作、通信用の魔法を立ち上げる。

　この監督塔の魔法機関の様に、複数の擬獣を同時に操る事は出来ないが、一体や二体だけならば、ヴィクトルでも擬獣を操れる。

　しかし──

「──!?」

　ヴィクトルが触れるまでもなく、床ゆかに設もうけられた昇しよう降こう口の蓋扉ハツチが自ら跳ね上がる。

　次の瞬間、そこから飛び込んできたのは、数名の亜人兵達だった。

「貴様等……！」

　慌あわてて機杖ガンドを構えるヴィクトルだが、無論、今から呪文詠唱などしても間に合う筈が無い。亜人兵達は無言で駆かけ寄よると、一人が機杖を叩たたき落とし、接続索に引っ張られて前のめりになったヴィクトルを、別の二人が床に押さえつけた。

「や、やめろ──貴様等、貴様等亜人兵如ごときが、何を、何をするか！」

「…………」

　亜人兵達は無言。ヴィクトルを見下ろす彼等の眼は、かつての『主人』に向けるものとは思えない程、ひどく冷たいものだった。

　そして──

「やめ……ろ……！」

　必死の形相でそう訴うつたえるヴィクトルの身体からだに、亜人兵達の新月刀シミターが突つき刺ささった。
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　混乱は──ほんの瞬またたく間の事だった。

　恐おそらくは監督塔からの魔法通信が、急激に途と絶だえたせいなのだろう──棄獣達は揃そろって激しく痙攣し、様々な行動に出た。その場に倒たおれる個体、同じ場所をぐるぐると回り続ける個体、あるいは同士討ちを始める個体……だがそうした行動もすぐに治まった。

「終わった……か？」

　トール達は、大岩の上から辺りを見回して呟つぶやく。

　棄獣の多くは、動きを止め、ただ立ち尽つくす、あるいはただその場に蹲うずくまる、といった状態を維い持じしていた。恐らく、非常用に──制せい御ぎよ出来なくなった場合に備えて、急激に魔法通信が途絶えた場合、大人しくなる様に術式が仕込んであるのだろう。

　更に──

「……多分、放っておけば、全て死ぬ」

　キリルが呟く様に言った。

「脳の一部を切除してあるから、あの棄獣共は、命令が無ければ食事をする事さえ出来ない。恐らく、遠からず飢うえて死ぬだろう」

「アレが、近くの国なり街なりに押し寄せるって事も無いって訳か」

　疲つかれ果てた様子で岩の上に座り込みながら、トールは言った。

「それは何よりだ。で──」

　トールは改めてチャイカの方を振り返って言った。

「結局、何なんだ、そいつは」

「むう……」

　首を傾かしげるチャイカの傍かたわらで、きょとんとした表情で立っているのはニーヴァである。

「ニーヴァ・ラーダ」

　とニーヴァは自分の顔を指さして言う。

「名前を聞いてるんじゃねえよ。何者っていうか──何物なんだ、お前」

　監かん督とく塔とうを狙そ撃げきした直後、ニーヴァは先の変身と同じく蒼あおい光を発し──そして元々の少女の姿に戻もどっていた。実の所、トール達もフレドリカの変身を見慣れていたせいで、先の奇き怪かいな大型魔法機杖がニーヴァが姿を変えたものだと理解する事が出来たが……そうでなければ、未だに、何が何だか分かっていなかったかもしれない。

　ニーヴァは、余程にチャイカが気に入ったのか、彼女の腕に自分の腕を絡からませてしがみついている。表情がぼんやりしているのでよく分からないが、これはひょっとして懐なついている状態なのかもしれない。

「分かる事、少し。遺産。父様の」

　とチャイカは言った。

「遺産？」

「強力。かつ特とく殊しゆ。魔法、兵器」

「……やっぱり機杖の類たぐいなのか、そいつ」

　トールは眼を細めてニーヴァを見み据すえる。怖こわがっている様子でもないのだが、トールからの視線に身をさらすのを嫌いやがるかの様に、ニーヴァはチャイカの陰かげに隠かくれた。

「ふうむ。重ちよう畳じようだ」

　と頷うなずくのはアカリである。

「なにがだよ」

「とりあえず兄様は、あの娘こに嫌きらわれている様だ」

「…………それの何が重畳なんだよ」

「余計な心配が増えないで良い」

「何の心配なんだかな……」

　疲れた声と顔でそう言って、トールは頭上の空を見上げる。

「…………」

　どうやらこれは、ガズ皇こう帝ていが何かの目的で作られていた魔法兵器──棄獣の身体や機杖の素材を使った、生きた機杖である、という程度の想像はつく。常識からすればそんなものが在るとは信じがたいが、既すでに、チャイカと共に行動する様になってから、トールにとって常識というのは、不変でも不ふ滅めつでもなくなっていた。

「しかし──これは何に向ける為ための武器だったんだ……？」

　単に出力がどうの、破は壊かい力がどうの、という問題ならば、航天要よう塞さいやら、他の魔法機関やら、より強力なものは幾いくつでも在る。

　これは、あくまで個人用の魔法兵器だ。

　勿もち論ろん、運用方法や使う術式によっては大量破壊兵器にも成り得るだろうが──わざわざあの〈禁断皇帝〉が、国外に秘密の研究所を用意して造らせていたにしては、何ど処こか不自然としか言い様のない代しろ物ものだった。

（ギイを殺す為の武器……？）

　何者だったのかは分からないままだが、とりあえずギイを殺す事は、出来た様だ。

「一体、ガズ皇帝は何と闘たたかう積もりだったんだ……？」

　トールの呟きに答える者は、居ない。

　やがて、トール達の死し闘とうを労ねぎらう様に──戦いでほてった身体を冷ますかの様に、ぽつりぽつりと、雨が降り始めた。
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　一転して、島は不気味な程の沈ちん黙もくに支配されていた。

　静せい寂じやくではない。

　降り注ぐ雨の音が島全体を包んでいる。だがその中で、棄獣達は雨を避さけるでもなく、ただ、冷たい雫しずくに打たれながらその場に佇たたずんでいる。

「──気の毒。少し」

　と評するのは、研究所の幾つか在る出口の処で、棄獣達を眺ながめるチャイカである。

「襲おそわれ掛かかって、殺され掛かって、よくそんな事が言えるな」

　と呆あきれ気味に言うトール。

　だが──

「トール。人間も……八エ番イ目ス」

「…………！」

　トールはその一言で思い出す。

　人間は、魔法器官を外付けされた八番目の被造物であるという、大海魔の言葉を。

　勿論、あれは何の裏付けも証しよう拠こも無い話だが──もし正しいというならば、確かに棄獣達は人類の先せん輩ぱいだ。

　何者かによって仕組まれ、造り出され、そして──棄すてられた。

　目的にそぐわないという理由から。

　では──人間は？　人間もまた何かの目的のために生み出された生き物なのか？

「……トール!!」

「ああ、分かって──ん？」

　トールはチャイカを振ふり返って……眉まゆをひそめた。

　声の聞こえてきた方向が、違う。

「…………」

　改めてトール達は声のした方向を振り返る──ニーヴァだけは例外的に、チャイカの傍らに立ったまま、ぼんやりとしているだけだったが。

「──紅の」

　と呟くトール。

　皆の視線が集まる先に、もう一人のチャイカが、仲間達と共に立っていた。

「……兄様」

「分かってる」

　トールは小機剣に手を掛ける。

　船の上では魔法の撃うち合いがまずいという事で、一いつ旦たんは矛ほこ先さきを納めたが……『遺体』を奪うばい合う関係である事に変わりは無い。

「…………生きてたか」

　だが──そう安あん堵どする気持ちもトールの中には在った。

　敵対関係とはいえ、憎にくい相手ではない。それに紅チャイカは、白チャイカとは性格は正反対の様なところが在るが……顔立ちが似ているからか、何処か共通するものを感じてしまう。敵だと見捨ててしまうには、抵てい抗こうを感じてしまうのは事実だった。

　アカリがトールに構えを促うながしたのも、その辺を感じ取っているからだろう。この妹はトール自身よりもトールの事をよく把は握あくしている処がある。

「こっちの台詞せりふ」

　とトール達に向かって歩きながら紅チャイカは言った。

　その背後、開かれたままの出口から──

「キリル！」

　十数名の亜人兵達が更さらに姿を現した。

「…………」

　小機剣を握にぎったまま、トールは傍らのキリルを一いち瞥べつする。

　亜人兵達が、どういう立ち位置にいるのかが分からない。キリルとは一旦、休戦出来た訳だが、他の亜人兵にもそうした提案が通じるかどうか。

　勿論、キリル達が、改めてチャイカとニーヴァを寄よ越こせと言ってくる可能性も在る。

　しかし……

「キリル！」

　亜人兵達の中から一人の少女が飛び出してきたかと思うと──身体からだ全体でぶつかる様にして、キリルに抱き付いた。

「ウルスラ……」

「良かった、生きてた」

「ウルスラもな。良かった」

　口元を綻ほころばせて頷くキリル。

　ウルスラという名の亜人兵は、嬉うれしそうにキリルの胸に頰ほおずりをしている。他の亜人兵達もキリルの傍そばにやってくると、彼を囲んで頷き合っていた。

　その様子を見ながら──

「……斬きり合う空気じゃねえな」

　と言うのはダヴィードである。

　彼は苦笑を浮うかべながら更にこう言ってきた。

「つうかな。ちと頼たのみがある」

「──頼み？」

　意外な言葉にトールは眉をひそめる。

　前述の通りトール達と紅チャイカ一行の関係は『遺体』を巡めぐる上での敵同士だ。何かを頼んだり頼まれたりする様な間あいだ柄がらではないのだが……

「この島から出る方法がねえんだよ。俺達は」

　肩かたを竦すくめてダヴィードは言った。

「そもそも、船着き場っぽいものが何処にも無ねぇんだわ。どうやら、資材は船で途と中ちゆうまで運ばせて、そこから海に投とう棄きさせて、これを大海魔クラーケンで回収するって方法だったらしい」

　この島の研究施し設せつは秘中の秘、だからこそ、そういう方法をとっていたのだろう。

　当然、外から見て分かる様な普通の船着き場など、造る筈はずもない。

　そして現在──魔法師達は全て死んでいる上、最も強力に棄獣達を操あやつれた監督塔の魔法機関はチャイカが破壊してしまった。

「そういう訳でな。お前──何だかよく分からんが、その装鎧竜ドラグーンを手て懐なずけてんだろう？　俺達を陸地まで運んでくれ、って話さ」

「…………」

　トールはチャイカやアカリ、フレドリカと顔を見合わせる。

「もしそれが可能として──なんで俺達がそんな事をしてやらんといけねえんだよ」

　別にトール達は、ダヴィード達がこの島から出られない様になっても困らない。

「……トール」

　紅チャイカがトール達の前まで歩いてくる。

　彼女が引きずっているのは──白チャイカと同じく黒い棺ひつぎだ。ただし白チャイカのものと異なり、背負うのではなく、車輪付き、引きずって運びやすい様になっている。

「これを……」

　紅チャイカは棺の脇わきに屈かがみ込むと、その蓋ふたを少し上げて、その中から何かをとりだした。

　硝子ガラスの中に封ふう入にゆうされた──『手首』

「これが報ほう酬しゆう」

　紅チャイカは呟つぶやく様に言った。

「……どういう風の吹ふき回しだよ？」

　動機となった感情は異なれど、紅チャイカもまた、『遺体』を集める為に旅をしていた筈だ。それが旅の目的である『遺体』を自ら差し出すとは、一体どういう風の吹き回しか。

「──チャイカ、確認を」

　とアカリが脇からそう告げる。

「う、うい」

　おっかなびっくり、といった様子で白チャイカが前に進み出て、紅チャイカの示すその『遺体』を眺める。

「……多分、本物」

　何を以もつてそう判断したのかは余人の目にはさっぱり分からないが、白チャイカはトール達を振り返ってそう言ってきた。

「……ん」

　受け取れ、と言わんばかりに紅チャイカが『遺体』を差し出す。

　やはり気き後おくれしたかの様に、白チャイカはしばらく紅チャイカと『遺体』を見比べていたが──そっと手を出して、これを受け取った。

「後で取り戻もどせば良いだけ」

　ふと思い出したかの様に、ぽつりとそう呟く紅チャイカ。

　確かに──考えてみれば最終目的が『遺体の全回収』で変わらないならば、トール達に集めさせておいて、全部揃そろったところを強ごう奪だつしても構わないという事になる。

「いいだろう……と言いたい処なんだが」

　トールはフレドリカの方を振り返って言った。

　なんだかんだ言っても彼女が嫌いやがれば、トール達にはこれを無理強じいする事は出来ない。

「どうだ？」

「まあトールがいいって言うんなら」

　装鎧竜の化け身しんはあっさりと頷うなずいた。
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　ヴィヴィは頭上の星空を見上げた。

　満天の星空は、地上の悲ひ喜きこもごもなどまるで関係ないとでも言うかの様に、静かに、ただ白い輝かがやきをちりばめている。美しい。だがそれはひどく遠い。どれだけ手を伸のばしても触ふれる事すら出来ない遥はるか彼方かなただ。

「…………」

　ヴィヴィは、溜ため息いきをついて背後の〈エイプリル〉号を振り返る。

　街道沿いの街の、駐ちゆう車しや場じように停められたジレット隊の大型機車の中では、ズィータとニコライが〈クリーマン機関〉本部との定期連れん絡らくをしている筈だ。自分達は〈クリーマン機関〉の所属を離はなれ、独自に動く事になる、定期連絡はこれが最後である──と。

　マテウスとレオナルドは、食料その他の買い出しに行っている。

　そしてヴィヴィは──

「……いいのかな」

　今いま更さらになって、逡しゆん巡じゆんを覚えていた。

　自分一人であれば別に迷ったりはしない。だが、仲間達をも、自分の我が儘ままに付き合わせるのは──やはり心の何ど処こかに負い目を感じてしまう。

　勿もち論ろん、彼等は彼等で、アルベリックの事を大事に思っていたから、自分と同じ行動をとる事にしてくれたのだ、という事は分かっている。だが自分が、あのギイという正体不明の輩やからの話に乗らずにいれば──皆は、アルベリックの死を受け入れていた事だろう。その意味ではやはり、ヴィヴィが彼等を巻き込んだとも言えるのだ。

「私は──」

「覚かく悟ごが決まったかね」

「──！」

　不意に声を掛かけられて、振ふり返るヴィヴィ。

　そこに立っていたのは──あの、ギイと名乗った少年だった。

　だが……

「──？」

　一いつ瞬しゆん、眉まゆをひそめるヴィヴィ。

「どうかしたかね」

　ギイは平然とそう声を掛けてくる。

「…………」

　ヴィヴィが感じているのは違い和わ感かんだった。

　何がと問われれば答えられない。だが何か──『違う』様な気がするのだ。先に会ったギイと、この目の前に居るギイとでは。元より気配はひどく希き薄はくな上に、外見と物もの腰ごしが妙みようにちぐはぐな印象のある人物で……その点については全く同じなのだが。

「あんた、ギイよね」

「そうだが？　別の誰だれかに見えたかね？」

　と首を傾かしげるギイ。

「……まあいいわ。元々何者かも分からないんだし」

　とヴィヴィは言った。

「で──何の用よ」

「一つ君の為ためになる情報を伝えよう」

　ギイは肩を竦めて言った。

「ハルトゲン公国の公王が、『遺体』を持っている、という噂うわさだ」

「…………つまり」

　ヴィヴィは眼を細めて言った。

「そこにチャイカ共も集まってくるって訳ね」

「かもしれんな」

「とぼけてんじゃないわよ。どうせ、あんたが他のチャイカ共にも教えて廻まわってんでしょ。何が目的かは知らないけど」

「…………」

　ギイは曖あい昧まいに笑って答えない。

　ヴィヴィはしばらくこの正体不明の少年を睨にらんでいたが──

「いいわよ。乗ってやるわ」

　挑いどむ様な口調でそう言った。
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　茜あかね色いろの空を去って行く白銀の装鎧竜ドラグーンを見送りながら──キリルは溜息をついた。

「キリル？」

　ウルスラが横から彼の顔を覗のぞき込んでくる。

「どうしたの？」

「いや……」

　曖昧に笑って首を振るキリル。

　激情に任せて反乱を起こし、魔法師ウイザード達を殺した。

　その事については、正直言って後こう悔かいはしていない。だが、結果として……キリル達が目的を見失ってしまった事については、何も変わらない。

「自分が変われないなら、世界を変えろか。無茶を言うなよな」

　あのトール・アキュラという乱破師サバターは、別れ際ぎわにこうも言っていた。




『しばらく、精しよう進じんして待ってろ。俺達が──うちのチャイカが、遺体を集め終わって、父親の弔とむらいを終えたら、その時、どうせまた大なり小なり戦乱が起こる』




　チャイカの思おも惑わくがどうであれ、周囲の状じよう況きようは彼女に平へい穏おんな生活を許さない。

　生き延びたければ、延々と死ぬまで逃にげ続けるか──さもなくば、自分を取り巻く状況を変えるしかない。例えば、いっそ、本当にガズ帝てい国こくを再興してしまう、とか。

　トールが、そしてあの白いチャイカがその気なら、その為には必ず戦力が必要になる。

　どんなに強力な武器を持っていようと、国を一つ興おこすのに、四人や五人ではあまりに人手が足りなかろう。

　ならば──

「その時は、雇やとわれてやるのも、いいかもしれない」

「え？　なにが？」

　きょとんとした表情で尋たずねてくるウルスラに、キリルは笑いかける。

「戦場をさ。自分達で選んでも良いって話だよ」

「…………」

「それまで、力を蓄たくわえておくのもいいさ。国興しの際に恩を売っておけば、亜人兵だろうが何だろうが、下には置かない扱あつかいにはなるだろ」

　そうウルスラに言うと、キリルは背後に並んだ仲間の亜人兵達を振り返った。

「よし──皆みんな、遺のこされた資材と設備を調べるぞ。とりあえず、今日からここは、小さいながらも俺達の国だ。農夫や職人の真ま似ね事ごともしなければならないかもしれないが、なに、ここには亜人兵しかいない。普通の人間と比べられる事も無いから、向いてなくても、気にするな！」

「…………」

　亜人兵達が顔を見合わせる。

「擬獣フエイカの生き残りも調べるぞ。装鎧竜か、独角馬が残っていれば、簡単な口頭命令も通じるだろう。そうしたら、島の外にも出て行ける。やる事は山積みだ！　下手な戦争より大変だ、心してかかれよ！」

「…………」

　半ば虚きよ脱だつ気味だった亜人兵達の間に──ゆっくりとだが、気勢が満ちていくのが分かる。

　やがて彼等の間で、広がっていくざわめき。

　キリルは、傍かたわらのウルスラを抱だき寄よせながら、満足げにその光景を見つめていた。
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〈スヴェトラーナ〉号の御ぎよ者しや台だいの上に白チャイカと共に上がる。

　白チャイカが接続索さくを首に巻いている間──ふと傍らを振り返ると、紅チャイカがじっとこちらを見つめて立っていた。

　気の強い性格が如によ実じつに出たその表情はいつも通りだ。

　挑みかかる様な視線をトールに向けながら──しかし。

（あの島でなんかあったのか、こいつも）

　ふとそんな事を思うトール。

　白チャイカにしても、ガヴァーニ領で蒼あおチャイカに会ってから、微び妙みように言動が変わってきたというか、陰かげりが見える。そして同じ様な感じをトールは紅チャイカにも感じていた。勿論、紅チャイカは元々白チャイカ程に明るくはないし、付き合いも非常に短いので、彼女の性格についてトールが熟知している訳ではないのだが。

「トール」

　紅チャイカが声を掛けてくる。

「私は──」

　声は萎しぼみ、続けるべき言葉が溶とけて消える。

　そんな彼女を見ながら……

「チャイカ・ボフダーンなんだろ。お前」

「……？　そ、そう」

「じゃあそれでいいじゃんかよ」

「…………」

　紅チャイカはしばらく何事か考えている様だったが。

「うん」

　そう言って頷うなずく。

　彼女は改めてトールを見み据すえながら、きっぱりとこう言った。

「必ず。取り戻もどす。それまで『遺体』──預けておく」

「……そうかい」

　苦笑するトール。

　そんな二人の間に割り込むかの様に──

「いくぞ、お姫ひめ様さま」

　とダヴィードが操る馬車が動き出す。

　紅チャイカはトールを見つめたまま、数歩、後ずさり──そして跳ちよう躍やくして馬車に飛び乗った。相変わらず白チャイカと異なり、運動能力は随ずい分ぶんと高い様だ。

　馬車の上からこちらを見つめる紅チャイカが道を去って行くのをしばらく見送り──

「……って見送ってる場合じゃねえんだよな」

「うい」

　と顔を上げて言うのは白チャイカだ。

「俺等も結局は、ハルトゲン公国に向かう事になる訳だし」

「だがその前に」

　とアカリが腰こしに手を当てて言った。

「この娘はどうするのだ？」

　と彼女が指さすのは、言うまでもなくニーヴァである。

　相変わらず、とろんとした無表情で彼女は〈スヴェトラーナ〉号の脇わきに立っている。

「どうするつってもな」

　トールは顔をしかめた。

　亜人兵達の処に──島に残しておくのは、何かと不安が在った、というのが本ほん音ねだ。

　ちなみに亜人兵達は改めてあの島で隠かくれ住すむ事になったらしい。

　彼等は彼等で、自分達の居場所、自分達の在り方、というものを改めて考え、探さがす気にはなっている様だ。魔法師達の殺害に関しての是ぜ非ひは、トールにはそれを問える資格も義理も無いが、こうしてみると、『親殺し』は彼等にとって、自立のための必要な儀ぎ式しきであったのかもしれない。

　ただ……そんな彼等に、ニーヴァの面めん倒どうを見る余よ裕ゆうは無かろう。

　またニーヴァもあれから、チャイカの傍そばを離はなれようとしない。隙すきあらばチャイカにくっついている事が多く、チャイカも困こん惑わく気味だが──それこそ、引き離せば、海を泳いで渡ってでもついてきそうな印象だった。

　それに……もう一つ。

（ギイを、殺した）

　殺せない筈はずのものを、殺した。

　それは──

（ガズ皇こう帝ていの『遺産』）

　それは今後、『遺体』を集める旅の中で、重要な意味を持ってくるのでは無いか。

　半ば勘かんに過ぎないが、トールはそう思った。

「連れていくしかないだろ」

　当のニーヴァは、トールとアカリの事などまるで眼中に無い、といった様子ですたすたと歩くと、御者台の上のチャイカの処に登って、彼女の腕にしがみついた。

「むやっ？　ニ、ニーヴァ？」

「…………」

　ニーヴァは眼を瞬またたかせてチャイカを見つめる。

「羞しゆう恥ち、ニーヴァ、求める分ぶん離り」

「…………」

「あの、だからニーヴァ、ちょっと離れてくれないかな」

　とチャイカはラーケ語に切り替かえて言うも──ニーヴァは首を振ふった。

「嫌いや。これがいい」

「なんなの、なんなのこの子……」

　ラーケ語で呻うめくチャイカ。

　それを見てトールが苦笑していると──

「ひょっとして兄様は、こう、傍らから愛めでるのもいけるクチか」

　何やら感心した様子でアカリが問うてくる。

「なんだ、その『傍らから愛でる』ってのは」

「少女二人がこうきゃっきゃうふふとじゃれ合っているのを、何ど処こか達観した様な瞳ひとみで見つめるのがいいというか。いや。私には無い趣せい味へきなので、よくは分からないのだが」

「訳がわからんが、多分、違ちがう」

　と唸うなる様に言ってから──トールはチャイカ達と共に〈スヴェトラーナ〉号の御者台に上がると、貨物部の上に乗っかっているフレドリカにも声を掛かけた。

「フレドリカ。お前もそんな処に居ないで中入れ」

「どうして？」

　フレドリカが首を傾かしげる。

「人間の姿をとってる時は、人間の感覚に準じるつってたのはお前だろ。なんつうか、そんな処で吹ふき曝さらしになってると、こっちが落ち着かないんだよ」

「ふぅん」

　ひょいと飛び降りてきたフレドリカは、トールの顔をまじまじと見つめる。

「なんだよ」

「なんでもないよー」

　気楽な口調で装鎧竜ドラグーンの化け身しんはそう言ってから。

「そうだ。後で嚙かませてくれるって言ったよね、言ったよね？」

　そう言いながらフレドリカまで御者台の上に上がってくると、トールの腕にしがみついて、ぺろりと彼の首筋を舐なめてきた。

「ちょ──まて、今、ここでか？」

「またはぐらかされたら、やだし」

「トール!?」

「兄様！」

　チャイカとアカリの悲鳴じみた声を聞きながら、フレドリカを引きはがそうとするトール。だが相手は装鎧竜──少女の姿をしていてさえ、もの凄すごい力で、むしろトールの方が組くみ伏ふせられそうである。

「いかん、兄様、助すけ太だ刀ちするぞ」

　アカリまで御者台の上に乗り込んできたかと思うと、トールの上にのしかかって言った。

「まったく、こんな狭せまい場所でくんずほぐれつがいいとは、兄様もとんだ変態」

「お前が言うな──ッ！」

　チャイカと、アカリと、フレドリカと、ついでにチャイカにしがみつくニーヴァと……少なくとも見た目としては、若い娘達に狭い御者台の上でもみくちゃにされながら、トールが叫さけぶ。

「いいから、早くハルトゲン公国に向かうぞ！　紅チャイカを追え！」

「この上、敵方の娘の尻しりまで追いかけるというのか兄様。これでは足りないのか、足りないのか！　ええいこの尻好きめ！」

「むい？　トール、お尻好き？」

「あ。じゃあ嚙み付くのお尻の方がいい？」

「とりあえずお前らは黙だまれ！　離れろ！」

　喚わめくトール。

（今は考えても仕方ない──か）

　自分達の知らない所で何かが動いている。

　それは間ま違ちがいが無い。恐おそらくチャイカ達すらもが、その動きの中に何らかの役割を期待して組み込まれた『駒こま』に過ぎないのだ。

　いや。それどころか……人間や棄獣フエイラですらも。

　あるいは世界そのものですらも。

　全ては何者かの掌てのひらの上か。

　しかし……無意味に空ばかりを見上げていても仕方が無い。むしろ足元を見ながら一歩ずつ進んでいく事で、見えてくるものも在るだろう。

「俺は今の自分に出来る事をしていくだけだ」

　わいわいと尚なおも騒さわいでいる少女達を横目に──御ぎよ者しや台だいの席に身を沈しずめると、トールは全身にのしかかる疲ひ労ろう感かんから、静かにその瞼まぶたを閉じた。







　あとがき







　どうも、軽小説屋の榊さかきです。

『棺姫ひつぎのチャイカ』七巻をお届けします。




　ええと──帯やら何やらで既すでに御ご存ぞん知じの方もおられるとは思いますが。

『棺姫のチャイカ』アニメ化でございまする。

　やはり私は「余計な事せんと原げん稿こうに専念しろ」というお達しなので、原作者以上としての関わり方はしませんが、正直、全まつたく不安がありません。現時点で（この本が出ている時点で）製作スタジオやら監かん督とく等、何ど処こまでの情報をオープンにして良いのかは分からないので明記はしませんが、期待して貰もらって良いと思います。

　過去の実績を考えれば。




　いやあ、たまにはゴネてみるもんですね（おい）。

　…………深くは突つっ込こまぬが吉きちでございまする。




　某ぼう社しやのシリーズもアニメ化が発表されており、一時期「まさか放映時期被かぶるのか!?」と心配しておりましたが、どうやら綺き麗れいにずれてくれるようで、一安心。




　傍はたから見れば、別に被っても困りゃしないように見えるかもしれませんが、なんというか、雑事が増えるんですよ、アニメ化って。

　細かい所だと「このキャラと用語の英語表記はどうなってますか？　グッズ作るので、早々に表記書いて送ってください、Hurry!　Hurry!」とかそういう要よう請せいが来たりするので、何となく音感だけで名前つけてると、えらい事になります。

　一応、大たい抵ていの作品のキャラは実在の名前からとって、綴つづりも調べられるようにはしてるんですけどね。なので最近は、「綴りは？」と問われると「調べてください」と編集さんに投げて逃にげるようにしてます（笑）。




　ちなみに本作では、個人名は普ふ通つうに実在の名前から引っ張ってまして、姓せいは自動車メーカーから引っ張って組み合わせてますが、概おおむね、同じ文化圏けん同士でずれないようにしてます。

　例えば、トール達の「アキュラ」は本田の海外ブランドに『阿あ修しゆ羅ら』と引っかけたもの、名前だけ出ている同じ乱破師サバターの「六ツ星衆」は、ルビ見ていただければ分かりますが、スバルでございまする。




　それはそれとして本巻。

　空の次、舞ぶ台たいは海でございまする（まあ事実上は島の中ですが）。




　以下、つらつらと。

　ネタバレがあるので、本編未読の方はご注意ください。




　今回のある意味主役とも言うべき棄獣フエイラ──大海魔クラーケンですが、これは作中にもある様に、基本はオウムガイです。『クラーケン』というと概ね、巨きよ大だいなタコ、あるいはイカのイメージですが、基本は確か語源からしても『触しよく手しゆの怪かい物ぶつ』という認識らしく、必ずしもタコやイカに限った事ではないのだとか。

　甲こう殻かく類るいやヒトデやクラゲとして描えがかれる事もあるようなので、「じゃあ何となくカッコイイからオウムガイで」と。現実のオウムガイの触手は短いですが、まあこいつのはやたら長いという設定でございまする。




　いやぁ。いいですよねオウムガイ。

　何というか、あの出で鱈たら目めな姿がやたらこう、生きた化石っぽくて。

　普通の魚なんかより余程、何か考えてそうな顔してやがります。




　二年前に熱帯魚屋で見てから、飼いたい飼いたいと思ってるんですが、深海の生き物なので水温上じよう昇しように弱く、とにかく水すい槽そう冷れい却きやくしないとすぐ弱って死んじゃうそうです（そして冷却すると、夏場は水槽が曇くもりまくって観賞しにくいので、飼ってる意味が半減する）。

　水族館レベルの飼育環かん境きようでは繁はん殖しよくまで行ってるみたいなんですけどね。




　そういえば、ちょっと前にダイオウイカの撮さつ影えいに成功した日本の学者の特番が組まれていましたが──写真で見る生きたダイオウイカって、なんか妙みように金属っぽくて、旧ふるい特とく撮さつ映画（旧ガメラ）のバイラスみたいな、こう、異生物っぽい雰ふん囲い気きがありましたな。




　深海って実は宇宙以上に洒しや落れにならないというか、人間にとっては未知の生物やら事実やらがありまくり、ただ潜もぐるだけでも大おお騒さわぎせにゃならん異郷らしいですが、子供の頃ころは、宇宙船で宇宙に行くＳＦ（月世界旅行）よりも、海の底を探検する海洋冒ぼう険けんＳＦ（海底二万マイル）に燃えた記き憶おくがあります。

　何というか、水が好きなんですよね、私。小学校の頃、運動は大たい抵てい駄だ目めだった癖くせに、水泳だけはいつも学年でトップクラスだったし。家の中に水槽が在ると安心するみたいな所もあって。

　夏の暑さに弱いし、前世はオウムガイなのかもしれませんな。




　それはさておき。




　物語も折り返し地点に入って参りました。

　何だか色々とシリーズ立ち上げ時期とは状じよう況きようが異なってきた（度重なる担当さんの交代とアニメ化もその一つ）ので、想定よりも巻数が変わったり、作者自身、当初は考えてもいなかったキャラやネタが出てきておりますが。

　その最たるものが本作で登場するニーヴァですな。




榊「男の子でも女の子でもいいんですけども。どっちにしましょうか」

担当「やっぱ女の子でしょう！」

榊「なんだかトールの周り女の子ばっかり増えていって、その意図も無いのにハーレム状態になってますが」

担当「いいじゃないですか」

榊「ですよね」




　たとえ結ばれても幸せな家庭を築くには難ありの女の子ばっかりなのはハーレムと呼んで良いのかどうかはさておき。




榊「このニーヴァがこう、どばーっと真っ二つになるですよ！　サジタル面切断ッ！」

担当「榊さん。それは誰だれ得？　です」

榊「えー。いいじゃん。こう、ずぱ！　と頭から唐から竹たけ割わりに割れるんだよ！　『トータルリコール（旧版）』のアレみたいに！　その中からこう、黒い、金属光こう沢たくの骨がね？　出てくる訳ですよ、『ターミネーター』シリーズのエンドスケルトンみたいにね？　でもってね？　これがこう、がしゃんこがしゃんこと……」

担当「それ萌もえないです。っていうか気持ち悪いです」

榊「え？　可愛かわいいじゃん、エンドスケルトン。下半身を爆ばく弾だんで吹ふっ飛とばされても任務を遂すい行こうしようとして、撃うたれても倒たおれても健けな気げに立ち上がり、最後はプレス機で潰つぶされたり、溶よう鉱こう炉ろにぶち込まれたりする姿に、全私が泣いた。ボク達スケルトン、貴女あなただけを、追いかける～今日も、撃たれる焼かれる轢ひかれるそして～溶とかされる～。おお、おおお……」

担当「…………榊さん」

榊「時代は金属骨格っ娘コですよ！　こいつぁいける！」

担当「…………榊さん。いい加減、スケジュールおしてますんで」

榊「すんません」




　まあ他にも、亜あ人じん兵のキリルなんかも新規に出てきた訳ですが。

　こいつも当初はちょっと悩なやみました。




榊「ところでこの亜人兵のリーダーはどうしましょう」

担当「どうとは？」

榊「折せつ角かく、獣けもの耳みみですし、レオナルドの時はひねくれて男の子にしましたけど、こっちはオーソドックスに女の子にしましょうか？　勿もち論ろん、戦っている途と中ちゆうでトールに助けられてデレます。獣っ娘こですから当然、嚙かみます。フレドリカとどちらが歯形を沢たく山さんトールにつけるかで争います。男の勲くん章しようです。その内アカリとチャイカにも嚙まれます。トール、満まん身しん創そう痍いです」

担当「い、いや、こちらは男の子でいいと思います！」

榊「どういう基準で判断下してるのか、いまいち謎なぞですが、了りよう解かいです！」




　そんな会話を担当氏としたりなんかして。

　あがってきた、なまにくＡＴＫ師のデザインに萌え燃えしつつ、校正したりで、本作は出来上がりましたですよ。毎度の事ながら綱つな渡わたりな進行具合で、なまにくＡＴＫ師には迷めい惑わくかけまくりで、頭が上がりません。




　まあ、そんなこんなで相変わらずのドタバタぶりですが、読者の皆みな様さまには最後までおつきあいいただければ幸いです。







　ではでは。

　また──次の本で。




　２０１３／６／15


榊一いち郎ろう



















棺姫ひつぎのチャイカⅦ








榊さかき　一いち郎ろう
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